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第一章　死に際にお取り寄せされたのは異世界でした









　小さい頃から憧れていたパティシエ。念願かなって人気のパティスリーに入った。

　甘いケーキにはフワフワとした夢が詰まっていて。

　目には見えない妖精が美味しいお菓子になるように、私の作ったケーキやクッキーに魔法をかけていく……。

　美味しくなーれ、美味しくなーれ。

　優しく、時に素早く。手順を間違わず、誰かの喜ぶ顔を思い浮かべながら。

　単純作業も丁寧にこなしていく。

　昔から想像力が逞しいと言われていた私は、いつもそんなふうに考えながらお菓子と向き合っている。そうすると不思議と辛い仕事も楽しくなってくるのだ。

　でも、現実は……。

「永なが藤ふじ！　ラズベリーソースはナパージュツヤ出しと一緒に注文しとけって言ったよな!?」

「えっ。それは山やま口ぐち先輩が……」

「言ったよな!?」

「す、すみません……」

「ったく、使えねぇんだから！　すぐに電話していつ届くか確認しろ」

「は、はい！」

　絞り袋からリズムよくクッキーの生地を落としていた私は顔をあげて山口先輩の声に答えた。楽しい空想から現実に引き戻される。キリのいいところまで絞って手を止めると急いでメーカーに連絡した。

　山口先輩が『俺が発注するから』って言って私の発注を止めたのに……。

　思っていても言えない気の弱い私。それが分かっていて山口先輩はいい気になっているのだ。菓子業界は思っていたより縦社会。これでまたオーナーシェフに私はダメなヤツだと思われてしまうだろう。電話してメーカーにお願いすると午後に持ってきてくれることになった。山口先輩にそれを報告すると、さも自分の手柄のようにペコペコと頭を下げてオーナーシェフに告げていた。

　はあ。

　もう、大抵こんな調子だ。

　純粋にお菓子作りと向き合っていきたいと思っていてもままならない。閉店後の練習中に道具を隠されたこともあった。どうしてだか、私は山口先輩に入社当初から目の敵にされている。一年先に入社していた山口先輩は二十歳の私と年も一番近いのに、まったくフレンドリーな関係にはなれない。寝坊も多くて朝の道具の準備もほとんど私一人にやらせるし、ほんととんでもない。

　でも、みんな山口先輩には強く言えない。山口先輩の父親は日本を代表するパティシエール、ヒロ＝ヤマグチなのである。親の七光りであったとしても、海外でも賞をとる尊敬するパティシエールの息子さんにはなかなか意見できないのである。

　山口先輩さえいなければ、この職場も快適なんだけれど。他の先輩は優しいし、よくしてくれる。別の店へ行くといっても働いてまだ一年にも満たないし、有名店をすぐ辞めた子を次の店が雇うとは思えない。

　もう少しだけ、頑張ろう。

「奈な子こちゃん、来週からチョコレートフェアの準備が始まるから、私と奈子ちゃんは同じチームだよ」

「え！　本ほん田だ先輩とですか！　嬉しいです！」

「私もやりやすいよ～。正直山口は嫌だもん」

　仕事終わりに本田先輩が声をかけてくれた。彼女は四年先輩のパティシエで前回のコンテストではデコレーション部門で最優秀賞を取った人だ。ちなみに私も努力賞をもらっている。入ったばかりで右も左もわからず参加した初めてのコンテストだったが、思えば賞をもらってから山口先輩の嫌がらせが酷くなった。

「山口先輩は……」

「安心していいよ。あいつは酒さか井いさんとスポンジ焼くチーム。大丈夫だよ、オーナーもわかってるからさ。なんであんなに奈子ちゃんに偉そうにするんだろ。あいつの父親が『ヒロ＝ヤマグチ』ってだけで、あいつは大したことないのに」

「はは……」

　それから本田先輩と彼氏ののろけを聞きながら駅まで一緒に帰ってホームで別れた。

　電車に乗って三駅目で降りると一月の空は星が綺麗に見えた。改札を出て自分の白い息を楽しみながら歩く。五分歩いたら到着する私の城は女性専用コーポの一室。コーポの下にあるコンビニでフリフリチキンと今日発売の雑誌を買う。それはいつもの私のルーティンだった。

「あった……」

　本のコーナーで目的の雑誌に手をかけたときだった。窓越しに駐車している車のテールランプが赤く光ったのが見えた。

　キキーッ！

　ドゴンッ！

「え？」

　ガシャン！

　目の前の大きなガラスを突き破って車が飛び込んできて、雑誌のラックがなぎ倒されるのを私はスローモーションのように見ていた。

　ダメだ、これ……。

　死ぬ……。

　そして、目の前が真っ暗になった。





　　　＊　＊　＊






　迫りくる衝撃に目をつむっているとなにやら不思議な会話が聞こえてきた。

「おい、死にたてホヤホヤの筈じゃなかったのか？　生きてるぞ？」

「死んでしまったものは召喚できないから、死に際ホヤホヤだよ。もう死んだも同然だから気にしないでいい。あれ？　とびきり甘いものって定義づけしたのに……人型だ」

「人型はちょっと、食べにくいんだが」

「でも、デザートで取り寄せたんだから甘いはず……クロノ、食べちゃう？」

「おいおい、いくらなんでも人型を食うのは気が引けるわ。しかも弱ってもないし、元気そうだぞ」

　明るさを感じて、まぶたを開ければ目の前には大きな牙のついた口がぱっかりと開いていた。

　それを見て気が遠くなる。これはあれだ、見たことがある。自然史博物館で見た恐竜。恐竜の口の中。私、死んだかと思ったら恐竜に食べられちゃうんだ。もう、わけわかんないうちにいっそのこと終わって……。

　理解するのを諦めてギュッとまた目をつむる。がぶりとくるのを覚悟していたが、どうやら私を食べることを躊躇しているようだった。

　て、いうか、恐竜がしゃべってたよ。

　四、五十センチほど頭上から生暖かい息がかかる。きっと牛の二倍くらい大きい。

　怖いよ、怖い……。

「リディ、なんかブルブル震えてるぞ」

「踊り食いになるのかな？」

　体が揺れて、薄目を開けて確認すると、恐竜が大きなかぎ爪で私の体をツンツンとつついていた。

「ひいいいいっ」

　恐ろしさに涙が伝う。食べられるの？　やっぱり食べられちゃうの!?

「おい、ついに泣き始めてしまったぞ」

「……クロノ、食べるなら早くしてよ」

「ブルブル震えて泣いているんだぞ？　かわいそうじゃないか」

「自分が食べたいから、とびきり甘いものを召喚しろって言ったくせに」

「食えるものを召喚してくれって頼んで、こんなに知性がありそうなものは今までなかったろ。リディ、ひとまず契約してくれ」

「食べないならこのまま元の世界に帰してもいいんじゃないの……」

「元の世界じゃ死ぬ寸前なんだろ？　なに、掃除する者が欲しいって言っていたではないか。この娘、手足も立派についているからできるんじゃないか？」

「うーん……じゃあ家事してくれるなら契約する」

「人型なんて滅多に召喚できないからお得だぞ！　おい、娘、リディと契約するか？　契約しないと死ぬだけだぞ」

　勝手に会話する二人になにも突っ込めない。私は絶賛恐竜にツンツンされて緊張のピークなのだ。

「ふえ……」

「泣くな、娘っ子」

「ひいいいいいっ」

　恐竜にかぎ爪で再びツンツンされて、とうとう私は気絶してしまった。




「ん……」

　木目の天井が見えた。

「起きたか、娘っ子」

「はっ。ひえっ」

　どうやら私はソファの上に寝かされていたようだ。声がする方を見ると私の胸の上にトカゲのような生き物が乗っていた。赤い色の……手のひらくらいのトカゲだ。

「し……しゃべった」

　私が起き上がろうとすると、するりとトカゲも私の上からどいてくれた。大きな恐竜は怖かったけれど、小さなトカゲは怖くない。

「いきなり倒れるもんだから驚いたぞ。で、どうするんだ？　このままこの世界にいたいならリディに契約してもらった方がいいぞ。向こうに戻っても死ぬ運命だ」

「え……？」

「ほら、見てみろ。体が透けてきただろう？　このままだと元の世界に戻るぞ。リディが召喚の条件に『死に際』とつけたから、間違いなく戻れば死ぬだろうよ」

　しゃべるトカゲにそんなことを言われて自分の手を眺めると、だんだんと透けてきていた。なに、これ……。

「ここは、どこなんですか？」

「残念だが、説明してやる時間はない。今娘っ子にはリディと契約するか、元の世界に帰って死ぬかしか選択肢はないからな。俺は契約する方をお勧めする」

「死ぬ……？」

　そうだ、あのときコンビニにいて、ガラス窓に車がつっこんできたんだった。確かにあのままだと死んでいただろう。でも、いきなり訳の分からないことを言われても……。しかし、考えている間もなくどんどん透けてきていた。

　どうしてこうなっているのかわからない。でも、とにかく死にたくないし……。

「悩んでると死ぬぞ？」

「ひいっ」

「リディを呼んでやろうか？」

「……お、お願いします」

「おーい、リディ！　娘っ子が起きたぞ？　契約してくれ」

　トカゲが叫ぶとドアがギイ、と開いて不機嫌そうな高校生くらいの男の子が部屋の中に入ってきた。黒髪に赤い目。絶対日本人じゃない。白い、ニキビと縁のないようなきめ細かい肌。長いまつげに縁どられた大きな切れ長の瞳が、少し長めの前髪から覗いて見えていた。アイドルも顔負けの美少年だが、耳やら指やらにたくさんのアクセサリーがジャラジャラとついていた。

　……ア、アウトローな感じ。

「こんなにクロノが乗り気なのって珍しいね。ええと、家事できる？」

「家事は……教えてもらえるなら、きっと。その、お菓子を作るのは好きです」

「なに!?　菓子をつくれるのか！　どうりで甘い匂いがするわけだ。リディ、でかした！」

　私の言葉に声を上げたのはトカゲである。はしゃぐトカゲを見てリディと呼ばれている男の子が私に手をさしだした。

「じゃあ手をだして」

　その言葉に震えながら頷く。それ以外、今私にできることはない。改めて見るとこの人……とんでもなく綺麗な人で、それがまた……こ、怖い……。

「リディ、怖がってるぞ、もう少し優しくしてやれ」

「優しくって……」

　リディに透け始めた手を差し出すと、ぐっとそのまま引かれた。

「痛っ！」

　私の手を取ったリディは私の指先を針でつついた。痛い！　そして涙目になっている私にお構いなしに、なにかぶつぶつとつぶやきだした。

「な、なに……」

　お皿くらいの光る円盤に文字が描かれたものが空中に浮かび上がってくる。するとリディがその中心に指先からでた私の血を垂らした。

　ポウ、と文字盤が光りだす。なにこれ、ファ、ファンタジー……。

　光った文字盤はだんだんと小さくなって固まり、赤い宝石のような玉になった。一連の出来事を呆けて見ているとリディが玉を針のついた小さな金属にくっつけた。

「耳出して」

「え？」

　言われてオロオロとためらっていると、リディは私の片耳を露わにして耳たぶを引っ張った。

「きゃあっ」

　プツリ、と針を刺された感触がして痛みが走る。な、なに？

「終わったよ。契約終了」

「え、あの」

　ジンジンと耳が痛くて涙目になってしまう。もしかしてだけど、私、無理やりピアスつけられちゃったの？

「リディ、ちょっとくらい説明してやったらどうだ？　娘っ子が泣きそうだぞ」

　涙をためた私をみてトカゲがそう言った。泣きそうなのは耳たぶがジンジンして痛いからだと思う。

「そういうの、僕苦手だし……クロノが欲しがったんだからクロノが説明してよ」

「まあ、そうか。娘っ子、俺はクロノという。こっちはリディ。呼び捨てで構わんからな。こいつは召喚士で俺たち精霊や様々な異世界の生き物を召喚することを生業としている。人と接するのが少し苦手だが言いやつだぞ」

「召喚士……精霊……」

　これは、夢か死後の世界なのだろうか。トカゲはしゃべるし呪文を唱えれば文字の書かれた円盤が光って現れる。

「娘っ子の名前は？」

「わ、私は永藤奈子です」

「ナーガフジ＝ナコ？」

「ええと、名前は奈子です」

「ナコ！　おお、可愛い名前じゃないか。ナコは見た目は人族だが、他の種族の血は入っているのか？」

「ええと、多分ただの人間です」

「純粋な人族か。ナコの世界には召喚士はいたか？　精霊は？」

「私のいた世界は、科学が発展していて……。召喚士とか精霊なんてファンタジーなものはないです」

「へえ、……召喚士や精霊が架空の話ってことか。で、カガクってなんだ？」

「そう言われるとなんて説明したらいいやら……」

「ずいぶんリンクしていない世界から来たようだな。なるほど知性ある人族だと色々聞けて楽しくていい。属性は持っているのか？」

「ぞ、属性？」

「大体人族には属性がある。地、水、風、火のことだ。ここでは精霊の力を借りて生活することになるからな」

「私の世界にはそういうのはなくて……」

「髪の色は明るい茶色か。でも目玉は黒に近い茶色……なにかしら属性は持っているようだが、まあ、それはおいおい……」

「精霊の力……」

「とりあえずナコはリディと契約したからこの世界に留まれる。ナコは『死に際の』という条件付きで召喚されたから、戻れば死んでしまうだろう」

「それって、死ぬ瞬間に戻るんですか？」

「そうだ。どんなにこっちで時間が経っても元の世界では同じ時間軸に戻るからな」

「……」

「リディは先祖のどこかで精霊の血が入ってるから長生きだし、ナコより先に死ぬことはない」

　ここで私がなにを言っても、どうにもならないことしかわからない。ただ私がどうやら召喚されて異世界に来てしまったらしいことだけは理解できた。でも……そんなことがあり得るのだろうか。これは私の空想か。実はあのまま事故に遭ってベッドで夢をみているとか。

「まあ、説明はこの辺で。ナコはお菓子が作れるんだろう。さっそくなにか作ってくれ」

「あの、努力はしますけど」

　いきなり料理は無茶ぶりだと思う。しかし、今はこの不思議な世界に付き合うしかないだろう。私の手のひらに乗った赤いトカゲは嬉しそうに家の中を案内した。リディはそんな私たちにはあまり興味がないようで、ソファに座って読書を始めた。

　まるで中世ヨーロッパを模したようなファンタジーな感じ。うん、これは死後の世界か夢の中に違いない。

「ここがキッチンだ」

「キッチン……」

　クロノが示した方向には汚れた皿の山があった。とりあえずこれを片付けないといけないのだろうか。

「ここから水が出るぞ」

　クロノはそう教えてくれるけれど、壁から金属の筒がでているだけだった。

「これ、どうやって水がでるんですか？」

「ああ、そうか。精霊に力を借りるんだ。『ウンディーネ、力を貸して』って言えばいい」

「え？　そんなことで水がでるんですか」

「そう」

「ウンディーネ、力を貸して」

　試しに言ってみると勢いよく水がでてきた。

「次からは手をかざしたらでるから」

「止めるのはどうするんですか？」

「蛇口を軽く叩けばいい。ナコは精霊に好かれるようだな。やっぱり黒持ちか」

　言われてポンと筒を叩くと水は止まった。なるほど、ここでの生活は精霊に頼るものだというのはこういうことなのか。

「んで、貯蔵庫はこっち。ここに入ってるものは時間が止まっていて腐らない。ただ、生きたものは置いておけないから長時間いたら死んでしまうからな。気を付けてくれ」

「ひいっ」

　物置部屋みたいな貯蔵庫に入って中を見ているとクロノがそんなことを言う。せっかく生き延びたのに、怖いことを言わないで欲しい。

「そんなに急いで出なくても大丈夫だ。多分、一、二時間は問題ないからな」

「そ、そうなんですか……」

　そう言われて貯蔵庫に戻る。見たこともないようなものばかり並んでいる。これ、全部食べ物なのだろうか……。

「主食はなんですか？」

「主食？　人族はなんか穀物の粉で作ったものだ。ほら、そこにあるだろう」

「……」

　クロノが言った場所にあったのはカチコチの塊だった。これが……主食。

「あとは肉と……そっちに野菜があるだろう」

　得体のしれない塊と、見たこともない野菜。

「これはなんですか？」

「おお、その粉がよく使う粉だ」

　ようやく親近感がわく材料にたどり着く。穀物の粉なら材料になるはず。

　それから、クロノに色々聞いて、なんとかなりそうな材料を集めて貯蔵庫を出た。

「なにを作るんだ？」

　ワクワクしているクロノには悪いけれど、この材料でなにかできるのかなんて私にもわからない。

「い、色々と勝手が違うので……」

　申し訳なくそう言うと、クロノがあからさまにがっかりしたのがわかった。

「材料がなにかもわからないだろうしな、仕方ないか」

「ええと、ど、努力はします。その、こっちの粉はなんですか？」

「そっちは豆の粉だ」

「豆……」

　ぺろりと舐めてみるとそれはきな粉に似た味だった。ふわりと鼻に抜ける香ばしいような香りと口の中の水分を吸い取ってしまうような舌触り。

「甘みをつけるものはありますか？」

「花の蜜ならあるぞ」

　クロノが差し出した瓶を覗くと蜂蜜のようにドロッとした液体が入っていた。

　これならなにかできそうだ。

「あの、簡単なものでよかったら、作ります」

　そう言って私はきな粉棒を作り始めた。作り方は簡単。粉と蜜を混ぜて、棒状にして、表面に粉をまぶすだけだ。果たしてこんなものを喜ぶだろうかと思うが、私の作業をじっと見ているクロノが『豆の粉に蜜を混ぜるのか』とワクワクしているので、こちらも楽しくなってきた。手のひらでコロコロと転がして丸い棒状にすると程よい大きさに揃えた。

　完成したものはまさに私の知っているきな粉棒と同じ味だった。うん。これは再現率が高い。花の蜜は蜂蜜よりは粘り気はないが甘みに深みがある。この豆の粉の風味も私の知っているきな粉より上品な香りだ。少し味見してからクロノに差し出すと恐る恐ると言った感じでクロノがそれを口に運んだ。

「ど、どうでしょうか……」

　もぐもぐと食べる赤トカゲに聞いても無言だった。そういえばトカゲがこんなものを食べるのだろうか、そもそも根本的に考えが間違っているのではないだろうか。普通にしゃべりかけてくるので、なんだか人間の感覚で会話していた。不安になってきたところでやっとクロノがリアクションをした。

「う、うまーい！」

　どうやら感動して声がでなかったらしく、気に入ったクロノの口の中に瞬く間にきな粉棒が消えていった。

「お口に合ってなによりです」

　それから倍の量を作らされた。リディの分だと皿に取り分けたクロノが、きな粉棒を堪能しているのにホッとして、私は大量の汚れ物と向き合った。凸凹したスポンジはなにもつけていないのに泡が出てくる。どうなっているのだろう。

「すみません、お皿をふく布かなにかはありますか？」

「布？　うーん浴室の方にあったかな……」

　口の端に粉をつけたトカゲを手のひらに乗せて浴室に向かう。

「ひっ……」

　バタン……。

　そこはもう見てはいけない世界だった。信じられない。

「ナ、ナコ……俺もリディも片付けは苦手でな」

　ドアをすぐに閉めて打ちひしがれていた私を見てクロノが言うが、『苦手』などという可愛い散らかりようではない。

　そのとき、外の方からなにかの鳴き声が聞こえてきた。

「あっ、あいつらの餌を忘れていた。ナコ、行くぞ」

　言われてよろよろと立ち上がるとクロノの先導で玄関に向かった。

「わ……」

　屋敷の外に出るとなおさら異世界なのだと思い知らされる。

　青い空に太陽。一見ヨーロッパの田舎の風景に見えないこともないが、よく見ると動植物は見たことのないものばかりである。

「ナコ、こっちだ。そこでエプロンをつけるといい」

　エプロンをつけるとクロノにバケツを持つよう言われた。手がふさがるのを見てクロノは私の肩へと移動してきた。

「ナコはいい匂いがするな」

　首元をクンクンとトカゲが嗅ぐのでちょっとくすぐったい。しばらく歩くと畑が現われ、そばに牛舎のような建物があった。中からけたたましい鳴き声が聞こえている。

「な……なんの声ですか？」

　絶対によからぬものの声だと思う。けれどクロノは平気そうに答えた。

「リディがこれまでに召喚してきた召喚獣だ。俺みたいな精霊やナコみたいな人型は召喚士が一生に出会えるか出会えないかだ。俺もナコも貴重なんだぞ」

「そ、そうなんですか」

「リディほどの召喚士もいないからな。普通はここにいるような生き物を召喚するので精一杯だ」

「生き物……」

「それもこんなに契約できるのはリディだけだ」

「はあ」

　得意げなクロノだが、私にはその価値はさっぱりわからない。召喚されたのならクロノも私もここにいるとされる生き物も、みんな同じように思えてしょうがない。

「さて、奴らはお腹を空かせているからな。餌をやらねばならん。ナコ、そこにある草をバケツに入れてくれ」

「はい」

　山にして積み上げてある草をバケツに入れると、私は牛舎のような建物へと足を踏み入れた。

「きゃああああああああっ」

　そして中を見た瞬間、バケツを放り出して逃げ出した。

　なにあれ！

　なにあれ！

　牛かと思ったら目が四つあったし、その奥にもダチョウのお化けみたいなのがいた。あと、よく見えなかったけれどブンブン飛んでいるのとか、とにかくカオス！

「む、無理！　無理！」

「ナ、ナコ……大丈夫か？」

　牛舎から走って逃げた私をクロノが追いかけてきてくれた。でもとてもあそこに戻れる気がしない。しゃがむ私を心配そうにクロノが見上げた。

「い、いや、だって、こ、怖い……」

　しかも今も激しくギャーギャー、ウォンウォン鳴いている。

「ナコに危害を加えることはないから安心していい。そ、そんなに怖かったか？」

「私にとったら未知の生物ばかりです」

　震えて答えるとクロノが背伸びして私の膝に乗ってきた。

「俺も怖いか？」

「クロノは可愛いから……」

「そうか。初めて会ったときに卒倒してしまったから怖いのかと思った。じゃあ、元の大きさに戻ってナコを守ってやるからな」

　私に確かめるように言ってからクロノが膝から下りた。そうして正面から私に向き合うと一瞬であのときの大きな恐竜が現れた。

「あ、あわわわわっ」

　恐竜が私に向かってそのかぎ爪を見せたとき、私は二回目の気絶をした。





　　　＊　＊　＊






「ん……」

　目を覚ますとまた木目の天井である。しかし今回はトカゲのクロノはいなかった。

「あのさ、クロノが落ち込んでる。ナコのこと気に入ってるから」

「え」

　代わりに私の顔を上からのぞき込んでいたのはリディだった。彼は不満そうに私に詰め寄った。

「小さい姿は平気だったのに、大きい姿はダメなの？　どっちもクロノだよ」

「そ、それは、あの恐竜はクロノだったってことですか？」

「大きい姿のことを言ってるなら、そう」

「そんな……あの恐竜と可愛い赤トカゲが」

「ナコがそうやって怖がるから、小さくなってたんだよ。本来の姿は大きい方だから、ずっと小さい姿でいるのは大変なんだ」

「そうなのですか」

　どうやら本当に両方クロノの姿のようだ。しかも、私が怖がるので小さくなってくれていたらしい。そう思うとなんだか申し訳なくなった。

「森の手前の木の下にいるから迎えに行ってやってよ」

「……はい」

「あと……」

「はい」

「さっきのお菓子、美味しかった……」

　クロノがお皿に取り分けたものを食べたのか、ぼそりとリディがそんなことを言ってくれた。

　ソファから立ち上がって、屋敷の外に出ると窓から見えていた木の下へと急いだ。クロノは隠れているつもりかもしれないが、赤い体がはみでて見えていた。恐竜のようだと思っていたが、改めて見ると物語に登場するようなドラゴンの姿そっくりだ。背は二メートルといったところだろうか、動物園で見たカバを立たせたくらいの大きさはありそうだ。真っ赤な肌は爬虫類のそれで、背中には蝙蝠のような翼がついている。鋭そうなかぎ爪は美しい曲線を描いていた。

「あの、クロノ。ごめんなさい。私、怖がりで……。突然こちらの世界にきて、戸惑いしかなくて、いろんなものが怖くて、不安なんです」

　クロノだと思って見るとドラゴンの姿もなんだか親近感がわいてくる。寂しげに見えるその背中を少し躊躇しながらツンツンと触れた。

「ナコ……。俺、なんかナコに嫌われると思うと悲しいんだ」

　背中を丸めながらクロノが言う。私が怖がったからか、彼はこちらを向こうとはしなかった。その気遣いを思うとなんだかキュンとしてしまった。

「初対面からクロノは私に親切でした。なのに怖がってごめんなさい」

「ナコの世界には精霊はいなかったんだろ。急に大きな俺を見て怖かったんだよな」

「あの、本当に私、ダメなんです。臆病だし、人とうまく付き合えないし、気絶なんて失礼なことをして……。その、私のために小さい姿になってくださったんですよね」

「ずっと小さくなっていることができなくて、申し訳ない」

「え、いや、本来の姿がこちらなら、仕方ないことだから。私も、すぐには無理でも慣れると思うので……」

「嫌いにならないか？」

「嫌いになんてなりません」

「本当に？」

「ええ。本当です」

　そう言うとやっとクロノが私の方を見た。こちらの様子を窺うような仕草に、姿は怖いけれど、私に嫌われたくないなんて可愛いと思ってしまった。

「屋敷に戻りますか？」

　声をかけるとクロノが立ち上がった。まだしょんぼりしている彼に思い切って私は提案をしてみる。

「あの、屋敷に戻るまで、慣れるように手を繋ぎませんか？」

　クロノがじっと私を見ると、恐る恐ると言ったふうにゆっくりと片手を出してきた。その鱗と大きなかぎ爪のついた手は握るのは難しそうだった。うーん、と考えてクロノの一番端の指を掴むことにした。大きなトカゲだと思えば怖くない。

「ナコの手はあったかいな」

　クロノが明後日の方向を見てつぶやいた。見上げるとなんだかちょっと嬉しそうだ。そうして、仲直り（？）した私たちは屋敷に戻り、私の異世界生活がスタートしたのだった。










第二章　作る前にすることはたくさんある









「ナコ、キナコボー、作ってくれ！」

　次の朝、ソファで目覚めると元の体の大きさで過ごすことにしたのか、クロノはドタドタと音を立てながらやってきた。この夢、まだ続くのか……。

「もう朝だぞ？　ナコ、起きてくれ」

　目をこすりながら体を起こすと嬉しそうにクロノが体を揺すっていた。その重さで廊下がギシギシと揺れている。よほど甘味に飢えているのか、きな粉棒を気に入ったようだ。しかし、私はこの不思議な世界を理解するので手一杯である。

「あのね、クロノ、私はまだここにきたばかりでわからないことばかりなんです」

「ナコ、敬語なんて使うな。俺はもっとナコと仲良くなりたいからな」

「……ええと。じゃあ」

「材料はたっぷりあるだろ？　それとも他にもなにか作ってくれるのか？」

「そうはいっても」

　作れ、作れと言われても、材料も道具もどんなものがどれだけ存在するのかさえ知らない。なにか作りたくても、まずなんたるかを知ることが最優先なのだ。

　昨日、クロノと木の下で仲直り（？）してからは、リディが作ってくれたご飯を食べてソファで寝た。クロノは『ナコなら俺の巣で寝てもいいぞ』と言ってくれたけれど、爬虫類系の肌を堪能して寝る趣味はない。

　急かすクロノを横目にリディが貸してくれた服を手に取った。簡単なシャツにズボンである。元々着ていたコートとフード付きのジップアップのパーカーは、暑くて早々に脱いでいたのでネルシャツとロングスカート姿だった。着替えて脱いだものを畳むと丁寧にソファの上に置かせてもらった。

　期待も虚しくこのファンタジーな夢からは覚めていない。リディが掃除をすればどこでも好きに使っていいと言ってくれたのでクロノの隣の部屋を掃除することにする。できればお風呂にもたどり着きたい。

「私の部屋の掃除と……昨日はなんとか作ったけど、キッチンがあんなに汚れていたらなにも作れないよ。とにかく、屋敷全体を掃除しようと思う」

　私がそう言うとクロノがシュンと頭を垂れた。なんだか見慣れてくると可愛いかもしれない。私がエプロンをつけてキッチンで汚れものに向き合うと、クロノは召喚獣たちの餌やりに出かけた。

「ふう、さて、とにかく片付けよう」

　水はポンと蛇口を軽く叩けば面白いように出てくる。スポンジを揉んで泡がモコモコと立つと洗う意欲が湧いて来た。

「なにしてるの？」

　お皿を洗っているとリディが現れた。

「ええと、おはようございます。お皿を洗ってます」

「僕に敬語はいらないよ。そもそも言語は勝手に同時翻訳されているから敬語を使うとややこしいんだ」

「同時翻訳？」

「ナコがいた世界とこっちじゃ言語が違うのは当たり前でしょ？　同時に翻訳できるように設定して召喚してるんだ。言語を持つ知性のある動物は滅多に現れないけどね」

「……そうなんだ」

「お皿洗いか。泡をつけるのは無理だけど、洗い流すのは頼めばいいよ。それに拭かなくてもシルフに頼めば乾かしてくれる」

「頼む？　ええと、シルフっていうのは？」

「ああ。ここでの生活は精霊の力を借りてるんだ。精霊は四種類に分かれていて、水はウンディーネ、風はシルフ、地はノーム、そして、火はサラマンダーの精霊なんだ。目には見えないけれどそこら中にたくさんいるから頼めば力を貸してくれる。ちなみにクロノはサラマンダーの中でも力の強い精霊なんだ」

「力の強い……」

「姿を形成して意思を持つ精霊は特別なんだ」

「特別……」

「それはそうと、洗い流してくれるから頼んでみたら？」

「じゃあ、洗い流してウンディーネ」

　試しにお願いしてみると泡のついたお皿がみるみるうちにすすがれていった。

「す、すごい……」

「シルフ、乾かして」

　感動している私を見て今度はリディがつぶやくと、すすがれたお皿が空中で水気を飛ばされてテーブルの上に収まった。

　そうして瞬く間に洗い物の山は綺麗になった。

「こんなことなら、二人で片付けられたんじゃ……」

　精霊に頼めばこんなに早く片付くのに、どうしてこんなに汚れものがたまったのか。

「クロノはあの手じゃ皿一枚も洗えないよ。それに……使うときに洗えばいいから」

　つまりリディはまったく片付ける気がなかったのだろう。それでもピカピカになっていくキッチンを見るのは楽しいようで、私が戸棚を整頓していくのをじっと見ていた。思っていたより早く片付くと、床にゴミと埃がたくさん落ちているのが気になった。

「掃除機があればいいのに」

「掃除機？」

「床のゴミを吸い取ってくれる機械なの。私のいた世界にはあったから」

「んーっと、なんかいろんなものを吸い込むのが好きなのはいたよ？」

「え？」

「他にナコの世界で使っていたもので欲しいものはある？」

「洗濯機があれば嬉しいけど、洗濯はどうしてるの？」

「洗濯……ためまくってから業者に頼んでる。手伝ってくれるのによさそうなのはいたかな……」

「手伝う？」

「クロノが餌やりに行ったんだよね。満腹だったら危なくないから、行こ」

　微妙な物言いに不安を感じる。まごまごしているとリディが当然のように腕をつかんできた。

「え。ちょっと……」

「ああ……」

　腕を掴まれて戸惑う私をどう思ったのかリディが手を繋いだ。そっちの方がもっと驚いたけれど、リディはなんとも思っていないようだった。ええと、恥ずかしがる方がおかしいってことかな……。この世界では当たり前のスキンシップ？　そう言えばクロノもやたらと距離が近い。きっとリディにとって私は召喚獣なのだろう。ジャラジャラとピアスや指輪をつけまくっている不良のような彼だが、慣れてくると『不思議ちゃん』と評される人のような気がした。赤くなった私を全然気にしていないリディは、手を繋いだままズンズンと歩いて行った。




「ナコ！」

　召喚獣のところへ着くと私に気づいたクロノが目を輝かした。そうして手を繋ぐ私とリディを不思議そうに見ていた。

「リディがどうしてナコと手を繋ぐんだ？」

「……怖がってたから」

　当然のように答えたリディにクロノは一瞬きょとんとして、それ以上はなにも言わなかった。そんな会話より私は召喚獣たちに目が釘づけで、正直もう手を繋ぐとかどうでもよくなっていた。二度目に見る召喚獣たちは満腹なのかギャアギャア騒いでいないので、落ち着いて観察することができた。

　端にいるのは四つ目玉のついた牛のような生き物。……ここは異世界なんだからビジネスライクで見よう。うん。よく見るとおっぱいがついているから、もしかしたら乳が絞れるかもしれない。隣はなんかでっかいダチョウに蛇のしっぽみたいなのがついている。卵産めるかな……。そんな風に眺めているとリディがアリクイ（？）のような生き物のところへ私を連れて行った。

「コレ、掃除機にちょうどいいかも」

　そう言われて眺めると確かに掃除に役立ちそうな風貌だった。でもだからと言ってアリクイ（？）が掃除をしてくれるとは思えない。

「あの、どうやって？」

　掃除機のようにボタンを押せば吸い込むのとはわけが違う。

「埃とか、要するに小さなゴミを吸い取ればいいんでしょう？」

「うん」

「屋敷に連れて行くよ。で、洗濯は……ええと、ちょっと考える。扱いやすいのはあっちのヤツだけど」

「あっちのヤツ？」

「まずはこっちからやってみる」

　不思議なことを言いだしたリディがアリクイ（？）を抱きかかえた。あっちのヤツとは手がいっぱいついているタコみたいな生き物だろうか。大きさは私の握りこぶしくらい。色はピンクでコロコロしていて可愛いけれど、うじゃうじゃいる。うわぁ……。

「ほら」

　リディが空いている手を出してくると、それを遮るようにクロノの大きな手もにゅっと出てきた。

「俺も屋敷に戻る」

「そう」

　差し出された二人の手をどうしろというのだろうか。少し眺めてみたがどちらも手を引っ込めようとはしなかったので、私はリディの手とクロノの端っこの指を掴んで三人で屋敷に戻った。




「な、なにするの！」

　屋敷に戻るとソファが置いてある応接室の床にアリクイ（？）を下ろし、リディがおもむろに穀物の粒を掴んで部屋中に巻いた。

　せっかくなんとか部屋を片付けたのにひどい！　訴えるようにクロノの指を掴んで見上げても私の頭を爪でちょんちょんしてくるだけだった。違う、違うよ、クロノ、せっかくここまで綺麗に片付けた部屋をリディが汚すんだよ！　思っていても声に出せない私が青ざめて見ているとアリクイ（？）がゆっくりと動いた。

　ウイィ～ン。

「えっ？」

　聞きなれた音がしたと思って見るとアリクイ（？）が穀物の粒と一緒に小さなゴミを吸い上げ始めた。体の横のエラみたいなところから排出された空気が出ている。掃除機、まさに掃除機である。

「思ったよりも吸引力あるね」

　みるみる床が綺麗になって、あっという間にピカピカになった。

「わあ……でも、ゴミなんて食べちゃって大丈夫なのかな」

「消化されないものは後で吐きだすから大丈夫でしょ。これで床の問題はなくなったね。じゃあ、この子は今日から屋敷に住まわそう。寝床を用意しないと。トイレは自分で外に行くだろうからどこかドアを開けておかないとダメかな」

「あ、それなら、小さなドアをつけたらどうかな」

　私がリディに説明すると目を輝かした彼はさっそく一つの引き戸に猫用ドアの改良版みたいなものを作った。

「屋敷で住むなら、名前をつけてやったらどうだ？」

　そうしてクロノがそんな提案をした。

「じゃあ、ソウジキ？」

「ちょっと、そのまますぎだよ」

　リディが投げやりに言うので思わず突っ込んでしまった。

「じゃあ、ナコがつけてよ」

「ええと…じゃあ、ジッキー」

「おお、いいじゃないか。ナコは天才だな！」

　リディがつけた名前と変わらないけれど、でもジッキーの方が可愛いはず。なんでも褒めてくれるクロノが後押ししてくれて名前が決まった。

　そのまま部屋にジッキーの寝床を作り、毎日床に穀物を撒くという奇妙な掃除をすることになった。

「ゴミを吸い取って綺麗にするなんて考え、ナコは賢者のようだ」

「あの、クロノは褒め過ぎだと思う……」

　その日はあちこちを綺麗に吸い取ってもらい、屋敷を掃除した。




「朝か……」

　そうしてようやくベッドで寝ることができた。翌朝目が覚めたが、期待してもやはり異世界のままだった。もう一度目をギュッとつむって意を決して開けると、ゆっくりとベッドから立ち上がった。早めに着替えておかないと、クロノが呼びにきてしまう。

　なぜか私を気に入ったクロノはこちらの世界にきた日から私にべったりである。いろいろ世話を焼いてくれるので助かっているから文句はないのだけれど。

　リディが貸してくれたシャツにズボンを履くと髪の毛を結んだ。窓についている黄ばんだカーテンを見て今日は洗濯に励むことを胸に誓った。

「ナコ～、起きているか？　ナコ～」

　クロノの呼ぶ声がしてドアを開けると艶々した赤い鱗の立派なドラゴンがドアの前で待っていた。

「おはよう、クロノ」

「ナコ、朝食を作ってくれ」

　差し出されたクロノの手の端の指を掴んでキッチンに向かう。昨日は掃除を頑張ったので少し眠くてあくびをしてしまった。

「さて、クレープを焼こう」

　リディに聞くと普段はクレープを焼いて食べているようだ。以前クロノはカチコチのパンだと言っていたけど、そちらは保存用の食べ物らしい。クロノは元々人族の食べ物は食べていなかったので詳しくない。私がここにきてから食事を共にするようになったと聞いた。彼にとって私たちの食事は娯楽のようなもので、主にリディに召喚してもらったものをコソコソ食べている。屋敷の裏に私の顔くらいある貝の殻がたくさん転がっていたのでアレがそうなのだろう……。

　フライパンや鍋などの調理道具は同じような使い勝手で、特に日本と変わったものはなかった。欲しいのはピーラーくらいで包丁も使い方は同じである。

「火はお手のものだからな」

　フライパンをコンロに置くとクロノが火をつけてくれる。火加減も調節してくれる優れた助手だ。お菓子を作るのに必要なオーブンは屋敷にないので窯を作らないといけないらしい。リディは作ればいいと言ってくれたが、大掛かりになるだろうし、この世界の事情がわからないと、どういったものがいいのかもわからない。そちらはちゃんとリサーチしてから考えるつもりだ。

「ナコが切った果物は旨いな」

　褒め過ぎるのが日課のようになってしまったクロノが果物を隣で頬張る。果物や野菜、穀物の種類は豊富で、庭に育っているもので食べられるものもたくさんあるようだ。向かいではリディが黙って同じものを食べていた。朝食はクレープに果物。昼食はスープに挑戦するつもりだ。リディが教えてくれたレシピでクレープを焼いたのに『ナコの方が旨い』とクロノが連呼していた。

「洗濯は業者に頼んでいたんだけど、ほんとにここでするの？」

　掃除より洗濯に消極的なリディがそう言った。

「業者ってどのくらいの頻度で頼んでるの？」

「ええと……季節の変わり目？」

「その……それって下着とかは……どうしてるの？」

「たくさん買えばいいし。……あ、ナコの服が必要だね」

「そうだ、新品とはいえリディの服を着せてかわいそうだ。ナコに服を買ってやれ！　可愛いのをいっぱいだぞ！」

「わかった、わかったよ」

　確かにリディがくれた服は新品だったけれどサイズはぶかぶかだし、下着も短パンである。しかもブラは今着けているものしかないので切実に洗いたい。

「と、とにかく洗濯するので、水場と干す場所、洗濯粉か石鹸があればいいんだけど」

「水場はお風呂場でいいよね。浴槽があるし。石鹸はスポンジ入れればいいんじゃない？」

「リディ、作業は他の奴にやらせてくれよ。あいつらだって暇で飽き飽きしているんだから」

「洗濯にむいてる召喚獣……ナコの世界では洗濯ってどうやるの？」

「ええと、洗濯機に洗濯物を入れて、水と洗剤でしょ……で、水を回して汚れを落とす、かなぁ」

「水を回す？　水流で洗うってこと？　斬新な考えだね。じゃあ、川の近くでウンディーネとシルフに頼めばいいよね。あとは？」

「洗剤で洗ってから、すすいで、水を絞って、干す」

「絞る……そんなことしたら布が破れちゃうかも。加減を教えるのは大変そうだ」

「ざるみたいなものに入れてからシルフに水を飛ばしてもらえないかな？」

「さすがにお皿と違ってそこまで濡れて重いものは無理だろうな」

「洗濯業者にどうやってるか聞けばいいんじゃないか？」

　そこでクロノがもっともなことをリディに言ったが、

「聞くくらいなら業者に頼んだ方が早いじゃないか」

　とリディも言い返した。

　クロノが彼のことを大金持ちだと言うから、お手伝いさんはいないのかと聞いたら、『ここは僕と契約したものしか置かない』とはっきり言っていた。どうやらリディは屋敷に召喚したもの以外は置かないようだ。

　とりあえずやってみようと、動くのが大好きだというピンクのタコみたいな召喚獣（数えたら十五匹いた）と屋敷のすぐ裏に流れている川べりにきた。たくさんの洗濯物を入れてきたタライを一旦空にして、水を入れてスポンジをポイと投げ入れる。シルフに頼むと水流ができて水の渦巻きが生まれた。

「ええと、時々水の流れを逆にして欲しいの」

　私が頼むと水の流れが変わる。うんうん、洗濯機っぽいぞ。

「へええ、おもしろい。本当に水流で洗えそうだね」

「ナコは発想の天才だからな」

　リディが感心すると隣で私のかわりにクロノがえっへんと誇らしそうにしていた。私が洗濯物を色別に分けていると、それを見ていたピンクのタコ（？）たちが面白そうに寄ってきた。

「色分けを手伝ってくれるの？」

　一匹のタコが洗濯物を色分けしだすと、みんながそれに倣って動き出した。あっという間に洗濯物が分けられる。

「さあ、ご褒美だ」

　一旦作業が終わったところでリディがタコたちになにかキラキラするものをあげている。

「それはなに？」

「こいつらは朝食べた果物の種が大好物なんだ。こうやってご褒美をあげたら、次からは勝手にやってくれる」

　そういえば果物を剥いたときに、リディが種は別にして取っておいてと言っていたのを思い出した。

「もういいかな。じゃあ、汚れたお水を捨てて、すすごう」

　水が入れ替わって今度はスポンジを抜いて同じようにすすぎが始まる。それを三回ほど繰り返すと水が綺麗になった。さて、ここからどうやって水を絞ろうか。そう考えていると洗濯を干そうと思っていた広場の方にブランコのような椅子があるのが見えた。

「あれは？」

「あー……前にクロノが日向ぼっこするって言うから作った椅子だな」

「お、ナコ、二人であそこで日向ぼっこするか？」

　ブランコに見えたのは上部が吊られているからで、椅子は卵の殻を斜めにカットして中を空にしたような形である。植物のツタで編まれているので透けて見えるが、囲ったような形で中にクッションが敷かれていた。クロノが座れるのだから丈夫に違いない。

「ここに洗った洗濯物を入れて、ぐるぐる揺らしたら脱水できないかな？」

「ん？」

「クロノ、これ、使ってもいい？」

「えっと、二人で日向ぼっこも楽しいと思うぞ」

「ダメだよね……」

「だ、ダメじゃない！　使ってくれ！」

「ありがとう！　クロノ！」

　優しいクロノは椅子の使用にすぐに許可を出し、こちらに移動させてくれた。上部を吊り上げて揺れる椅子からクッションを外して、洗い終わった第一弾を入れる。要は遠心力で水を飛ばせばいい。椅子は包み込むような卵型なので中の洗濯物は飛び出さないはずだ。より大きく揺れるように、リディに相談して吊り上げていた綱を長くしてもらう。そうしてシルフに頼んで円を描くように揺らしてもらった。

「ギッ！」

　するとそれを見ていたタコたちが面白そうに鳴き声を上げて椅子の上部に乗りだした。ロープに下がった丸い椅子がくるくる回るのが楽しいようで、場所を奪うように楽しんでいる。その後はシルフに頼まなくともタコたちが綱を揺らした。まるで公園の遊具を取り合う子供みたい。

　数分経って中を確認するといい具合に洗濯物は脱水されていた。

「すごい。これなら遊び好きのこの召喚獣が飽きないでやってくれる」

　感心するリディを横目に一連の作業をひととおり終えると、次々とタコたちが洗濯を最初から同じように繰り返した。持って来た洗濯物はすぐに空になって、屋敷から追加の洗濯物を持ってきたくらいだった。

「では干そう」

　大量の洗濯物は屋敷から張られたロープに広げられて干されていく。タコたちは働き者であっという間に屋敷中の洗濯物が干されてしまった。

「ナコ、こいつらにも名前を付けてやるといい」

「うん……じゃあ、オクトにする」

　クロノに言われて名前を付けた。しかし、個体識別は無理そうなのでまとめてみんな同じ名前にした。

「業者に頼むよりいい匂いがする」

　乾いた洗濯物も畳み方を教えるとオクトたちが畳んでくれた。お日様の匂いになったシーツを抱えてリディも嬉しそうにそう言った。








第三章　異世界初めてのお出かけ









　カレンダーのようなものがないので確かなことはわからないけれど、ここに来て三カ月くらいが経った。

　屋敷での生活にも慣れてきて、この世界の食事情がようやく見えてきた。

　とりあえず今はホットケーキを作ることに奮闘中である。

　この国ではクレープ生地に具材をのせて食べるのが主流のようだが、それも貴族やお金持ちの食べ物らしい。庶民は私の知る『パン』を主食としているが、発酵させる技術がないようでカチコチだ（初めて貯蔵庫でみたアレである）。町では共同の窯を交代で使用するためにパンは主に保存を目的に作られる。酵母があれば膨らむのだろうけれど、生憎私も酵母の作り方はわからない。実家の母が天然酵母のパン作りにはまっていたときはリンゴの皮を瓶に入れて発酵させていた。果物は片っ端からジャムにしたので、残った皮を煮沸した瓶に入れて様子を見ることにした。数種類作ってみたので発酵してくれるものがあるといいけれど。こんなことなら作り方を覚えていたらよかった。他の国では膨らむパンもあるとリディが言うのでその辺は調べてみるしかない。

　穀物は豊富でたくさんの種類がある。もちろん私の知っている小麦というわけにはいかないので、どの粉がなにに適しているかは試してみないといけないだろう。

　そして、手に入れづらいのは甘味料である。今使っているのは花の蜜を集めた蜂蜜に近いもので高級品である。そんなものをきな粉棒に大量に使ってしまった。こちらもサトウキビのような手軽なものがないか探すことにした。

　あと、手に入れたいのは卵、なのだがこれがまた大変である。ひとつやふたつくらいならクロノが森で取ってきてくれるが、大量生産が当たり前だった日本に住んでいた私にとって手軽だったものが、本来手に入れにくいものだと改めて実感した。

「はあ、前途多難……」

　そもそも食事情がこんなことでは、お菓子は高級品で贅沢品なのだ。

　クロノはリディがとんでもないお金持ちだから気にするなというけれど、それでもアレコレ頼むのは気が引けた。

「ため息なんてついてどうした？」

「お菓子を作りたいのに、材料をそろえるのがこんなに大変だとは思っていなくて」

　クロノは私が言うことをなんでも叶えようとしてくれる。甘いものが好きなようで、私にお菓子を作って欲しいのだろうけれど、それにしてもいささかやり過ぎなところがある。

「ナコが作るものはなんでも旨いから、ゆっくりでいいんだぞ？　それに他のこともずいぶん頑張ってくれているからな。屋敷が見違えるくらいに綺麗になったのはナコのお陰だ。それで、あの、同じ部屋にしてくれることは考えてくれたか？」

「あ、うーん……」

「俺はナコの邪魔はしないし、巣に入ってくれたら嬉しい」

　あれから屋敷中を大掃除した。途方もなく思っていた作業だったけれど、意外な助っ人がたくさんいて、一気に綺麗になった。助っ人というのはジッキーをはじめとした様々なリディの召喚獣たちで、覚えも早くなかなか頼もしい仲間なのだ。浴槽を磨くのが大好きになったやわらかい巨大ウニ（色はブルー）はオフロスキーと名付けてお風呂掃除を任せている。オクトたちは毎日洗濯物がないかと屋敷中徘徊するようになってしまったくらいだ。

　そうして各部屋も綺麗になったのだが、最近やたらとクロノが私を自分の部屋に誘うようになった。

「一人きりの時間も欲しくて……」

「静かにしてる。ナコが側にいてくれるだけでいいんだ」

「どうして、そんな……」

「ナコはいい匂いがするし、美味しいお菓子を作るし、大好きなんだ」

　クロノのストレートな物言いに面食らってしまう。しかもお菓子って、きな粉棒と失敗し続けているホットケーキしか作れていない。初めはいろんな粉でクッキーを作ろうかと思ったけれど、オーブンがないのでフライパンではどうもうまくいかなかった。

　身の周りにいるとされる精霊は目には見えない。他の特別な精霊がどうかは知らないが、クロノは面倒見がよかった。私もクロノに頼りきりの自覚がある。リディは基本一人が好きでおしゃべりもあまりしない。必要最低限の話しかしないので普段はほとんどクロノと二人で過ごしていた。

　私のことを気に入ってくれるのは嬉しいが、正直寝るときは自分のベッドで寝たい。クロノは体が大きいので、部屋も特別広く作られているがやっぱり狭く感じる。爬虫類系なのでモフれるわけでもないのに、一緒に巣で寝たいと言われて困惑中である。

「私もクロノが大好きだけど、やっぱり自分の部屋で休みたい」

『大好き』の言葉で嬉しそうにして、部屋に行かないと遠回しに言うと落胆している。そんなクロノが可愛く感じてしまう。なんというか体全体で私のことを好きだと表現してくるのだ。ドラゴンなのに、実家で飼っていた犬のようだ。

　今日もまた、キッチンでクロノと揃いのエプロンをつけてホットケーキに挑戦する。いろんな粉を吟味した上に試行錯誤して、今回で焼くのは五回目だ。

　ベーキングパウダーがないのでクロノが森で取ってきた卵を大事に使う。卵白を泡立ててフワフワした生地を作るのだ。手のひらくらいの大きな卵はクロノが割ってくれる。鳥のような生き物の卵らしいが、なんだか申し訳ない気もする。なんとか屋敷で調達できないかとリディに聞くと、召喚獣の中にいたダチョウのような鳥は毒を持っているらしく、卵は産んでも使えないと言われた。どのみち、もともとオスらしい。

　泡立て器はリディが作ってくれた。物作りが好きなようでいろいろな道具について説明すると面白そうに聞いてくれて、大抵は器用な彼が作ってくれるのだ。

「じゃあ、焼くね」

　粘り気の少ない粉を泡立てた卵に合わせると、今までで一番泡がきめ細かくふわりとした生地になった。頼めばすぐにクロノが火を起こしてくれて、フライパンを温めてくれた。

　ジュワアア……。

　温めたフライパンをぬれ布巾の上に置いて温度を均一にする。綺麗なきつね色にするコツである。そこにラードを引いて生地を流し込んだ。もう少し粉は粒子が細かいものを手に入れたいのが本音だが、今度リディが街まで買い物に連れて行ってくれる約束をしている。

「どうだ？　ナコの納得いく感じか？」

　試行錯誤でここまでたどり着いた。横から覗くクロノは形なんてどうでもいい、とか甘いから美味しい、とか失敗作を食べてくれていた。しかしそれでも私が配合や焼き方にこだわるのを知ると、黙ってサポートしてくれるようになった。

　本当はバニラの香りが欲しい……。

　少し粉の香りがきついのだ。パンならいい感じになると思うのだけど。

　フライ返しで生地をすくうと綺麗なきつね色になっていた。うん、今までで一番の出来である。

「おお。なんて綺麗なんだ」

　いちいち嬉しそうに意見してくるクロノに励まされながら裏面も焼いて、第一号をお皿の上にのせた。粉の香りは強いが美味しそうである。花の蜜をかけてクロノに渡すと感動したクロノがじっとそれを見つめた。

「今までで一番の出来だよ。さあ、召し上がれ」

「い、いいのか？」

　ポン、と嬉しそうなクロノが小さなトカゲに変わった。エプロンの下になったクロノを助けるように布を引き上げると慌てて外に出てきた。

「どうして小さくなったの？」

　不思議になって聞くとクロノがお皿の前で私を見上げた。

「こうしたらナコが作った美味しいお菓子がたくさん堪能できるだろ」

　得意顔でチビクロノがホットケーキにかじりつく。

　な、なんて可愛いことをするのだろう！

「おお！　旨いぞ！　こんなフワフワなものを食べたことがない！　口の中でとろけたぞ」

　可愛い赤トカゲが大喜びでホットケーキを頬張る姿をニヤニヤして見てしまう。そのまま、フライパンに種を流して次のホットケーキを焼いた。そうして二枚目が焼ける頃にのそりとリディが現れた。

「おいしそうな匂いがする」

「はい、これはリディの分」

　お皿に乗せて花の蜜をかけるとリディにそれを渡した。渡された皿を目の高さに上げて観察しながら、彼はそのままテーブルに座った。

「なにこれ、めっちゃ美味しい……」

　リディの舌にも合格だったようで嬉しい。クロノのように大げさではないが、リディも私が作るものをいつも褒めてくれる。

　今回はヨーグルトに似たものを生地に足してみたのがよかったようで、フワフワのホットケーキに仕上がった。

「バニラがあったらな……」

　これであの香りがつけば最高に美味しいのに。そう思って漏れた言葉を聞き取ったのはリディだった。

「今日はこれから街に行こう。材料もだけど、ナコの服も買わないと」

「買ってくれるの？　でも、服は前にたくさんもらったよ」

「あれは適当に見繕ってもらったものだし、あんまり着てないでしょ」

　とにかくリディは屋敷から出るのが嫌なようで、月に一度くる行商の人に私の服を頼んだ。しかし、これがなんというかエプロンみたいな服で、サイズが分からないので結んで着る服を用意してきたと行商の人が言っていた。その下に前にもらったシャツを着ていたのだけれど、結局は動きにくいのでズボンを履いていた。

「面倒がらずにちゃんとした服を買ってやれ。ナコが着ればなんだって可愛いが、ナコが喜んで着なければ意味がないんだぞ」

「僕だって、ナコに服を買ってあげたいと思ってたけどさ、それには対策も必要でしょ。ナコは黒持ちなんだよ」

「ああ、そうか」

　二人の会話に聞きなれない言葉が出てきた。

「黒持ち？」

「黒い色を持った人族は精霊に好かれやすいからな。初めは気づかなかったけど、ナコ、髪の毛の色を変えていただろう？　生え際が真っ黒で気づいたけど、元は黒なんじゃないか？」

「普通に、黒だけど」

　染めていた髪が伸びて根元の方から黒髪が出てきていたのをみっともないと思っていた。でもまさか色に意味があるなんて。

「黒は精霊に好かれる色なんだ。すべてを包み込む色だから。僕も黒髪だからナコは分からないかもしれないけど、ここでは黒髪は珍しいんだ。だからこのままナコが街に出たらきっと大騒ぎだよ」

「そんなに珍しいんだ」

「髪と瞳の色を変えれば大丈夫。やっと薬が手に入ったから」

　なんと、リディが出不精なだけだと思っていたのに私のために準備をしてくれていたのだ。けれど、私が黒髪で精霊に好かれるのだとしたら。

「だからクロノは私に親切なの？」

「それもあるかもしれないけど、クロノは……」

　リディの声にかぶせるようにクロノが発言した。

「ナコは、俺のためにリディが召喚した特別だぞ！　召喚するときに条件を付けるんだが、俺のリクエストは『とびきり甘くて美味しいデザート』だったんだ」

「た、食べる気満々だったよね……」

「召喚は条件を提示するんだ。で、お互い一致したものだけが召喚できる。だから応じて召喚されるものもあれば、されないものもある。契約できるかできないかは召喚士の腕によるけど、召喚自体は博打みたいなものだよ。召喚されるかも、されても、なにがくるかなんてわからない」

　ええと、ネット検索みたいなことをして条件を絞って、あとは『ガチャ』みたいなものってことかな……。一生懸命理解しようとしていたらリディが一息ついてから話を続けた。

「召喚は生きたものしかできないんだ。『デザート』って条件は意味がないから、僕は『クロノがとびきり甘く感じるもの』と……罪悪感が少ないように『死に際、もしくは死ぬ予定のもの』としたんだよ」

　確かに食べるとしたら『死ぬ予定のもの』の方がいい。ん？

「クロノは私を甘く感じるの？」

　なにか、違うような。そう思って自分の手を見ていると、ズイっとクロノが近づいてきた。

「ずっと試したいことがあるんだが」

「試したいこと？」

「ナコの指、舐めさせてくれないか？」

「へっ……!?　ま、まさか、やっぱり食べる気になったとか」

「い、いやっ！　そうじゃない！　ナコが手に触れたものは普段より数倍旨いんだ。舐めるだけで、絶対に食べたりしない、しないから！」

「え、えええっ……」

　いきなりそんなことを言われて困惑する。助けを求めるようにリディを見ると、

「僕もちょっと興味ある」

　背中から撃たれてしまった。そうして二人の視線に耐えられずにクロノの口元に指を差し出した。

　べろり、ベロ、ベロ……ベロ、ベロ……。

「ちょ、ちょっと、ストップ！　なが、ながいっ！」

　少しだけと思ったら、めちゃ丹念に舐められた！　生暖かい舌がなんというか微妙な感触である。手を引っ込めるとクロノがちょっと残念そうな顔をした。

「どうだった？　クロノ」

「……これは極上の甘さだ」

「えええっ」

「じゃあ、僕も。クロノが舐めたところは嫌だから反対の手貸して」

「ひえええっ」

　強引に手を取ってリディがぺろりと指を舐める。あまりのことに私は絶句してしまった。

「ほんとだ。ナコって甘いんだ。……美味しい」

　固まる私を前に二人は同意するように頷き合った。また二人が私の手を取ろうとしたのに気づいて、両手を後ろに隠した。ざ、残念そうな顔をしないで！

「そ、その、気が変わったから食べる、なんて言わないよね？」

　恐る恐る言うと、二人は顔を見合わせて『そんなことしない』と笑った。……ホッ。




「ずるい……ずるいぞ。小さくなってナコのポケットに入るからいいじゃないか」

「小さくなったって、クロノの姿が見つかったら買い物どころじゃなくなるよ。我慢して」

　色を変える薬をもらって、三時間ほど自分の体毛が全て赤くなるという体験をした。赤、青、緑、黄色から選んでいいと言われたがクロノが絶対赤がいいと言うので赤にした。

　赤い髪と瞳になった私をクロノが『お揃いだ！』と興奮して大喜びした。しかし、このまま三人で街に行くと思えば、リディがクロノはお留守番だと言い出したのだ。

「あのね、僕と一緒にいる赤い生き物なんて上級精霊を連れて歩いているって言っているようなものでしょ？　自覚してよ、クロノ。服が買えなくて困るのはナコだよ？」

「でも、俺だって、ナコと買い物したい！　ナコの服を選びたい！」

　二人の言い争いを眺めていたが、はっと気づいてしまった。

「あの、三時間しかこの薬、効かないんだよね？」

　私の言葉に押し黙った二人は顔を見合わせて深くため息をついた。

「今回だけは我慢する……ナコ、帰ってきたら一番に俺に買った服を見せてくれよ」

「うん。あの、あのね、リディと行くと目立つなら、今日行き方を私が覚えてくるから次は二人で行こう。それに時間があったら、お菓子の材料も探すから」

「うう、ナコは優しい」

「……早く、行くよ」

　しょぼくれたクロノに後ろ髪をひかれながらリディと街を目指した。

「今までは行商に屋敷まできてもらって済んでいたから……街で買うって発想がなくて、ごめん」

　屋敷から二人で歩いているとリディが私に謝った。

「私、お金も持っていないし、リディやクロノに頼りっきりだよ。感謝してるの。リディが謝ることなんてないよ」

「……うん」

　そう言うとリディは私に手を差し伸べてきた。

「ここからは街までワープするから」

　どうやら森を出たところで街までワープできる場所があるらしい。さすが異世界。

　そうして見えてきた簡単なアーチの門をリディと手を繋いでくぐった。




　グン、と体が引っ張られる感じがして気が付くとそこは街の入り口だった。

「すごい……」

　街には人族がたくさんいた。私が異世界で初めて見るリディ以外の人族は様々な髪の色をしていた。

「とにかく、服を買おう」

　リディに手を引かれて街の中を移動する。その街並みはどこかゲームの中のようでヨーロッパのような建物が並んでいた。

「青、緑、赤、黄色……」

　しかし、髪の色がカラフルである。

「髪の色で自分にあった精霊の系統がわかるようになってるからね」

「え、系統？」

「だからクロノが赤にして欲しかったんじゃない」

「お揃いがいいだけなのかと思ってた」

「まあ、大半はそうだろうけど」

「もしかして、だから黒って……」

「そう、全部の色が入っている色だからね。精霊がナコにたくさん手助けするのもそのため」

「たくさん？」

「普通の人族ならウンディーネだって、シルフだってあんなに張り切って手を貸さないんだ。庭の植物がよく育って収穫が早いのもノームがナコに好かれたくてやっていることだから」

「じゃあ、リディも？」

「そう、僕も」

「あ……」

　そのとき、向こうに市場が見えた。料理道具や食材が所狭しと置かれている。

「ナコ、今日はとにかく服を買おうね。クロノと約束してるから」

「う、うん……」

「早く終わったら少しなら覗けるよ」

「そ、そうする！」

　リディに手を引かれて服を置いているお店に入った。好みの服が無ければ作ればいいとリディは言ってくれたけれど、正直おしゃれして出かける用事もないので、着やすければいい。

　シンプルなドレスを三枚選んでリディにお願いする。それよりもちゃんとした下着が手に入ることが嬉しかった。

「あと同じサイズで、これと、これと、んーこれも」

　お会計のときにリディが急にドレスを増やした。花柄やレースのついた高級そうなドレスだ。

「リディ、そんなにいらないよ？　きっと屋敷の中では最初にもらった服を着るだろうし」

　もったいないと小声でリディに言うと、

「あのさ、可愛いのを買ってクロノを喜ばせてあげてよ。お留守番で我慢してるんだから」

　と言い返されてしまった。クロノは可愛いものが好きなのだろうか。食べ物のほうがよっぽど喜びそうだけれど。

　そうして、お会計を済ませるリディをそわそわした気持ちで待って、早速市場の方に移動した。荷物は先に森の入り口までワープで送ってくれるらしい。

「ナコ、そんなに急がなくても」

「でも、時間がなくなっちゃう」

　今欲しいものはバターの代わりになるもの、香りづけのバニラ。これがあれば最強だ。

　この世界の食材も見てみたい！

「普段はオドオドしてて、流されやすいのに、お菓子のことになるとなんていうか」

「リディ、私、お金の価値がわからないんだけど」

「いいよ、気に入ったのは片っ端から買って。僕大金持ちだから気にしないで」

「うん、ありがとう！」

　まずはナッツのお店に行って、端から袋に入れてもらって買っていく。ついでのように置かれていたスパイスの棚にはバニラに似たものはなかったけれど、シナモンに近いものを見つけてテンションが上がった。ショウガに近いものも買えた。

　やっぱり油は動物性のラードのようなものが主流だが、植物性のショートニングの代わりも見つかった。こちらは無味無臭なのでお菓子に使いやすい。意外なことに乳製品が発達していて、牛のものではないけれどミルク、バター、クリームが手に入った。

　これは、プリンが作れるかもしれない！

「ナコ、悪いけどもう時間だよ」

　大興奮でたくさん買ってもらった私に、リディがすまなさそうに声をかけた。

「ご、ごめん。いっぱい買ってしまって……あのね、本当にありがとう、リディ」

　荷物持ちもしてくれていたリディの腕にはいっぱいの紙袋があった。でもとっても嬉しい。

「もっと自分のものを買ってくれてよかったのに。ナコが作ったものは僕たちが食べるんだから……」

　お礼を言うと大袋で顔が見えなかったけれど、リディのそんな声がボソッと聞こえた。




「ナコ！　大丈夫だったか!?　服はたくさん買ってもらったのか!?」

　森の入り口に着くとなんとクロノが待ち構えていた。後ろには運搬の手伝いに呼んだのか四つ目の牛（ウッシーと呼んでいる）も鼻息を荒くしながら待っていた。

「なんだ、これだけか!?　リディ！」

「落ち着いてよ、クロノ。すぐ着れるものは持って帰ったけど、他はナコのサイズにして届けてもらうから」

「えっ」

　あんなにたくさん買ったのに他にも頼んでいたの!?　驚いている私にバツが悪そうに目を逸らしたリディは、照れているのか顔が真っ赤だった。

「さあ、荷物はウッシーに持たせるからな」

「うん。ただいま、クロノ」

「おかえり、ナコ」

「帰ろう」

　荷物を全部ウッシーに積むと、鼻息を荒くしたウッシーは全速力で先に屋敷に帰ってしまった。呆気に取られていると片手をリディに繋がれて、もう片方はクロノの指にツンツンされていた。クロノの端っこの指をきゅっと握って、三人で屋敷に歩いて戻った。








第四章　プリンは世界最強。だからこそ欲しい材料









　ミルクが手に入って、プリンを作らないという手があるだろうか。いや、ない。

「ナコ、なにを作るんだ？」

「クロノが頑張って取ってきた卵で、プリンを作るんだよ」

「ぷりん……」

　早速屋敷に帰って、私はキッチンに直行した。さあプリンに挑戦だ。蒸し器はないけれどフライパンで蒸せばなんとかなるだろう。先にカラメルソースを作る。花の蜜をクツクツ煮立てて、タイミングを計るためにじっと観察する。

「ナコ、蜜が沸騰しているぞ」

「うん。焦がして茶色にするからね」

「こ、焦がすのか？」

「うん」

　クロノは心配顔だ。お砂糖ではないので焦がし加減も見極めが難しい。周りが少し茶色になったときにハラハラしたクロノが私をじっと見つめていた。うん。でもまだまだ。私の真剣な顔にクロノは火加減をそのまま維持してくれた。

「よし、クロノ、火から下ろすね」

　コンロから鍋を下ろすと同時にお湯を差しいれた。ジャワーっと音がして、焦がした蜜が沸騰しながら水に溶ける。落ち着いたところで鍋を揺すると琥珀色の美しいカラメルソースが出来上がった。これは、上手くいった予感。

「あ、あ、危なくなかったのか、ナコ」

　蜜が沸騰した鍋の中にお湯を入れたので派手に音がして驚いたのだろう。確かに気を付けないと危ない作業だが、大丈夫だ。

「うん。クロノのお陰でうまくできたよ」

　そのままカラメルソースを冷まして、プリン液に取り掛かる。クロノに卵を割ってもらい、泡立てないように卵を混ぜるとそこにミルクと花の蜜を加えた。

　今のところ材料はすべて計量カップで測り入れている。リディにもらったノートに使った量を記入していく。これがここでの私のレシピノートだ。

　ガラスの丸い深皿があったのでそこにカラメルソースを流して、網で漉したプリン液をゆっくりと流し入れた。フライパンでお湯をわかして、沸騰したら沈めた布巾の上にそっと深皿を置く。蓋を閉めるとクロノに弱火にしてもらって、あとは待つだけである。上手くできますように。

　それから砂時計（これはリディがプレゼントしてくれた）をひっくり返しておよそ十分から十五分蒸した。

　いよいよできたかと蓋を開けると表面をそっと指で押す。アルミホイルなんてもちろんないのでかぶせられるものもなく、蒸した表面は少し硬い感じもした。けれど、おおむね私の想像通りの仕上がりになっている。これは……期待してもいい。

「ナ、ナコ、これで完成なのか？」

「うん。冷めたらひっくり返すからね」

「ひ、ひっくり返す……」

「うん。楽しみにしてて」

　それから後片付けをして、プリンが冷めるのを待った。貯蔵庫は時間を止めてくれるけれど冷蔵庫ではないので冷やすことができない。これもちょっとこの先の課題になりそうだ。そんな風に考えていると、早く食べたいクロノが少しでも早く冷めるようにシルフに風を送るように頼んでいるのが可愛かった。

「さあ、ひっくり返そうか」

　できたプリンと皿の間に空気を入れて大皿をそっとひっくり返した。少し振動を与えるとプリンはゆっくりと下に落ちた。

「わあ……」

　深皿から落ちたプリンは見事に形よく乗っている。カラメルソースがいい具合に表面に残って理想通りのプリンがそこにできていた。

「ナ、ナコ、このお菓子は揺れているぞ」

「うん。クロノ、早速リディを呼んで食べてみよう」

「リディ！　リディー‼」

　ドタドタとクロノが呼んで、リディが慌ててやってきた。

「なにか、できたの？」

「うん、プリン！　さあ、食べて、食べて！」

　小皿に取り分けてプリンをのせると二人はお行儀よくテーブルで待っていた。クロノはまたお菓子を堪能するべく小さい体になっていた。

　見た目は完璧だけれど、味はどうだろう……。銀色のスプーンでそれをすくって口の中に入れた。とろとろとした感触がほろ苦いカラメルソースと共に口の中でとろけた。

「こ、これは成功！」

「う、旨ーい！」

「お、美味しい！」

　リディとクロノがお代わりをして、プリンはすぐになくなってしまった。

「ナコ、とても旨かった。また作ってくれ、すぐにでも！」

「これは素晴らしいお菓子だよ……」

　クロノは大絶賛して、リディは感動してボソリと言った。そんな正直な二人の反応が私も嬉しい。でも、形も、味も完璧でも私には物足りないものがあった。

　ホットケーキのときも思ったが、ちょっとこの世界の食材は癖がある。卵も私が鶏の卵に慣れているせいもあって、少し独特の風味である。種類を極めれば違いはあるだろうけれど……やっぱりバニラの香りが欲しい。

「あのね、なにかいい香りの木とか草とかってどこにあるのかなぁ。香辛料の専門のお店ってある？　どうしても欲しいものがあるの」

　私がそう言うと二人がこちらを見た。きっといろんな香辛料を手に入れられたら料理にも使えるに違いない。

「香辛料の専門店なんて聞いたことはないが、薬草を扱う店ならあるだろう。明日俺と回ろう。リディは城に行く日だし、途中まで一緒なら問題ないだろう？　ナコは変装して、俺はポケットからは出ないって誓う」

「……ナコはそうしたいんだよね」

「うん。あともう少しでもっと美味しくなるから」

「ナコのお菓子への情熱は認めるよ。じゃあ、僕は城へ行くけど、ちゃんと魔法薬が切れるまでには屋敷に帰るんだよ」

「わかった」

　諭すように言うリディにクロノと二人で声をそろえる。まるでリディが保護者のようである。

　そうして次の日、私はリュックを背負い、クロノをポケットに入れて市場を回ることになった。




「じゃあ、くれぐれも気を付けるんだよ。お金のことは教えたからできるよね？」

「うん。お財布も持ったし計算方法も大丈夫」

「悪い奴がいたら俺がとっちめるから大丈夫だ」

「クロノ、絶対姿を出さないでよ」

「わかった、わかった」

「じゃあ、リディもお城へ行ってらっしゃい」

「ナコ、もしもなにかあったらその笛を吹いてね」

「うん」

　私たち二人がよほど心配なのかリディが私に念を押した。そうして首にかけられた笛はどこにいてもリディに聞こえるらしい。何度もこちらを振り返るリディに手を振って別れると私はポケットの中のクロノと一緒に昨日の市場に向かった。

「あそこが薬草のお店かな？」

　市場の奥にひっそりと薬草の店があるのを見つける。いろんな種類があるならハーブもあるに違いない。効能は分からないが、匂いだって様々なものがあるだろう。

　薬草の店のテントに入ると手あたり次第に匂いを嗅いでみた。

「お嬢さん、なにをお探しだい？」

　声をかけてくれた店員はお婆さんだった。

「甘い香りがするハーブを探してるの」

「甘い香りか。そうだ、こないだ入荷したが貴重すぎて売り物にならない生命草の実が甘い香りだよ。香りを嗅ぐくらいさせてやってもいい」

「お、お願いします！」

「ふふ。面白い子だね。さあ、これだ。これはな、冬の森の雪の下に生える、特別な草の実だ。病気の者は病の治りが早くなり、健康なものは予防になる。様々な用途に合わせて混ぜ合わせると腹痛や頭痛にも効く薬になるんだよ」

　お婆さんがもったいぶって分厚い布にくるんだ丸くて黒い実を見せてくれた。

「黒……」

「そうさ、黒だよ。精霊に好かれる黒色だ。生命草の実は精霊に好かれる特別な実なんだ」

　そんなに特別なのか、と思うと緊張する。ゆっくりと私はおばあさんの持っていた布に顔を近づけ、その香りを嗅いだ。

「こ、これは……」

　バニラ、バニラの香りだ。欲しかった香りを見つけて興奮してしまう。

「どうだ、甘い香りだろう」

「私が求めていた香りです。これって、譲ってはいただけないのですか？」

「残念だけど、生命草の実は仕入れたらみんな城に回すように義務付けられているんだよ。だからこれもこれから城に持って行くんだ」

「そうなんですか」

　手に入らないと思えば余計に欲しくなる。でも、無理は言えないので他に見つけたハーブを数種類購入して、その日は屋敷に戻った。




「あれは、バニラだった。私が欲しいバニラだった……」

「ナ、ナコ、屋敷に帰ってからずっとブツブツ言っているが、大丈夫なのか」

　ソファに座りながらお日様の匂いになったクッションを抱え込んだ。ずっとお店でかがせてもらったバニラの香りが忘れられない。アレがあればもっと幸せな香りのするプリンができるのに。

「貴重で手に入らないなんて……」

「そんなに欲しかったのなら、リディに相談すればいい。ほら、城に卸しているなら融通してもらえるかもしれないだろ」

「でも、あの店主がすっごく高いって言ってた。用途もお薬ならそちらが優先だろうし。そこまでして使うかといわれれば代替えを探すべき……」

「でも、ナコの納得がいくものにはそれが必要なんだろう？」

「そうだけど……絶対ではないから。ん？」

　足にツンツンとなにかがぶつかる感触に下を見るとジッキーが私の足をつついていた。

「もうそんな時間か。ご飯の用意をするね」

　ジッキーの頭を軽く撫でてから立ち上がる。部屋に穀物をパラパラ撒いてから、私はキッチンで今日手に入れたハーブたちを机に出した。

「こんなものでなにか変わるのか？」

「香りって大事なんだよ、クロノ」

　一番の収穫はこのコショウのような実。さっそくすり鉢に入れて木の棒で叩いた。

「確かに、刺激的な香りがするな」

　クンクンと匂いを嗅いだクロノが興味深そうに観察している。

「さあ、今日はこれと塩をお肉にもみこむね」

「その草の根も入れるのか？」

　市場で見つけたネギのような、でも球根部分はニンニクに似た草を取り出した。うん、匂いもそっくり。これでちょっと匂いがきつくて食べにくかったお肉が美味しくなるに違いない。細かく切った草も一緒に塗り込むと、しばらく置いてから表面をこんがりとクロノに焼いてもらった。そしてそのまま一定の温度に保ってもらって放置。きっと上手くいけばローストビーフ（ビーフじゃないだろうけれど）ができる。

「付け合わせはマッシュポテトにしよう」

　芋を取り出して皮を剥く。ピーラーに慣れてしまっている私には包丁で剥くのは面倒だが仕方がない。作るのは大好きなので、美味しくなると思えば頑張れる。マヨネーズはお酢を見つけてからになるので、まずはミルクで舌触りを整えることにした。

　お皿にサラダを彩りよく盛り付け、マッシュポテトを添えた。さて、メインのお肉がもうそろそろできる頃だろう。

　クロノに保温を解いてもらって、お肉を包丁でできるだけ薄く切る。切り口が空気に触れると鮮やかな赤色に変わって、焼き加減も完璧なローストビーフになっていた。

「ナコ、これは旨そうだ……」

「クロノ、味見していいよ」

「い、いいのか！」

　少し切れ端を渡すと、いそいそと小さくなってクロノがそれを受けとった。私の料理を堪能するためにいちいち小さくなるのが愛らしい。さて、私も。

　ジュワッと口の中に広がる肉汁。薄く切ったおかげか更に柔らかく感じる。もともとの肉独特の臭みが香草のお陰でいい味わいになっている。これ、これ！　私が求めていたお肉！　リディが焼いてくれるお肉も何度も勧めてもらったけれど、硬くて匂いが苦手で少ししか食べられなかった。本来はこんなに美味しい肉だったのだ。

「旨ーい！　肉ってこんなにやわらかいものなのか!?」

「あ……そ、それで終わりだよ」

　クロノが三切れほどカットしていたお肉を平らげてしまった。味見だけって言ったのに……可愛いから許すけれど。そうしていつものようにクレープを焼いて包んで食べれるようにセットした。

「早く、リディを呼んで夕食にしよう！　リディー！」

　お皿に分けると待ちきれないとクロノがリディを呼んだ。食卓に三人で座ると最初は躊躇いがちにしていたリディも、香辛料を使ったお肉に満足したようだった。

「ナコが育った世界は食文化がずいぶん進んでいるんだね」

　リディが感心している。精霊が息づいているこの世界とは比べようもないけれど、色々と便利だったことには違いなかった。

「あ、そうそう、リディ、ナコは生命草が欲しいんだ」

「え？　どこか具合が悪いの？」

「そ、そうじゃなくて、ク、クロノ……」

　高価なものだって聞いていたし、他のもので代用できるかもしれない。大切な薬になるようなものを使うのは気が引ける。

「生命草の香りが欲しいらしい。菓子に入れたいんだと」

「……香りだけでいいの？」

「えっ、ああ、うん」

「だったら取りに行く？　実の部分は王家に全部献上することになってるけど、香りだけでいいなら葉の部分でもいいんじゃない？」

「ほ、ほんと？」

「冬の森にある雪山に行かないといけないから装備はきちんとしないといけないけど、召喚獣を連れてけばいいよ」

　そう言ってリディはローストビーフをぺろりと平らげた。そうして私たちは冬の森に向かうことが決まったのだった。




　さて、出発は三日後と決まり、冬の森は寒いので温かくなれそうな召喚獣を連れて行くことになった。餌やりに行くクロノと一緒にリディと三人で召喚獣たちのところを訪れた。

「毛深い奴が温かいんじゃないか？」

「毛深いのはいたけど……」

「なにか問題があるの？」

「お風呂に入れないと匂うかも」

　リディが指を差した方向に犬のようなオオカミのような生き物がいた。確かに大きくてモフモフできそうである。今のところ大人しく見えるけれど、大きさが普通じゃない。動物園で見たホッキョクグマくらいはあるだろう。ひと噛みされたら即死しそうな風貌だ。

　これ、お風呂って入るの？　実家の犬はお風呂が大嫌いだったけれど、そもそも嫌いだから汚れているんだよね……。

「ナコ、これ着けて」

「え？」

　そこでリディに渡されたのは三角の耳がついたカチューシャだった。言われるまま着けるとクロノが『似合う似合う』といって褒めてくれた。

「母性本能が強いみたいでね。それ着けると勘違いして自分の子どもみたいに扱ってくれるんだ」

「子ども？」

　私が大きなオオカミに向かうと彼女（だと思う）と目が合った。心なしか優しく見守られているような……。

「ナコ、そのまま川の方に移動して、そこで洗おう」

「う、うん」

　私が歩くと座っていたオオカミがのそりと立ち上がった。え、ちょっと、体を起こしたらクロノ級に大きいんだけれど、こ、怖い。

「ほ、ほんとうについて来てる」

「ナコのこと心配しているんだよ」

　心配してくれている？　そう思って振り返って見ると、なんだか本当にお母さんのような気もしてきた。川のすぐ側までやってくると次はどうやって洗うか考えなければならなかった。

「川に誘い込むのは無理っぽいな。うーん」

「ウィンディーネに頼んで洗ってもらったら？」

「精霊が干渉できるのは意思のないものだけだ。どちらにも頼まれたら困ってしまうだろ？」

「そういうものなんだ。じゃあ、私が川の淵ぎりぎりで立って……」

　クロノとリディに説明するように川の淵に移動すると、地面だと思っていた部分は草だけで、踏み外した私の体が大きく後ろへ揺らいだ。

「ナコ！」

　クロノとリディの焦る声が聞こえた。

　ボチャン！

　体勢を崩した私は川に落ちてしまった。思っていたより川の流れは早くて、そのまま流されてしまう。深いところまで流されて、どうしようとパニックになっていると私に向かって飛び込んでくる黒い影が見えた。一目散に私に向かってくるそれはすぐに私に追いついた。そうして私の服を咥えて岸へと連れて行ってくれたのだ。

「ゲホ、ゲホゲホ」

「ナコ！　大丈夫か!?」

　見上げると大きな顎の向こうに心配そうな顔のクロノとリディがいた。

「ちょっと……お水を飲んじゃっただけ……ケホッ」

　ペロリ。

　頬を大きな舌で舐められた。どうやら大きいオオカミが川に飛び込んで私を助けてくれたようだ。

「ありがとう。ええと……」

　名前がないことに気づいてクロノとリディを見ると二人とも軽く頷いてくれた。

「スノウ」

　薄汚れていた毛皮は白だったようだ。美しく気高い姿の彼女にはそんな名前がぴったりだと思った。

「ちょうどいいからそのまま洗ってしまおう」

　リディがスポンジを渡してくれた。恐る恐るスノウの体をスポンジで撫でると、気持ちよさそうに彼女は目を細めた。灰色だった体がみるみる美しい白に変わっていく。ついでに匂いも落ちてくれるよう願ってスポンジで丁寧に擦った。

「いいなぁ。俺も洗って欲しい」

　一生懸命スノウを洗っているとドボンと川に入ったクロノがスノウの隣に並んだ。その姿が可愛かったのでクロノの背中も擦った。

「あれ？」

　するとリディが隣にきてスノウの体を洗いだした。

「大きいから一人で二体は大変でしょ」

　ぶっきらぼうに言って手伝ってくれる。最近、案外優しいことに気づいてなんだか嬉しい。

「俺、ナコが大好きになった」

　洗われて気持ちいいのかクロノがそんなことを言ってくれる。

「ありがと」

　毎日夢じゃないかと繰り返し思ったりして、異世界にきてからずっと不安だった。クロノがこうやって私に好意を示して側にいてくれるのにずいぶん助けられている。本当に感謝しかない。

　全身泡だらけになったクロノとスノウはその後はすんなりと川に入って体を流した。私とリディも泡だらけになったので一緒に川に入った。川から上がってブルブルしたスノウの水滴はちょっとした殺人兵器のように飛んでいて、リディが慌てて私を庇って木陰に避難させてくれた。

「このまま自然乾燥でいいか」

　いい天気でよかった。シルフが風で軽く水を飛ばしてくれて、そのままみんなで岩場に寝転がった。

「ナコは俺の隣な」

　いまだカチューシャで子どもだと思ってくれているのか、スノウが私を守るように隣にいて反対側をクロノが陣取った。なんだかお父さんとお母さんみたい。

「クロノはもう乾いたの？」

「俺はすぐに乾燥するからな。ナコも抱き着いたら早く乾くぞ」

「そうなの？　じゃあ、いい？」

「え？　ナコ、えっ」

　クロノから言ったのに、私が抱き着こうとするとクロノがたじろいだ。

「ダメなの？」

　そうなら言わなければいいのに。

「だ、ダメじゃなーい！　さあ、さあ、ナコ！」

「リディ、速く乾くんだって。リディはそっちから抱き着いたらいいんじゃない？」

「え？」

　向こう側にいたリディに声をかけると、クロノがきょとんとした。

「なるほど……早く、乾くからだね」

　なにか含めたような言い方でリディがクロノにくっついたので私も反対側にくっついた。火をつかさどる精霊だけあって暖かい。

「ん？　じゃあ、雪山でもクロノにくっついていればいいんじゃない？」

「今は僕たちが濡れているからちょうどいいけど、熱すぎちゃうんだよ。少しの間ならいいけど、ずっとはくっついていられないよ」

「小さい姿のときはポケットで平気だったよ？」

「小さい姿のときは小さくなるのに力を使っているからね」

「そうなのか……あ、ほんとに乾いてきた！　体を反転させよう」

　もぞもぞと動いて今度はスノウに顔を向けてクロノに背中をくっつけた。

「ナコ……今日から俺の巣にこないか？　こうやって一緒に眠ろう……な？」

「でも、ずっと一緒に寝るには熱いんでしょ？」

「意地悪言わないでくれ、リディが余計なことを言うから……」

「また、ナコを巣に誘ってる……」

「ふあああっ」

　綺麗になったスノウの毛皮に顔をうずめてそのまま眠った。クロノが後ろでブツブツ言っていたけれど、幸せな気分だった。




「クシュン……」

　屋敷に戻ったくらいからリディがくしゃみをしている。川に入って体が冷えたからだろうか。だとするとちょっと罪悪感。

「リディ、大丈夫？」

「ああ、うん。平気……」

　そう言ってリディは自室に籠ってしまった。いつもは夕食の時間にちゃんと現れるのに、食事の支度が終わってもこない。

「リディ、こないね」

「ナコ、先に食べてもいいか？」

「うん、いいよ」

　待ちきれないクロノに先に夕食を食べさせる。少し待ってもやっぱりリディは現れなかった。

「クロノ、リディはもしかして調子が悪いんじゃないかな」

「リディはすぐ熱を出すからな」

「え、そうなの!?」

「あんなに部屋で本ばかり読んでるんだぞ、肌だって日に当たらないから真っ白だし、体なんて鍛えてない。弱っちいのだ」

「じゃあ、もしかして……」

「いつも次の日には熱が下がるぞ。それこそ生命草の実の入った薬を持っているから大丈夫だ」

「でも……」

「心配なら見に行くか？」

「うん」

　さっさと食事を終わらせてクロノとリディの部屋を訪れた。

「リディ、入るよ？」

　声をかけても返事がない。心配になってドアを開ける。掃除のときにしか入ったことはないが、リディの部屋は本だらけである。

「また増えてる……」

　昨日片付けたのにもう新しい本で足の踏み場がなくなっていた。どうやらリディは奥のベッドで寝ているようだった。近づいてみると額に汗をかきながらリディが眠っていた。やはり熱を出しているようだ。

「リディ」

　声をかけても息が荒い。慌てて洗面器に水を入れてもってきた。

「お薬飲めてないのかな？」

「飲んだ形跡がないな」

　洗面器の水に浸したタオルを絞ってリディの額にのせた。すると気持ちがよかったようで、少し穏やかな顔になった。

「ナコはなにをしているんだ？」

「お医者さんじゃないから治せないけど、看病してる」

「ん……」

「あ、リディ」

「ナコ？　……とクロノ。どうしたの……」

「リディ、お薬飲んだ？」

　目を開けたリディに聞くとゆるく首を横に振った。薬は引き出しの中にあるというので取ってきてコップに水を注いだ。

「体をゆっくり起こして、薬を飲んでおこうね」

　熱で火照ったリディが私の指示に従って薬を飲む。いつもは私たちの世話を焼く方なのに、今は幼子のようだ。飲み終えるとまた寝かせて、もう一度冷やしたタオルを額にのせた。

「冷たくて、気持ちいい……」

「ごめんね、川になんて入らせてしまったから」

「違うよ……その、楽しくてあとのことなんて考えなかった僕が悪いんだ……」

「落ち着いたら部屋を出るから」

　そう言うとリディが私の手をきゅっと握った。

「眠るまでいてくれる？」

「……いいよ」

『薬も飲んだし、もういいよ』と言われると思っていたので驚いた。病気のときは気弱になるものね。それからリディが眠るまでベッド脇に座って、寝息が落ち着いたのを確認して部屋を出た。

「リディは自分で川に入って楽しんだんだ。ナコのせいじゃない。それにあのとき、みんなと参加しない方がリディは後悔しただろう。あんなに楽しそうなリディは見たことがないからな」

「そう、なんだ」

　リディは今まで川で遊んだこととかなかったのかな……いずれにせよ、楽しそうにしていたのは私にもわかった。

　夜中にもう一度様子を窺うと薬が効いたのかリディの熱は下がっていた。消化がいいものがいいだろうと朝は果物をおろしたものに花の蜜を混ぜて食べさせた。それも食べたかったとクロノが『俺も熱をだす！』とブーブー言うので、元気なクロノにも与えると案の定すぐにお腹が空いたと言っていた。
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　それからすっかり熱も下がって元気になったリディが生命草を探しに行こうと言ってくれた。準備もずっと付き合ってくれて病み上がりなのに申し訳ない。

「装備は大丈夫だね」

「う、うん」

　帽子、手袋からマフラー、モコモコの服はスキーウェアも顔負けのあったか仕様である。

「あの、たくさん買ってくれてありがとう。それに私のわがままで生命草を探しに行くことになって……」

「いいよ、そのくらい。熱を出したとき、ナコには世話をしてもらったし。僕、ナコの作るお菓子が、その……す、す……気に入ってる」

「お世話はほとんどしてないけど、お菓子を気に入ってもらえているのは嬉しいよ」

「俺も、ナコのお菓子が大好きだぞ」

「うん、ありがとう」

　クロノが私に『大好き』というとなぜかリディが一瞬固まっていた。

「……じゃあナコはスノウに抱えてもらってね」

　リディに手伝ってもらってスノウにたすき掛けされている大きなスリングの中に入る。なんだかもうすでに心地いい……。（ちなみに今日はニット帽に三角耳がついていた）私は楽ちん。そっと外を覗くとリディはクロノの背中に乗っていた。

「俺がナコを連れて行きたかったのに」

「ナコはまだうまく精霊に頼めないから僕みたいに水の膜を張ってクロノに乗れないだろ」

「ナコ、早く色々覚えてくれ……そうしたら、一緒に巣で寝れるから」

「ごめんね、料理やお菓子を作るのにまだ手一杯なの」

「そ、それも、大事か……」

「さ、早く出発しないと夕飯までに帰ってこれないよ」

　そうして、私はスノウに乗って陸路、クロノはリディを乗せて空からついてきていた。今は厚着で汗ばむくらいの陽気なのに本当に雪山なんて近くにあるのだろうか。不思議に思いながらすき間から外の景色を眺めていた。リディの持ち物だという森を抜けるとだだっ広い荒野が続いた。草もあまりなく進むと砂煙が酷い。私は外を見るのを諦めてスリングの中に潜った。

　しばらくすると外がひんやりしてきた。スノウの進む速度もゆっくりになったのでもう一度外を覗いた。なんか青白い草がたくさん生えている。前方を窺うと大きな白い山が見えていた。あれが『冬の森』なのだろうか。だんだんと白く染まっていく景色。雪化粧された白樺並木さながらの道を通ると大きな氷の門のあるところでスノウが止まった。

「着いたのかな？」

　スノウが座ると、上からバッサバッサとクロノが降りてきた。

「ここが冬の森の入り口だよ。通行証がいるからちょっと待ってて」

　よく見ると氷の門に誰か立っていて、扉を守っているようだった。リディが話しかけてなにかを見せるとゆっくりと前方の大きな門が開いた。

「さあ、ここからは歩いていくよ。ナコ、気を付けて」

　リディの手を借りてスリングの外にでると足を地面につけた。私の体重できゅっと雪が鳴った。

「ナコ、俺の指を握るといいぞ」

　そう言われてリディの手を離そうとしたら、握られた手がキュッとしまった。彼の顔を見上げても前を向いているだけだ。危ないからかな、ともう片方の手でクロノの指を握った。

　そのまましばらく歩くと雪がちらちら降ってくる。雪が降ってくるのだが、雪の結晶が大きくはっきりとキラキラと光を反射しながら落ちてくるので、とても幻想的だ。

「綺麗……」

「前を見てないと転ぶぞ」

「う、うん」

　クロノに言われて前を向く。すると青白い氷でできた木々がたくさん現れた。隣ではリディが空いている手でかぶっていたフードを取った。

「どうかしたの？」

「ナコも帽子を脱いでみて」

「うん」

　リディに言われて帽子を脱ぐ。染めていた髪が根元から十センチくらい黒髪にもどっていた。リディと私が髪を露わにすると目の前の氷の木たちが揺れ出した。驚いてリディの腕を握ると大丈夫だと安心するようにその上に手を重ねられた。その間も氷の木々は振動を続け、やがて根っこが地面から飛び出てきた。

「あれは雪の精霊。冬の森に棲んでいるんだ。数少ない具現化できる精霊だよ」

「地面から離れて歩いてるんだけど……」

「リディとナコが『黒持ち』だから喜んでいるんだ。ナコ、生命草の場所を教えてもらえばいい」

「えええっ……」

「怖くないぞ。ナコを気に入らなければ地面からでてきたりしないしな」

　クロノはそう言うけれど、リディがいるからだろう。でもリディも私の方をじっと見ている。これは、わたしがお願いしないといけないのかも。ひょこひょことやってきた氷の木の身長は人と変わらない。すると私の膝上くらいの小さな氷の木がこちらに枝を向けた。なんだかよくわからないけれど、小さい方が怖くない。私は手袋を外してその枝に触れてみた。

「冷たい」

　当たり前だけれど冷たい。触れていた木が足元からビリビリと震えた。

「ナコ」

　クロノが促すように私の名を呼んだ。少し緊張して私は氷の木に声をかけた。

「あの、あのね、生命草の場所を教えて欲しいの。あ、でも、実が欲しいわけじゃなくってね、茎か葉がもらえたらいいの」

　それを聞いた小さな氷の木が横に大きく揺れた。ど、どういうことかさっぱりわからない。でもぴょんぴょんと動き出した。

「どうやら案内してくれるみたいだな。よかったな、ナコ」

　半信半疑で付いて行くと氷の木がその場で動かなくなった。

「この下みたいだね。雪をどけてみて」

　リディが指をさした地面の雪を慎重にどけていくと水色のキラキラした丸い葉が出てきた。

「これ？」

「うん。それがその精霊の生命草」

「え？　どういうこと？」

「なんていうかな、生命草は精霊が産まれたときから自分のものを守っているんだ。だから精霊一体につき一株」

「そ、そんな貴重なものだったの!?」

「うん。だからなかなか取れないんだよ。全部取ってしまったらその精霊は消滅してしまうしね。精霊に気に入られた者だけが分けてもらえる貴重な実なんだ。まあ、葉も同じようなものかもね」

「そ、そ、それを先に言ってくれたらいいのに。この子の大事なものを取ったりできないよ」

「欲張らないなら大丈夫だよ。それに、香りをつけるだけなら葉を一枚もらって、繰り返し使えばいいんじゃない？」

　繰り返して使えたら、確かに一枚で十分だけれど。こればっかりはやってみないとわからない。

「……じゃあ、あのね、一枚だけあなたの大切な葉をくれる……かな？」

　お願いすると小さな氷の木はプルプルと震えた。すると生命草から丸い葉が一枚外れた。

「あっ……」

　慌ててそれを拾うと青い葉は私の手の中に納まった。

「よかったね、ナコ」

「あ、ありがとう、精霊さん。大切に使わせてもらうね。私もなにかお礼ができたらいいのに……」

「お礼なら、ナコの髪の毛一本あげて」

「そ、そんなのでいいの？」

　リディに教えられて髪を一本抜いて試しに精霊の前に差し出した。黒が好きって言っていたけれど、根元の部分しか黒くない。こんなのでいいのかな。すると、小さな氷の精霊は私の目の前にくるとパカッと口のような空間を開けた。

「ひいっ」

　たじろく間もなく、手がその中に飲み込まれた。

　冷たい！　冷たい！

　慌てて手を引くと持っていた髪の毛がなくなっていた。

「さあ、じゃあ葉も手に入ったし、帰ろうか」

「う、うん」

　クンクンと葉を嗅ぐと甘いバニラの香りがした。私はそれをハンカチに丁寧にくるんだ。

「ナコ、帽子をかぶらないとスノウが混乱するぞ」

　脱いだ帽子を戻して、歩いてきた道を戻る。また門が見えてきたところで後ろからあの小さな氷の木がついて来ているのがわかった。

「お見送りにきてくれたの？」

　しゃがんで聞いてみるとふるふると木が震えた。訳が分からなくてクロノに助けを求めるように視線を送った。

「……ナコのことが気に入ったみたいだぞ。どうする？　連れて行くか？　しかし、冬の森から出すなら毎日対価がいるぞ」

「対価？」

「さっき髪の毛をあげたでしょう？　毎日あげないとその子は消えちゃうの」

「ええっ」

「難しいことじゃないよ、枕元にでも置いておけば勝手にするよ。抜けた毛でいいんだから」

「そ、そうなの。でも……仲間はここにいるんだから、その、お父さんとかお母さんとか。だから、ここにいた方がいいんじゃないの、かな」

「そうだ、お前は冬の森にいろ。ナコの側には俺がいるからな」

　クロノがなんだか対抗意識を出している。しかし、抜け毛ぐらいどうってことないけれど、この子をここから離して連れて行くのはよくないのでお帰り願いたい。そう思っていたのにリディの言葉でそんな考えは吹っ飛んだ。

「ナコ、その子がいれば、お菓子を冷やしたりできるよ？」

「お菓子を冷やせるの!?」

「氷の精霊だからね」

「そ、それじゃあ、私と一緒にきてくれる？」

「ナ、ナコ！」

　クロノが焦り声を出したが小さな氷の木の精霊は私の言葉に体を揺すった。

「連れて行くならナコが精霊と契約する？」

　リディが提案するのに抗議したのはクロノだった。

「ダメだ！　ナコが初めに契約するのは俺だ！　それだけは譲らないからな！」

　あまりの剣幕に驚く。

「契約って、クロノはリディと契約しているんでしょう？」

　押し黙るクロノに説明してくれたのはリディだった。

「僕との契約の他にもう一つだけできる契約があるんだよ……まあ、その子は別に違う世界からきた精霊じゃないから連れて行ってもすぐ消えたりはしないけど」

「契約するのとしないとではなにか違うの？」

「契約者と繋がると、どこにいるかとかお腹が空いてきたとかがわかるくらいかな？」

「お腹……なにを食べるんだろう」

「それは、だから髪の毛だよ」

「え、そういうことだったの!?　じゃあ、このまま連れて行くよ。嫌になったらここにいつでも帰ってこられるよね」

「具現化した精霊で契約してくれるのは滅多にいないから、もったいない気はするけどナコがいいならそのまま連れて行くといいよ。またその話はじっくりと教えるけど……クロノ、本気なの？」

「俺はナコが大好きなんだ」

　なんだかよくわからないが契約してクロノの機嫌が悪くなるのは嫌なのでこのままでいい。

「さあ、屋敷に帰ろう！　今日は飛び切り美味しいプリンを作る！」

　そうして私は手に入れた生命草の葉と氷の精霊と共に屋敷に戻った。




　氷の精霊を連れてキッチンに直行するとエプロンを着けて材料を机に並べた。クロノも慌てて手を洗って準備を手伝ってくれる。

　大きな卵の残り、花の蜜、ミルク。

　氷の精霊がいてくれるので今日は余ったミルククリームも泡立ててみよう。持ち帰った日にやってみたけれど温度の問題か、うまく泡立たなかったのだ。しかも匂いがきつい。レシピノートを確認しながらそれぞれの材料の微調整をする。プリンの型も今日はちょうどいい大きさのガラスのお椀を見つけていたのでそれを使うことにした。リディが手伝ってくれて、蒸し器も作った。お芋や野菜は試し済なのでフライパンでしたときより上手くいくに違いない。

「あなたにもらった葉を使わせてね」

　ボールに溶いた卵を泡立てないように丁寧に混ぜ、花の蜜を加える。お砂糖とは違うのでこの分量が難しい。次にミルクを入れて混ぜ、そこへ生命草の葉を出した。

　ここに入れて香りがつくのかな。刻んでしまうのはもったいないし、でもこの卵液に入れて葉が劣化してしまうのも惜しい。悩んでいるとツンツンと足を氷の精霊につつかれた。

「ん？」

「葉を振ってみろと言っている」

　そこでずっと黙っていたクロノが面白くなさそうに通訳してくれた。クロノは私が氷の精霊を連れ帰ってからずっと機嫌が悪い。言われた通りボールの上で葉を振るとなにかキラキラしたものが卵液に落ちていった。

「あれ？　これで香りがついたのかな？」

　クンクンと嗅いでみるといい感じにバニラの香りが広がっていた。すごい。これは、とってもいい。卵液を網でこしてから蒸し器の準備をする。その間にカラメルソースの準備をした。拗ねているのにクロノがお湯を入れるタイミングで、私を守るように鍋を動かしたのが可愛かった。

「さあ、このお水を冷やしてくれる？」

　プリンを蒸している間にやってみたかったクリームを泡立てることにした。ボールに水を入れて氷水にしてもらう。その上にボールを重ねてクリームを泡立てた。ああ、やっぱり初めに試したときとは全然違う。花の蜜なのでちょっと緩い感じになるかと思ったけれどしっかりとホイップされている、感動……。しかもミルクの独特の匂いも生命草の葉のお陰で気にならなくなった。

　これは、アレだ！　果物ものせて、アレしかない！

　私は急いで横長のお皿を探して洗って、果物を用意した。果物は細工切りしてみる。あ、このホイップ、絞れないだろうか。袋はなんとかなるだろうけれど、絞り出す口金がない……それは次の課題かな。

　そうしているうちに蒸しあがったプリンを氷の精霊に冷やしてもらう。今日は冷たいプリンが食べられる！　ついでに冷やしてもらった器にプリンと果物を盛る。完成したのはもちろん、プリン・ア・ラ・モードだ！

「ナ、ナコ、なんだかすごいものができたぞ？」

「いいよね、いいよね！　美味しそうだし、可愛いよね!?」

「やっぱりナコは天才なんだな！　リディ！　リディー！」

　プルプルと器の上で揺れる大きめのプリンの上にクリームをのせ、更にサクランボに似た果物をのせる。周りにも色とりどりの果物をカットして添えた。これは見た目も映えるプリン・ア・ラ・モード。クロノの叫び声にやってきたリディもそれを見て驚いていた。

「すごく、綺麗だね。食べるのがもったいない」

「俺は食べる！　早く食べたい！　リディはそのまま貯蔵庫に残したらいい」

「いやいや、また作ればいいんだから、食べてね。で、感想が聞きたい」

　ドキドキしながら三人で席に着くとプレートを前にして二人がじっとスプーンを構えていた。もちろんクロノはチビサイズである。

「どうぞ、召し上がれ」

　私の声を合図に二人がプリンを頬張る。少しの間の沈黙が怖い。結構うまくできたと思うのだけど……。なかなか顔をあげない二人に心配になってプリンを口に入れた。

　温かい出来立ても美味しいけれど、やはり冷やしたプリンは美味しい。ひんやりとしたプルプルのプリンが舌の上でとろけると同時にバニラの香りが広がる。そう、これ。これが大事だと思っていた。温かいときもミルクなのか卵なのか、それとも両方なのかちょっと匂いが気になっていた。それが生命草の甘い香りのおかげで素材の味をじっくりと堪能できる。そして、このクリームがなんともフワフワで濃厚。成分が濃いのかとても良質なクリームだ。これは煮込み料理にもいいかもしれない。

　……で、どうなのだろうか。あまりに無言で心配になってくる。声をかけようかと思ったとき、ようやくクロノが顔をあげた。

「え、クロノ……泣いてる？」

「エグッ……ナコ、コレ、う、旨すぎる。……こんな、こんなの」

「あ、ありがと。美味しかったのならよかったよ」

「……僕、正直、生命草を使うのはやりすぎかなーって少し思ってたんだけど、ごめんね、謝るよ。ナコは正しい。これは、もう至高のお菓子だ」

「し、至高……お、美味しいってことかな？　よ、よかった。氷の精霊さんのおかげだよ」

「う……心の狭い俺を許してくれ、冷えるだけでこんなに旨くなるなんて思わなかったのだ。お前をこの屋敷に正式に迎え入れよう」

　クロノがなんだか偉そうに氷の精霊に言っているが、認めたのなら一安心である。

「じゃあ、名前を付けてあげようね。うーんと……アイスがいいかな」

　そう呼ぶと心なしか嬉しそうに氷の木の精霊が体を揺らした。口さえ開けなければ十分可愛い。

　それからいちいち感動を伝えながらクロノとリディがプリン・ア・ラ・モードを堪能した。やっぱりお菓子でもなんでも、材料というのは大切である。嬉しそうにプリンを頬張る二人を見て、さて次は生命草で香りをつけたホットケーキを焼いてみないと、と私は心の中で算段していた。








第五章　どら焼きとプロポーズ









「俺、ナコのこと大好きだよ」

　片付けと洗い物をしているとチビクロノが私のところへすり寄ってきた。プリン・ア・ラ・モードで虜になったのか、可愛いドラゴンである。しかし、あんなに上手く行くとは思わなかった。やっぱり温度も大事なんだよね。アイスに感謝しないと。そのアイスはリディとここで暮らすための植木鉢を探しに行った。

「あとでホットケーキも焼くから楽しみにしててね」

「ナコ、俺の巣で一緒に寝よう。熱くしないように訓練しているんだ。だから」

「私もクロノは大好きだよ。でも、本当に夜は一人で眠りたいの、ごめんね」

　いつものように言い出すクロノに申し訳なく思いながらそう答えた。私と眠るために並々ならぬ努力をしているこの愛らしいドラゴンには悪いけれど、私には彼には言えない秘密があった。

　実は夜になると寂しくて、地球や家族が恋しくて、最近は毎日枕を濡らしてしまうのだ。もう立派な大人だというのに情けない。一人暮らしだってしていたのに、ホームシックとか。でも、もう戻れる家もないのだと思うと止めどなく涙がこぼれてくる。初めの頃は現実味がなくて平気だった。親切にしてもらって生活にも困らなかったし、とにかく毎日が忙しく過ぎていった。でも、なんとなくこの生活が落ち着いてくると無性に寂しくて仕方がないのだ。部屋で両親を想いながら結構な大泣きをしているなんてクロノとリディに知られたら恥ずかしい。それにこんなによくしてもらっているのに申し訳ない。そんな風に考えているとクロノが急に大きな声を出した。

「俺、ナコと家族になりたいんだ」

「え？」

　驚いて手を止めてチビクロノを見つめた。

「ナコは嫌か？」

「嫌じゃないよ。そう言ってくれるのは……すごく、嬉しい」

　クロノの口の端についていたクリームを指でぬぐうとちょっと涙が出そうになった。異世界からきた異質な私を家族にって、本気で思ってくれているのだろうか。

「う、嬉しいか？」

「うん」

「じゃあ、すぐに結婚しよう！」

「へ？」

「ん？」

「……」

　突然のクロノのプロポーズに脳が思考停止した。




「ええとね。毎晩クロノがナコを巣に誘っていたのは多分、求愛行動なんだと思う。クロノは四大精霊の上級精霊と言われる立場にいるけど本質はドラゴンだし、巣は大事な場所だからね」

　その後、固まって動かなくなった私を心配したクロノがリディを呼んでくれた。とりあえずヨロヨロと席に着くと、お茶を入れてくれたリディが説明してくれる。クロノはソワソワしながら私たちのやり取りを見ていた。

「求愛行動……」

「結婚するのはナコが決めればいいけど」

「ん？　ちょっと待って。『上級精霊』ってなに？」

「クロノはここにいる精霊より遥か上位の精霊で、その世界から召喚された上級と呼ばれるクラスの精霊なんだよ」

「そ、そうなんだ」

　そんな風には全然感じていなかったから、お手伝いとかさせていた……。上級ってなんだかすごそう。

「クロノみたいな上級位精霊を召喚したから僕もこの森で静かに暮らせるんだけどね。ナコは異世界からきたから分からなくて当然だし、多分ナコも黒持ちだから特殊なんだと思う。でね、クロノはまだ成体になってない」

「成体になっていない？」

「えーっと、まだ結婚するには子供ってこと」

「子供なの？」

「俺、三百歳は超えてる！」

「でも成体じゃないでしょ」

　そこで黙っていたクロノがリディに訴える。さ、三百歳超えてる!?

「俺、ナコのこと愛してる。結婚したい……家族になりたい」

「それは、わかったから。説明しないとナコだって判断できないでしょ」

「……わかった。黙ってる」

　必死で愛を訴えてくれるクロノは可愛い。でも、結婚って。

「前に言っていたクロノができるもう一つの契約が『結婚』だよ。ナコがクロノと結婚するとクロノはナコの伴侶となる。まあ、家族になるっていうのは間違いじゃない。これまで精霊と結婚したなんて大昔の文献でしか見たことはないから、あとはどうなるかわからない」

「リディはクロノと契約しているんでしょ？　どういうことがあるの？」

「僕は召喚士だからいつでもクロノを呼び出せるし、お互いの場所も把握できる。あと離れていても少しなら会話ができるかな……頭が痛くなるから緊急以外はしないけど」

「じゃあ、私は召喚士じゃないからお互いの場所が把握できるのと頭が痛くなるけど少し会話ができるってこと？」

「うーん……そうなるんじゃないかなぁ。ごめんね、それ以上は分からないや」

　結婚というと身構えてしまうけれど、クロノは精霊なのだから『契約』ととらえていいのだろう。そうなると私とクロノが契約すると『家族』ができるということなのだろうか。必死でこっちを窺うクロノの視線が痛い。

「その、私がクロノと契約したら、クロノと契約しているリディも家族ってことになるの？　リディはそれで……いいの？」

「え……ああ。うん。僕もナコならいいよ」

　聞くと急にリディも顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。けれど私と家族になることには問題はないようだった。

「ナコは俺と結婚してくれるのか？」

「あのね、クロノ。そう勢いよく言われると私もどうしていいかわからないよ」

「……ご、ごめん、ナコ」

「ちゃんと、考えるから契約の話はちょっと待ってくれる？」

　そう言うとクロノはあからさまにがっかりしてしまった。クロノのことは大好きだが契約というと、クレジットカードや詐欺などが思い浮かんでなんだか怖いイメージなのだ。

「そうだよ、無理強いはよくない。結婚してもしなくてもナコはここで暮らせばいいから、疑問に思うことはなんでも聞いてくれたらいいよ。異世界から召喚されて半年もしないうちに精霊と結婚なんて急もいいところでしょ」

　リディの優しい言葉にジーンとした。クロノのご機嫌取りにわけも分からず契約させることなんて簡単だろうに。

　そうして私はその日、一つ覚悟を決めた。今までグダグダと、もしかしたら生きて元の世界に帰れるんじゃないかなんて、どこか期待していた自分がいることに気づいたのだ。クロノが家族になろうと契約を持ちかけてくれたことで真剣に向き合えるような気がした。

　夕飯が終わって身支度を整えて、私は枕を抱えて隣のクロノの部屋の扉をノックした。

「ナ、ナコ!?」

「あのね、クロノ。お試し、してもいい？」

「お試し？」

「家族になる、お試し。それでお互い大丈夫だって思ったら、契約したらいいと思うの」

「そ、そうか。それで巣にきてくれたのか」

「うん」

　いそいそとクロノが私を部屋の中に招き入れてくれた。大きなクロノの部屋は私の部屋の四倍ほどあって、大きなベッドというか、まあるい『巣』が作られていた。覗いて見るとふかふかの布団を円に敷き詰めて真ん中で眠れるように整えてある。思っていたよりずっと清潔で居心地がよさそうだった。

「好きなところで横になっていいぞ」

「クロノの巣なのに？」

「ナコの巣にもなったら嬉しい」

「……どうして」

「ん？」

「どうしてクロノはそんなに優しいの？　私はあなたの知らない世界からきたんだよ？」

　巣の中で立っていた私をクロノが大きな手でそっと誘導して座らせてくれた。クロノもゆっくりと私に気遣いながら座る。

「ナコは……」

　なにか躊躇うように私の顔を窺いながらクロノが言いよどむ。じっとその続きを待っているとようやく意を決したようにクロノがまた口を開いた。

「ナコは一人で知らないところにやってきて帰れなくなっただろう。……知ってるんだ。本当は寂しくて辛いんだろ？　夜中にナコの部屋から聞こえるんだ……泣き声」

「え？」

　顔を上げて見るとクロノの美しい金色の目が私をじっと見ていた。声を我慢していたつもりなのに、夜な夜な寂しくて泣いていたのが聞こえていたんだ……。

「朝になったらいつも笑っていたけど、やっぱり耳をすましたら夜に泣き声が聞こえるんだ。こっそり覗いたこともあるけど、声はかけられなかった……俺、ナコのこと大好きだ。だからナコが泣くのは嫌だけど、なにもできない」

「そんなこと……。もしかして、それで巣に誘ってくれていたの？」

「巣に誘うのは大好きだからだし、家族になりたいのも本当だ」

　どうしよう……涙がでてきちゃった。あんなに必死に誘ってくれていたのは、私のためでもあったんだ。

「結婚したら、ずっと側にいられるだろ」

「それで、家族に……」

「ナ、ナコ！　どうして泣いてる？」

「あの、あのね……嬉しい。嬉しいよ、クロノ。それで涙がでたの」

　そっとクロノに抱き着くとジワリと温かい。それがまた優しくて涙がでた。

「でも、ナコ……」

「私も大好きだよ。ありがとう、クロノ」

　抱き着いてもクロノは抱き返したりしない。自分の力が強いことを知っているから。私のことを大切にしてくれて、手を繋ぐのもそっと指を出して私が握るのを待っていてくれる。

　見た目は大きくて怖いのにどこまでも優しい。今だって私の頭をどうやってなでようかと手が空中でさまよっている。そうして私がなかなか泣き止まない間もクロノはじっと側にいてくれた。クロノがいなかったら、異世界でこんなにも心を落ち着かせることはなかっただろう。

「落ち着いたか？」

「うん、もう大丈夫。もっと早くクロノの巣に入れてもらえばよかった。とっても居心地いいよ」

「ナコ、俺の『巣』気に入った？」

　クロノが心配そうに私に聞いてくる。改めて見ると、お布団の間には色とりどりの布やキラキラと光る石などが埋め込まれていた。これは飾っているのだろうか。

「ふかふかして居心地がいいし、キラキラしているのが綺麗だね」

　私が褒めるとクロノがダンダン、と足を鳴らして喜んだ。しかしその音で驚いたのかリディがやってきた。

「なに!?　どうしたの!?」

　血相を変えてきてくれたリディにもちょっと感動してしまう。

「リディ、あのね、家族になる『お試し』できないかなって思って」

「それでクロノと一緒に巣に入ってみることにしたの？」

「そうなんだけど」

「クロノ、温度調節は大丈夫？　ナコ、ほら、アイスの鉢植えを持っておいでよ。あれがあったら対処できるから」

「うん」

　リディの提案で部屋からアイスの鉢植えを持ってくる。クロノはちょっと嫌そうにしていたけれど、私も寝ていて熱くなりすぎたら困る。抱き着いたときも、しばらくは我慢できてもだんだんと熱くなってきていた。

「俺の巣の近くにアイスを置くのは嫌だ」

「でも、いざってときは冷やしてくれるんだよ。クロノ、ナコの安全のためだ」

「一番大好きな精霊はクロノだよ」

　クロノを落ち着かせるように言えば、クロノが私の顔の位置まで頬を寄せた。仕方なく私はクロノの頬にキスをして気を紛らわせた。

「なにかあったら笛を鳴らして。じゃあ、お休み。よかったね、クロノ」

　いつかに持たされた笛をリディから渡された。これで準備は万端だ。

「ナコはお腹側がいいか？　背中側がいいか？」

「んー……初めは背中側で」

　巣の中で横たわったクロノの背中にくっついた。これ、クロノが寝返りを打ったら即死だな。リディが笛を渡してきたわけがわかる。

「おやすみ、クロノ」

「うん……俺、嬉しい。巣に来てくれてありがとう。おやすみ」

　じんわりとした温かさに瞼が重くなる。今日は枕を濡らさなくて済みそうだった。早くからこうしていればよかった。

　そうして、私はその晩、懐かしい夢を見た。




「お母さん、なに作ってるの？」

「うふふ。どら焼きよ。お父さんの大好物」

「また？」

　時々、母は小さなホットケーキを焼いて自家製のあんこを挟んだどら焼きを作っていた。今思い返せば、父の誕生日や昇進祝い……喧嘩したときに作っていたように思う。

「実はね、プロポーズされたのがどら焼きを食べてたときなのよ。学生時代からお付き合いしてたけど、当時は私もお父さんも就職したばっかりでお金がなくて。お父さんが誕生日にお腹いっぱいどら焼きが食べたいって言うから、小豆を炊いて作って行ったの。で、もちろん大喜びして食べたんだけど、急に黙り込んでから『結婚してください』って言いだしてね。どら焼きを幸せそうな顔をして食べるのを見ていたら、私もつい『はい』って返事しちゃった」

　お母さんが嬉しそうにそんな話をする。青いネコ型ロボットが思い浮ぶエピソードだ。

「お母さん、あんこが焦げてるよ」

「あら、大変。火を止めなくちゃ」

「早く、熱いよ、お母さん」

「コンロが壊れちゃったのかしら……」

「熱いよ、早く……」

「お鍋を向こうに置いたらどうかしら」

「そんなのどうでもいいから、早く火を止めようよ、熱い……」

　──熱い！




　そこで目がぱちりと覚めた。

　熱い！

　目の前には赤い爬虫類の鱗。そうだ私、クロノと寝ていたんだった！

　体をクロノから遠ざけてアイスの鉢植えを探った。確か、こっちにリディが置いてくれたはず……。だらだらと汗が流れてくる。これは、寝るどころじゃない。

「アイス……お願い、冷やして……」

　アイスに冷やしてもらって、一息つく。クロノはまだ眠っているようだ。これは、リディが心配していたのもわかる。

「一緒に寝るのはまだ無理かも」

　クロノの巣から出ると私は体を伸ばした。枕とアイスの鉢を抱えて一度自室にもどる。朝はまだ早いけれどやりたいことがある。

　そうして私は貯蔵庫に向かうと小豆の代わりになりそうな豆を出した。貯蔵庫は時が止まるので浸水させて置いておくと、そのまま炊けるのである。鍋に豆を出して水で軽く洗うと水と花の蜜を加減して入れてコンロに火をつけた。いつもはクロノが火加減をしてくれるけれど、その辺にいる火の精霊に頼んでも火はつけてもらえる。軽く落し蓋をして豆を煮込んだ。

「どら焼きか……」

　両親の顔を思い浮かべると鼻の奥がつん、とした。あのあと、どうなったのだろうか。今私の体は召喚されてここにあるけれど、事故に遭って死んだ私は両親と対面しているのだろうか。それともあの地点で私の人生が終わり、召喚されたことで私はなかった存在になっているのだろうか。

　それでも、今まで育ててくれた優しい両親を私は大切に想っていきたい。どうか少しでも私のせいで悲しい思いをしないようにと願うしかできない。……自分のお店を開いて、一番初めのお客様は両親だと決めていたのに。

「泣いちゃダメ」

　感謝、しよう。きっと優しい人たちに出会えたのも、両親が私の幸せを願ってくれているからだ。

「花の蜜もいろんな種類を見つけていたんだよね」

　海の近くの花の蜜は琥珀色で蜂蜜の風味に近かった。どら焼きの皮に使うならこちらの方が合っているだろう。ベーキングパウダーのような膨張剤は見つからなかったので（どう説明していいかもわからなかった）卵を泡立てて対応することにする。上手く行けば蜂蜜の風味は粉の独特の匂いを打ち消してくれるだろう。

　一人娘で、甘やかされて育った自覚はある。母がお菓子や料理が好きだったから私もパティシエの道に進んだ。きっと、戻って死んでしまった私と対面するより、この異世界でなんとか楽しく生きている方が両親は喜ぶに違いない。それだけは断言できる。

　クロノやリディたちにも、いつかちゃんとお礼がしたい。今は母が作ってくれたどら焼きを思い出して作ってみよう。きっと心も満たされるはずだから。

　フライパンに種を流して大きさを整える。そうして次々とどら焼きの皮を無心で焼いていった。全部焼き終わって、片付けが終わる頃には豆が煮詰まってきていた。

　仕上げに塩を少しだけ加えて丁寧に混ぜながら焦げ付かないように注意した。

「うん、なかなかいいあんこになってる」

　初めてにしては上出来だ。少し冷ましてから皮であんこを挟んでどら焼きが完成した。小豆と違って豆が緑色だからずんだ風だけれど、味は変わらないと思う。

「なんか、いい匂いがしてきた」

　先に試食していると匂いにつられて起きたのかリディがキッチンに顔を出した。

「おはよう、リディ。起こしちゃってごめんね。急に作りたくなって」

「別に……キッチンはナコが使いたいときに使えばいいから。それ、なに？」

「ふふふ。これはね、どら焼きっていうの」

「どら焼き」

「お一つどうぞ」

　どら焼きを渡すとまだ寝ぼけ眼のリディがそれを口に入れた。もぐもぐ。そこで屋敷を揺るがすようなドタドタした音が聞こえた。

「あ……クロノが起きたんじゃない？　ナコが隣にいなくてきっと焦ってるんだよ」

「クロノが熱くって起きちゃったんだよね。一緒に寝るのは無理かも」

「ナコ！」

　キッチンを覗いたクロノは悲壮な顔をしていた（爬虫類顔だけれどたぶん）。

「おはよう、クロノ、どら焼き、お一つどうぞ」

「ナーコー！　俺、朝起きたら、ナコがいなくて、つぶしちゃったんじゃないかとか、いなくなっちゃったとか、いろいろ！」

「ごめんね、クロノ。途中から熱くなっちゃって。アイスに冷やしてもらったんだけど我慢できなかったの。目が覚めたからお菓子を作ってたんだ」

「そう……なのか。ごめん」

「いいよ。でも、一緒には眠れないかも」

「それは俺が頑張る。これは食べていいのか？」

「うん」

「ナコ、プリンも最高だったけど、どら焼きも美味しいよ！」

　先に食べたリディが感想を言って、慌てたクロノは大きい姿のまま一口でどら焼きを食べた。

「んぐっ。この姿のまま食べてしまった！　ああ～、でも、旨い‼　うまああい！」

　二人が私の作ったどら焼きを幸せそうに食べている。ああ、きっと母もこんなふうにプロポーズした父の顔を見たのだろう。

「あのね、いいよ」

「え？」

「私をクロノとリディの家族にしてくれる？　私、クロノと契約するよ。ふつつか者ですが、よろしくお願いします」

「ナコ……俺の巣、気に入らなかったんだろ？　いいのか？」

「熱くなったから出て行っただけだよ」

「あ、や、それが気に入らなかったってことでは……」

「でも、クロノは頑張るんでしょ？　もし一緒に眠れなくても家族にしてくれたら嬉しい」

「そ、そんな家族はあるのか？　俺、よくわからないけど結婚したら一緒に寝るものだと」

「私とクロノは異種族なんだから、絶対にそうする必要はないんじゃない？」

「ナコが結婚してくれるのは嬉しいけど、なんか、違うような……」

「まあまあ、クロノ、ナコが僕たちと家族になるって言っているんだからいいじゃない」

「とりあえず、もう一つどうぞ」

　どら焼きをすすめると今度はちゃんとチビになったクロノがそれを抱えた。リディも美味しそうに頬張ってくれた。

「これ、こないだのホットケーキと違って、なんていうかしっとりしてて、独特の香りとなかの豆の煮たやつがいい感じに口の中で合わさって美味しい」

　いつもはあまりしゃべらないリディもお菓子の感想は饒舌になる。

「俺もナコが香りが大事だって言ったのがわかるぞ！　ナコは最高だ！」

　二人が褒めてくれて美味しそうに食べてくれるなら、私もこの先幸せになれるような気がした。きっと母も父の美味しそうな顔を見て、そう思ったに違いない。現実逃避はやめてこの世界に向き合おう。リディにちゃんと教えてもらいながら、生きていく術を身につけよう。このとき私はやっと決心ができたのだと思う。

　そうしてクロノと契約を交わす心づもりをしたのだが、クロノが精霊の世界に里帰りすると言い出した。

「俺、やっぱり結婚したらナコと一緒に巣で眠りたいんだ。だから、色々と異種間での結婚のことを勉強してくることにする。きっと眠っている間の温度調節の方法も習得して帰ってくるから、待っていてくれ」

「うん。頑張ってね」

　クロノは元いた上級精霊の世界へと戻って行った。リディと顔を見合わせて、いつ頃帰ってくるのだろうと不思議がっていたら、次の朝に帰ってきたのだった。

「ただいま、ナコ」

「はやっ！」

　そうして私は正式にクロノと契約をして、二人と家族になることにした。








第六章　精霊王の誕生









「ナコとの結婚について色々と教えてもらってきたから安心してくれ。まずは結婚式をしよう。精霊の仲間に祝福をもらえば幸せになるらしいぞ」

　クロノは上級精霊の世界から戻るとさっそくお腹が減ったと言った。クロノのために朝食を用意する。鶏肉に近い肉に香辛料をたっぷりまぶして塩をかける。オーブンはないけれど、お肉を焼くクロノの技術は向上している。

「クロノ、お肉を丸焼きにして」

「よし、わかった。で、招待客は俺側だけになるが、それはまあ、仕方ないよな」

「ああ、うん……」

　レタスとキャベツの間くらいの食感の葉物野菜を水で洗って、シルフに水気を飛ばしてもらう。手でちぎった方がおいしくなるのはなぜだろうか。クロノに焼き終えたアツアツのお肉をお皿に置いてもらう。冷ましている間に作り置きしているクレープの種をフライパンに流して次々と焼いていった。お肉は少し冷めた頃にリディがナイフで薄めにカットしてくれる。野菜とクレープも隣に置いて朝食の出来上がりだ。

「クロノはジュースでいい？　水がいい？」

「今日はなんのジュースだ？」

「ええとリート（リンゴに似てる果物）」

「じゃあ、ジュース」

「リディは？」

「僕もジュース」

　クロノのジュースはお椀に入れる。クロノは食事も小さくなって食べるようになった。リディがお肉にナイフを入れると肉汁がお皿に溢れ出た。皮はぱりぱり、中は中央がほんのりと桜色で素晴らしい出来だった。

「それでな、招待客はたくさん呼ぶからナコはプリンやどら焼きを作ってくれたら嬉しい。キナコボーも喜ぶと思うぞ……ん、これも旨ぁーい！　この肉、最高だな！」

　クレープで肉と野菜を巻いたものを頬張りながらクロノがマシンガンのようにしゃべる。どうやらクロノは上級精霊の世界で仕入れてきた知識を基に結婚式をする気でいるようだ。

　それを聞きながらリディがカットしてくれた肉と野菜をクレープに包んで口に入れると肉汁が口の中いっぱいに広がった。シャキシャキした野菜と合わさって外側のもちもちした生地が堪らない。

「え、ちょっと結婚式にそのラインナップは……。というか、クロノ、『契約』するだけだよね？　結婚式ってするの？」

「結婚とは契約だぞ、ナコ。みんなに祝福してもらって素晴らしい式にするんだ。ご馳走もいっぱい食べたい！」

　精霊の結婚式って仲間をいっぱい呼んでご馳走を食べるってことかな。

「超ご機嫌だね、クロノ。でも結婚式は女性の憧れって聞くよ？　クロノの招待客だけ呼んでナコにご馳走だけ作らせるってどうなの？」

「あ、いや……しかし」

「結婚はいいとして、式はナコの希望で進めたら？　ナコはどう思うの？」

　暴走するクロノを心配したのかリディがそんな提案をしてくれた。口を挟もうにも勢いあるクロノを止められそうになかったので助かる。

「結婚式をするなら色々調べてから準備したいな」

「そ、そうか。すまん。式はナコの意見を尊重する」

「うん」

　少しシュンとしたクロノは可哀そうだが、私は派手なことは苦手なので式をするというなら相談して欲しい。しかし、こんなに興奮したクロノは初めてだ。少しクールダウンしたのかクロノは思い出したようにリディに話しかけた。

「そうそう、リディ。色々元の世界で聞いてきたんだが、俺たちサラマンダーは最高の伴侶のことを『とびきり甘いもの』と表現するらしい」

「は？」

「だから、リディが召喚したナコは俺の最高の伴侶ということなんだ」

「ちょ、ちょっと待って、クロノ、本気で言ってる？」

「そうだ。それにナコの肌は実際甘く感じる」

「待って、それは僕もじゃないか」

「だから、きっとナコはリディの伴侶でもある」

　よくわからない話を聞き流していたら私に話が回ってきていた。

「へ、どうしてリディ？」

「優秀で素晴らしいメスは多くのオスを魅了して当り前なのだ。黒持ちのリディはきっと祖先に精霊がいるし、まして俺とリディは認め合って契約しているから、ナコは俺たちの伴侶で間違いない。俺は俺より弱いオスとナコを分け合うつもりはないが、リディならいいぞ。一緒にナコと結婚するか？」

「ちょ、ちょっと、待って、話に追いつけない！」

　なんだか話がおかしな方向に進んでいる。どうして私がクロノとリディのお嫁さんになるような話になっているのか。リディと結婚するとなったら、所謂男女のする結婚になるではないか。

「僕はまだ結婚なんて考えたこともない……ナコのことは気に入っているけど、いきなりそんなことを言われても困る」

　リディの言うことはもっともだ。私だって『家族』にはなりたいけれど、恋愛もしたことがないのにいきなり結婚して夫婦は無理だ。

「別にどうするかはリディが決めればいい。俺はナコと結婚するからな。さて、ナコの料理も食べたし、結婚の準備をするから、しばらく部屋に籠る。立派な成体になるから、今度こそちゃんと待っていてくれ。一応鍵はかけておくが、一週間ほどは出てこないから。食事もいらないし、部屋にも入ってこないで放っておいてくれ。では、素晴らしい成体になって帰ってくる」

　そんなことを立て続けに言って、クロノは自分の部屋に入って行った。いつもなら私にぴったりとくっついているのに、本当にそれからクロノが部屋から出てくることはなかった。

　そのため、その後はリディと二人きりなわけで……。

「あの、お代わりいる？」

「うん……ありがと」

　クロノが『リディも結婚するか』なんて爆弾を落としていくから食事のときに互いに意識して、なんだかぎくしゃくした雰囲気になってしまった。

　リディは私より二つ年下でまだ十八歳だし、結婚なんて考えていなくて当たり前だ。それに、クロノからは国のお抱えの貴重な召喚士だと聞いている。ちょっと人見知りというかオタクっぽいけれど、でも見た目は抜群に美少年。耳や指とかについているたくさんのアクセサリーを見て、初めて会ったときはどんな不良かと思ったけれど、普段は大人しくて食事のときにしか部屋から出てこない。

　私と契約してくれて、ここに住まわせてくれて、生活費は全部彼に任せっきりだ。リディが活動的になるのは、私が泡だて器や蒸し器などの調理道具を作って欲しいときで、そのときは目を輝かせて私の話を聞いて作ってくれる。

　怒ったりしない優しい人だと思う。クロノがあんまり考えないで行動してしまうタイプで、リディはそれを黙って見守ってサポートしてる、という感じだ。二人がお互い信頼し合っているのはわかっていた。




「クロノ、部屋でご飯も食べないでなにしてるのかな……」

　さすがに三日目くらいに心配になって、朝食にリディに訊ねると、彼はうーんと考えてから言った。

「……脱皮？」

「え、脱皮？」

「とにかく、成体になるために部屋で体を作っている途中だと思う」

「一週間もご飯抜きだなんて大丈夫なのかな」

「僕も詳しくは分からないけど、ナコと結婚するのに頑張っているのは確かだから……その、どんな姿になっても拒否したりしないであげて欲しい」

「姿が変わるの？」

「今まで二回くらい脱皮したけど、体が大きくなると同時にちょっと体格もかわったりしたよ」

「あれ以上大きくなっちゃうの？」

「さあ……どうだろう」

「でも、クロノはクロノだから、驚かないで受け入れないといけないよね」

　召喚されたときを思い出す。大きなクロノを見て驚いて気絶までしてしまった。その後も親切にしてもらっていたにも関わらず、二度目も気絶……あのときのクロノの悲しそうな顔は忘れていない。

「ナコは本当にクロノと結婚してもいいの？」

「クロノが私を家族にしてくれるっていうのは素直に嬉しいよ。結婚っていっても契約するだけだろうし……リディと結婚ってなるとちょっと困っちゃうけど」

「……僕とは困るの？」

「リディだって困るでしょ？　私だってちゃんとした結婚はまだ考えたこともないよ」

「そうだね」

　それから気まずくなって、黙って食事を終えた。なんだかんだいつも大騒ぎしてくれるクロノがいないととても気まずい。いつもよりリディに距離を感じてしまう。

　──早く帰ってきてクロノ。

　召喚獣たちのお世話も引き受けながら、私はそう願った。




「ふう……」

　夜、枕を抱えてベッドの上でゴロゴロと寝転がる。夕食のときのリディの態度を思い出すとモヤモヤしてしまう。朝食に結婚の話をしてから明らかにリディの態度が冷たい。お昼だって部屋に持って行って済ましてしまったし、夕食も『ごちそうさま』と言って食べたらそそくさと部屋に戻ってしまった。

「私と結婚なんて考えたくもなかったかな……クロノが戻ってきたらもう『一緒に結婚するか』なんて言わないようにしてもらおう」

　最近はリディもずいぶん打ち解けてくれていた。心配して駆けつけてくれたり、いつもさりげなく気にかけてくれていたからだ。それなのに、また見えない壁ができたような気がする。こんなときクロノはいつも側にいてくれて、明るく私を励ましてくれるのに。

「はあ……」

　うつぶせになって、ベッドの脇にいるアイスをつついた。髪の毛を一本あげると口をパカリと開けて食べて、嬉しそうに体を揺すった。

「寂しいな……」

　いつもクロノにどんなに助けられているかがわかる。ちょっとだけ覗こうにも部屋には鍵がかかっていて一歩も入れない。そもそも脱皮を覗かれるのは嫌に違いない。

　収まっていた寂しい気持ちが湧いてきてしまう。あと数日でクロノが戻ってくる。そう思っても、涙がにじみでてしまう。

　スン、と鼻を鳴らして枕に顔をつけているとトントン、と遠慮がちにドアを叩く音がした。屋敷にそんなことをする人は一人しかいない。慌てて目元をごしごしと擦ってドアに向かった。

「リディ？」

「うん……眠れないんじゃないかと思って」

　心配そうな声にドアを少し開けて見るとリディがマグカップを持って立っていた。

「いい香り」

「気持ちが落ち着くお茶だよ」

「ありがとう」

「あの、悪かった」

「え？」

「結婚の話が出てからなんて言ったらいいかわからなくて。ナコが嫌だとかそんなのじゃなくて……」

「うん。わかってる。そんな大切なことを押し付けられたら嫌だもんね。クロノが戻ってきたらリディを誘わないように言っておくから」

「……そういうことじゃ」

「ん？」

「と、とにかくナコとの結婚が嫌っていうわけじゃないから」

「うん。ありがとう」

　マグカップを渡してくれたリディは顔を赤くして自分の部屋に戻っていった。私に冷たい態度をとったことを後悔して、心配してくれたのだ。

「ふふ」

　リディなりに気を使ってくれたのだと思うと心が温かくなった。リディのいれてくれたお茶を飲んで、それからはぐっすりと眠れた。




　そうして待ちに待った一週間が過ぎ……。

「ジャムもつける？」

「リディが塗ってくれるの？」

「……ついでだから」

「ありがとう」

　朝食を一緒に取っているとリディが私のクレープにジャムを塗ってくれた。あれからリディが常に気にかけてくれるようになった。なぜか寝る前に毎日お茶をいれてきてくれるので、寂しくて泣くこともない。これってリディなりの家族の予行練習なのかな。でも、嬉しい。そんな和やかな時間を過ごしていると、いきなり見知らぬ男がダイニングに入ってきた。

「ナコ！　待たせたな！」

「きゃあああああっ！」

「……誰？」

　真っ赤な髪をした超絶イケメンは全裸だった。





　　　＊　＊　＊






「せっかく一番にナコに会いにきたのにあんまりじゃないか！」

「クロノ、あのね、そういうことはちゃんと服を着てから言おうね。全裸でくるなんて変態もいいところだよ。ナコがかわいそう」

「え、かわいそう？」

「て、いうか、クロノ、成体が人型だったなんて僕聞いてないよ？」

　淡々と男二人が会話しているが、驚いた私は机の下にもぐってしまった。だって、いきなり全裸の男がやってくるんだもん！　怖いよう！

「それがな、伴侶が人型なら、お前はきっと人型になるって言われていたんだ。でも人型になれるのは精霊王と呼ばれる一握りだけだからな。まさか本当になるとは思わなかった。これで体温調節もうまくできるし、ナコと夫婦になれる！」

「クロノ……クロノなの？」

　リディとの会話を聞いていると、全裸の男はどうやらクロノのようである。どうやったらあんな姿に変わるのだ。

「ナコ、怖がらないで机の下から出てきてくれ」

　クロノらしき男が手を差し伸べてきたが私はとにかく目に入れないように自分の手で顔を覆った。

「とにかく、話を聞くので、服を着て！　もうヤダ！」

　男の人の裸をこんなに近くで見たことないのに、やめて欲しい。

「え、服？　なんでそんなことを」

「あー……そう言えば、クロノはいつでも全裸か……。あのね、人はみんな服を着てるでしょ。クロノだってずっと僕やナコを見ていて知っているじゃないか」

「ああっ！　ああああっ！　失念していた！」

　そうして人型クロノはドタドタと去って行った。あの走り方はクロノに間違いない。

「ひ、人型ってなに!?　リディ、クロノは人になったの？」

「あー……うん。そうみたいだね」

「ちょっと待って、その、あの……あの姿で結婚するつもりなのかな」

「あー……うん」

　とりあえず、姿は違えどクロノなら拒否はしてはいけない。一旦受け入れよう。

　でも、今さら人型になったので結婚は無理ですなんて言えない。クロノがドラゴンだから、側にいるだけって、契約するだけだって、思ってて……なんていうかそこには大きな越えられない壁があったというか。

「まさか、私と家族って……一般的夫婦の関係とか、考えてないよね？」

　年下のリディに相談することじゃないかもしれないけれど、もしそうならどうしたらいいの？

「そんなに急にクロノが変わるとかないでしょ」

「そ、そうだよね……」

「うん」

「急に、まさかね……」

「……」

　リディは答えてくれたけれど、なんだか歯切れが悪い。そうして私とクロノの結婚は暗雲立ち込めるものとなってきたのだった。




「ナコ！　リディの持ち物から大きそうな服を探してきたぞ。これで俺も立派な人型だ」

　エッヘンというクロノはいつものクロノだったのでホッとした。『見た目は大人、中身は子供』有名な名探偵の反対である。拒絶ダメ。頑張って脱皮したんだから。これは赤い髪のイケメンだけどクロノ……。

「うん、すごいね」

「でな、早速で悪いんだが、お腹がペコペコなんだ。なんか食わせてくれ。俺、ホットケーキがいい」

「わかった……」

　そう言えばクロノが部屋に閉じこもったあとに、生命草の粉を入れたホットケーキを焼いたのだ。あれをクロノに味わわせてあげたい！　さっそく私はキッチンで用意を始めた。人型になったクロノには慣れないけれど、その行動はまさしくクロノに間違いなく、エプロンをつけて手を洗い、私のすることをじっと眺めていた。

「あ、クロノ。卵を割ってもらわないとダメなんだけど、その姿でも割れる？」

「ん？　もう成体になったから自由自在なんだぞ。ほら」

　そう言うとクロノは右腕だけをドラゴンの手に変化させて、硬くて大きな卵の殻をガツンと割った。いつものクロノ！

「え。前の姿に戻れるの？」

「戻れるぞ。もちろんチビにも。でも、ナコといるときは人型でいたい」

「どうして？」

「今までは手が細かい作業に向いていなかったから手伝えなかったし、かぎ爪がナコに当たらないようにしていたんだ。この姿だったら存分にナコを抱きしめることもできる」

「へ？」

　頭がその意味を理解する前に、私は後ろからクロノに抱きしめられた。完全にフリーズした私の頭にすりすりとクロノが頬を擦りつけた。

「夫婦になるんだから仲良くするんだぞ。それが円満の秘訣だと聞いた」

「そ、そう……」

　彼氏いない歴＝年齢の私には夫婦円満の秘訣など宇宙からのメッセージ並みにちんぷんかんぷんである。どうにか元の姿に戻ってもらえないだろうか……とは言えない。

「手が止まっているぞ、ナコ。俺も混ぜるのをやってみたい」

　私からボールを奪ったクロノが卵を泡立て始めた。し、心臓が破れそう……。しかしなんというパワー……電動ホイッパーより早く泡立てられる。ついでに生クリームもお願いしよう。そうしてフワフワのホットケーキをたっぷりの生クリームで堪能したクロノは上機嫌だった。

　──しかし私の試練はまだまだ序の口だった。




「ナコ、俺の巣においで」

「え、あの、クロノ？」

　ホットケーキを少し早めの昼食にして済ませ、後片付けをしているとクロノに誘われた。

「成体になってからナコの様子が変だぞ。前みたいに抱き着いてこなくなった」

「……」

　改めて見ると鮮やかな赤い髪と金色の瞳はドラゴンのときと同じ色彩だ。だからといってドラゴンならできたことも、人型には憚られる。こんなイケメンに抱きつく勇気なんてこれっぽっちもない。しかし、前と変わらないように接しないと……きっとクロノはがっかりするだろう。

「お腹もいっぱいになったし、俺の巣で昼寝をしよう」

「あー……いや」

「嫌なのか？」

「眠くないっていうか……」

「さっき欠伸していたじゃないか」

「えと……じゃあ、ちょっとだけ」

　いささか強引なクロノに押されて巣に連れて行かれる。助けを求めるようにリディに視線を向けたがなんとも言えない表情だった。

「さあ、ほら、おいで」

　さっさと巣に入ったクロノはポンポンと私にも横になれと自分の隣を叩いた。うう、そこに行くと密着されそうな気がしてならない。これは、やっぱりもう少し慣れるまで元の姿に戻ってもらおう。クロノにお願いしようと、とりあえず言われるままにクロノの隣に寝転んだ。

「クロノ、あのね……」

　顔を上げるとクロノもこちらをじっと見つめていた。

「唇も指で触れてみたかった」

　横を向いたクロノの指が私の唇にフニ、と触れた。

「えと」

　そのまま唇の形を確認するように指が動く。ただならぬ色気をクロノから感じて心臓がバクバクと音を立て始めた。

「やわらかくて、可愛い……俺のナコ」

　指が口内に侵入して舌に触れた。驚いて唇をギュッと閉じて指を押しだすと、クロノが少し笑って自分の指を口に含んだ。

「そして、とびきり甘い」

　こ、これはなんていうか。ダメな雰囲気！

「あのっ」

「愛してる、ナコ」

「う、うん……」

「ナコも俺のこと好きだよな？」

「う、うん……」

「よし、結婚してしまおう、ナコ」

　そのとき、ガバリとクロノが私の上に乗り上げて腕の中に閉じ込めてしまった。

「え？」

「あのな。結婚の契約はナコの破瓜の血でいいらしい」

「破瓜の血？」

「ナコは番ったことはないよな？　ええと、なんと言うんだっけ。ああ、処女だよな」

「んん!?」

「つまり、交尾……セックスすれば俺と契約できる」

「ええええええっ……」

「さあ、繋げ方は教わってきたから俺に任せろ」

　つ、繋げ方ってなに!?　クロノが当然のように私の服を脱がせようとするのを必死で抵抗した。待って、今、胸を触られてるの!?

「クロノ、ダメ、ちょっ」

「ははは、ナコは本当に可愛らしいな。ここもやわらかい」

　クロノは上機嫌で私の頬にキスをした。

「口づけも、求愛には重要だと聞いたぞ」

「はっ、ん、んんーっ！」

　胸を掴んでいるクロノの手を必死で抑えていたら、簡単に唇を奪われてしまった。ええ、これ、ファーストキス！　ちょ、ええーっ！

「ナコの舌はとろけるような感触だな。癖になりそうだ」

「ふえっ」

　二回目のキスがやってきて、今度はなんとしてもと口を閉ざして抵抗する。すると笑ったクロノが私の鼻をつまんだ。

「ぷはっ」

　空気をもとめて口が開くと容赦なくまたクロノの舌が唇から侵入して私の舌を追いかけた。ザリザリと擦られるとなんとも言えない気分になる。

「クロノ……ダメ、まって……」

「ナコはどこもかしこも甘い……まさに俺のとびきり甘いデザートだ」

　クロノの唇が私の唇から離れて顎を伝って首をくすぐる。これは、クロノ。クロノなのだ。いつもねだられて私の方から鼻先や頬にキスをしたこともある。だから平気なはず。

「ね、クロノ……クロノ……まって」

　必死で懇願してもクロノは止まってくれない。人型になってもクロノだから、今拒絶したら傷つけてしまうかもしれない。そう思うと強く拒否できない。

「巣の中でのメスの『ダメ』と『待って』は『もっとして』という意味だと聞いた」

　そ、それは違うと思う！

「ほんとに、待って、クロノ……」

　胸元をはだけさせられて、必死で服を押さえると今度は太ももを撫でられてしまった。

「甘い……ナコ……もっと食わせてくれ」

　いつも私を助けてくれて、褒めてくれて、大好きなクロノなんだけれど、でも……！

「クロノ！　怖い！　怖いから！」

「こんなに可愛いナコを早く俺のものにしないと、気が気じゃない……」

「ね、ねえっ」

「はあ……甘い……」

「クロノってば……お願い……」

　上半身を裸にされてしまい、いたるところを舐められまくる。クロノとはわかっているつもりでも、こんなことされると怖い……。

　だんだんと私を押える力が強くなったクロノに抵抗できなくなっていた。もう、どうしようもないのかと諦めて力を緩めそうになったとき、部屋のドアがドンドンと叩く者がいた。

　その音にやっとクロノが顔をあげた。そして、なにやら頭を押さえている。

「……わ、わかった、わかったから、今開ける」

　急に拘束が解けてクロノが立ち上がってドアに向かった。私は急いで脱がされた服を手繰り寄せた。

「ナコを巣に連れて行ったと思ったら！」

「リディ、だって、こういうことはオスがリードして、ちょっと強引なのがいいって聞いたから……」

「あのさ、ナコが心の中でなんて思っていたか教えてやろうか!?　『怖いけど、クロノを傷つけたくない』ってずっと我慢してたんだよ！　僕だって強い思念が飛んでこなかったら二人の邪魔するようなことはしない！」

「が、我慢……」

　ドアの入り口で二人が言い争っているのを聞いてホッとして涙が出た。リディが私の心の叫びを聞いて、助けにきてくれたんだ……。そう思うとぽろぽろと涙が出てきた。クロノがそんな私を見て固まっていた。

「ナ、ナコ！　そ、そんなに怖かったのか……」

　拒絶したかったわけじゃない。でも、怖くて仕方なかった。でも、どうにかクロノには嫌いになったのではないと伝えたかった。

「あ、あのね、私、こういうの、いきなり無理で……クロノは大好きだけど、人の形のクロノは慣れてないし、お、男の人に押さえつけられたり……こ、怖い……」

　私の言葉にクロノがショックを受けているのが分かった。そんなふうに悲しませるつもりはなかったのに……。そう思うとまた涙がポロポロ落ちた。

「ごめんな、ナコ。俺、ナコが可愛くて可愛くて。甘くて、美味しくて我慢できなかった」

「私、クロノと結婚して、こういうことをするのは想像してなかったの」

「え……」

「クロノは精霊でドラゴンだから、その、夫婦のその、こ、行為とかは無理だと思ってたし……」

「そんな……」

「正直、人型とか、考えてなかった。でも、でもね……クロノが『家族』になってくれるって言ってくれて、本当に、本当に嬉しかったの」

「ナコ……」

「わ、私、怖がりだし、痛がりだし……でも、そうしないとクロノと家族になれないなら、こ、怖いけど頑張る……」

「あ、いや、俺が悪かった！　ナコを誰にも取られたくなくて、強引にしてしまった。お願いだ、嫌いにならないでくれ」

「嫌いになんてならないけど、元の姿に戻ってくれる？」

「わ、わかった！」

　やっとお願いをして、クロノは元のドラゴンの姿になってくれた。せっかく私のために成体になったと喜んでいたのに申し訳ない。けれど、いきなりいろんなことは受け入れられそうになかった。クロノは私に嫌われると思ったらしく、少し離れてブルブル震えていた。私はゆっくりと近づいて、そっと背中にいつものように抱き着いた。

「クロノ、ナコも僕も『結婚』をそこまで深く考えてなかったんだ。ただ、クロノと『家族』になるための契約なんだと思ってた」

「俺は何回もナコに大好きだって、愛してるって、言った……」

「うん。ごめんね……。私も大好きは大好きなんだけど、それは、家族の意味で」

「家族と夫婦ではなにが違うんだ？　大好きは大好きで、愛してるは愛してるじゃないか」

「う、うーん……」

「クロノ、ナコを責めないでよ。僕が提案することじゃないけどさ、今は人型になってナコにとってクロノは知らない人の外見なんだよ。それなのに急に色々されたらびっくりして当然でしょ。お互い誤解もあったんだし、歩み寄ればいいんじゃないの？」

「歩み寄りか。じゃあ、しばらくは元の姿で我慢する。ナコは俺の人型の姿に慣れてくれ」

「うん。それなら……」

「温度調節もできるから、夜は巣で寝てくれ」

　クロノがずいぶん譲歩してくれて話は収まった。……収まったのかな。

「あのね、クロノ。私がいた世界ではまずは好きな人と恋人になってから、結婚して夫婦になるの」

「恋人」

「うん……」

「わかった。じゃあ、その『恋人』がどういうものか教えてくれ。俺は『夫婦』で『家族』になりたいからな」

　クロノの意思は固いようだった。私はクロノ（人型）と恋人になんてなれるのだろうか……。

　そうして恋も始まらないうちに、精霊というつかみどころのない存在と結婚に向けて恋人になることになったのだった。








第七章　初めての恋人とフルーツケーキ









「おはよ……」

　ぽかぽかとする幸せな温度で目が覚める。温度調節ができるようになったのは本当だったようでクロノの巣は快適だっだ。

「どうだ、俺すごいだろ。ちゃんと一緒に眠れたよな」

　目を開けるとクロノがじっと私のことを眺めていた。きっと無事に隣で眠れるか観察していたのだろう。

「うん。よく眠れたよ」

「じゃあ、ナコは俺の頬にチューしてくれ」

「うん……」

　ねだるクロノに近づいてその大きな頬にキスを贈った。クロノが嬉しそうに体を揺する。さて、今日の朝ごはんはどうしようか。なんだか甘いものが食べたい気分になって、色々なフルーツのコンポートを作ってあったのを思い出す。クロノにクリームをホイップしてもらおうかな。そろそろクレープではなくてパンも欲しい。こちらの世界の料理も誰かに習いたい。そのあたりはリディに相談してみなければ。クロノの巣から立ちあがって自室で着替える。部屋を出るといつものようにクロノが待っていた──人型で。

「さあ、ナコ、行こう」

「う、うん。あの、クロノはその姿になるの？」

「ナコが慣れるまでは夜はドラゴンの姿になるが、昼間はこっちがいい」

「そ、そっか。慣れないといけないもんね」

　人型のクロノはドキドキするので心臓に悪い。

「リディが羨ましかったんだぞ」

「え？」

　クロノはポツリとつぶやいて私の手を取った。キッチンまでの廊下は長くもないのに、手を繋ぎながら歩くのはとても長く感じた。




「このクリーム入りのクレープは人をダメにする食べ物だよ」

　クロノの人型にも少し慣れた頃、朝食のテーブルでリディがそんなことを言いだした。

「どうしたんだ、リディ、いつもナコの作るものはべた褒めするのに」

　べた褒めはクロノも同じなんだけれど、私も不思議に思った。

「僕、今日は城に行きたくない。屋敷でナコのお菓子を食べて読書する」

「今日は城に行く日だったか……でも、行かないと城の連中がこっちにきてしまうんだろ？」

「……うう。僕、自分のテリトリーに人が入ってくるのは嫌なんだ」

　リディはこの屋敷に自分と契約した以外の生き物は入れたくないらしい。選ばれた行商の人間が荷物を持ってくるだけだ。

「でも、今日は行きたくない……」

　どうやら仕事に行きたくないようだ。そんな気分の日ってあるなぁ、と同情する。

「クリームのクレープを持って行ったらいいじゃないか」

「クリームが溶けちゃうし、そもそも全部食べちゃったでしょ」

「……お弁当、作ろうか？」

　しょんぼりするリディに提案すると二人がガバッと私の方を見た。

「お弁当？」

「持ち運べるようなお菓子……そうだ、そろそろ干していた果物がドライフルーツになっているんじゃないかな。……ケーキを焼いてみようと思ってたんだけどフライパンで焼けるかなぁ……」

「ケーキ……」

「それ、美味しいのか？」

「フライパンを重ねてクロノに焼いてもらおうとか思ってたけど。リディ、この世界の料理人を一度紹介してもらえないかな。できれば習いに行きたい。オーブン……扉つきの窯を作りたいの」

「え？　う、うん。じゃあ、城で聞いてくる。本当に持って行けるお菓子を作ってくれるの？」

「うん。あ、でも時間ある？」

「待ってる」

「上手く焼けるかはわからないんだけど……」

「待ってる」

「じゃあ、すぐに焼いてみるね。クロノ、お手伝いしてくれる？」

「俺のもあるよな？」

「もちろん」

　そう決まるとリディはお城に行く準備をし始めた。私は朝食の後片付けをしながらフルーツケーキを作る準備に取りかかった。ケーキに使おうと思っていた粉は、ホットケーキにも使った一番白くて粒子が細かい粉だ。多分、強力粉よりは粘りがないので中力粉くらい。できれば薄力粉のサクサクふわふわ感が欲しいがまだ理想の粉とはめぐり合えていない。

　干していた果物数種類をさいの目状に小さく切っていく。今日は手に入れたバターを使うことにした。乳製品は意外に豊富だけど、どのミルクかによって風味が違った。私が選んだものは一番癖のないものだが発酵バターのような香りがしている。焼き菓子に合うと信じたい。

「俺が混ぜる」

「うん、頼りにしてる」

　バターに花の蜜を入れてクロノが混ぜてくれる。その間に粉を振るって、割ってもらっておいた卵を白身と黄身に分けた。クロノのパワーはすごくて、すぐにクリーム状のバターが仕上がった。そこに黄身と生命草の粉、お酒を少し入れてから粉を合わせると、今度は白身を泡立ててもらう。しっかり角が立つまでになったら粉を合わせた生地と三回に分けて混ぜる。ドライフルーツは半分混ぜ合わせ、半分は上に飾り付けた。

　フライパンに合わせて敷いた油紙の上にできた種を流し込み、ダッチオーブンのようにもう一つのフライパンを重ねた。これでうまく焼けるといいのだけど。あとはクロノに炎で包むように焼いてもらい、砂時計を二回ひっくり返して時間を計った。

「いい匂いがしてるぞ」

「一旦開けてみるね」

　ミトンをつけてそっと蓋にしていたフライパンを開けた。バニラとフルーツの香りが混ざった湯気がふわりと立ち上がる。あたりに広がる甘い匂いを嗅ぎながら、くしを生地にさして焼け具合を確かめると上手く中まで焼けたようだった。

　表面の焼け具合も申し分なく、膨らみも十分。これは成功かも。

「もう食べられるか？」

　そわそわと小さくなろうとするクロノが可愛い。こんなところは人型でも変わらない。

「もうちょっと冷ましてからね」

「わかった」

　フライパンをそのままコンロに置いて放置して冷ますことにする。その間にリディがお城に持って行けるように箱を用意した。

「ところでリディはどんなお仕事をしているの？」

「リディの仕事か？　細かいところはわからんが、召喚の術式の研究とかだな。リディは優秀だから俺のようなすごい精霊も召喚してしまうし、契約できるんだ」

「召喚ってそんなに難しいの？　リディは簡単にしてるけど」

　それこそクロノの食事のほとんどはリディの召喚で賄われているのだ。多分私を怖がらせると思って見せないが、毎日普通に召喚が行われている。

「召喚は少しでも意思を持つ生き物に限るんだ。召喚士の呼びかけに答えるわけだからな。ゆえに知識が浅かったり力が弱いものは召喚したと同時に、食べられてしまうことだってある。契約しなければ一定時間で消えるが、その間危険なものを召喚してしまったら身を守らなければならないし、変なものと契約をするとそれも命取りだ」

「変なものって思われたら私も契約してもらえなかったかもしれなかったんだ……」

「ナコは見るからに可愛らしいではないか。無害なのはすぐわかった。それに、今から思えば俺の伴侶だと、どこかで感じていたのかもしれない」

「そ、そうなの？」

「どのみちリディがちゃんと条件付けして召喚しているのだから危険なものはこない」

「クロノはリディを信頼してるもんね」

「黒持ちは精霊に好かれると言っただろ？　それはな、色々な色が混ざっているからだ。多分リディはどこかで精霊の血が入っている。きっと俺たちに近い」

「そう言えば、リディのご両親は？」

「リディが話したくないことは聞かない。ただ、俺は一度も見たことはない」

「……そうなんだ」

　それ以上は詮索してはいけない気がして聞くのを止めた。

「もう、冷めたか？」

　箱にどうやって入れようかと悩んでいたら、クロノが何回も聞いてくる。まだほんのり温かいけれど、味見くらいは許してあげよう。私も確認したい。フライパンから紙ごと取り出してケーキをカットする。小さめに切った切れ端を見せるとクロノがいそいそとチビクロノになって味見をした。私も同時に口に入れる。ふわり、と少し癖のあるバターの香りが果物とお酒の香りと上手くマリアージュして鼻に抜けた。フワフワと柔らかく焼きあがった生地もいいし、つぶつぶとしたドライフルーツの触感も楽しい。

「う、まーい！　ナコ、もっとくれ！」

「あとはもう少し冷めてからね」

「ナーコー！」

「……もう」

　駄々をこねるクロノに端をカットして渡すと小さな手でケーキを掴んで頬張っている。はあ、チビクロノはこんなにも可愛い。

「ナコは天才だなぁ。作るものぜーんぶ旨い。俺、幸せ」

「そう言ってくれたら私も嬉しい」

　テーブルの上で小さなケーキを抱えながら食べているクロノを横目で見ながら顔が緩んで仕方がない。リディ用のケーキを箱に収めてから残りをクロノ用にカットした。

「リディ、できたよ」

　丁度出かける準備ができたリディにケーキの箱を渡すと、リディがすぐに箱を開けて中を確認した。

「なにこれ、美味しそう過ぎるんだけど」

「それがな、めっちゃ旨いんだぞ」

「一つ、今食べてもいい？」

「え。食べちゃうの？」

「我慢できない。いい匂い」

　そのままリディはケーキを一切れ口に入れた。

「なにこれ、フワフワ。甘い、美味しい！」

「リディ、持って行くんでしょ？」

　もう一つと手を伸ばすリディに慌てて箱のふたを閉めるとリディがとても悲しそうな顔になった。うう、クロノも可愛いけれど、リディも可愛い。

「このケーキは時間を置いたらしっとりするの。だから、お仕事が終わった頃に食べたらきっともっと美味しいよ」

「……そうなの？」

「うん。そうだよ」

「リディ、ほんとだぞ。俺も一切れで我慢したからな」

　クロノにも言われてリディが閉めた箱をじっと見つめた。

「じゃあ、楽しみにする。ナコ、ありがとう」

　やっと納得したようでリディはお城に向かって行った。残ったクロノは人型に戻って私と後片付けをしてから召喚獣たちの世話を焼いた。こっちの姿は未だにドキドキする。粗方の用事が済むとクロノは私と手を繋いだ。

「ナコ、恋人ってなにをするんだ？　早く恋人をしよう」

「ええと、するものっていうか……とりあえずケーキを持って今日は外で食べない？　こんなにいい天気だもの」

　外を見るとオクトたちが干した洗濯物が風に揺らいでいた。今日も張り切って洗濯物をしてくれている。

「外で？」

「ダメ？」

「ダメじゃない。ナコとなら楽しそうだ」

　これって、デートかな……デートっぽい。かごにケーキとお茶の入ったポットを入れてクロノが持ってくれる。反対側の手は私の手を握っていた。見上げるとキラキラと赤い髪が日の光で綺麗に輝いている。私を見る金色の瞳が優しく細められると心臓が跳ねてしまう。

　クロノは本当に私と夫婦になりたくてこの姿になったのかな。そう思うとなんだか落ち着かない気分になる。

「ここで食べる？」

「いいのか？　よし、食べよう！」

　丘の上に見えていたハート形の葉が茂る大きな木の下に、屋敷から持って来たマットを敷いた。ポットのお茶を注いでケーキを出すとクロノが待ちきれないという顔をしていた。

「さあ、食べていいよ」

　チビになるかと思ったらクロノはそのままの姿で食べるようだった。慌ててフォークを渡すとクロノが首を振った。

「どうしたの？」

「食べさせてくれ、ナコ」

「え？」

「俺たちサラマンダーは特別なごちそうは互いに食べさせ合うんだ」

「そうなの……」

「手でいい」

　フォークでケーキを刺そうとするとクロノがそう促した。

「はい」

　ケーキを手で取って口を開けているクロノに差し出した。ぱくりとそれを口に入れるともぐもぐ食べるクロノが可愛い。ちょっと、人型にも慣れてきたかな。

「ナコも」

　今度はクロノがケーキを手に取って私の口元に持って来た。アーンと口を開けるとケーキが口の中に入ってきた。焼きたてよりしっとりとしたケーキが口の中に広がる。

「ナコは天才だなぁ、こんな旨いものを作るんだから」

「私の世界の先人が作ったこれまでのお菓子の歴史のお陰かな……。私はそういう知識を借りてるだけだから」

「はは。前にリディも同じようなことを言ってたぞ。『僕の召喚の技術はずっと伝承された知識のお陰』だって」

「リディの召喚の知識は私と比べられるようなものじゃないよ。あっちは本物の天才だもの」

　リディの部屋の掃除をしたが、あそこにある本の山は分厚いし、文字が細かいし、恐ろしい量だった。しかもリディはそれをすべて読んでいると言った。

「あーあ、もうなくなってしまった。ナコのお菓子は旨くてすぐ食べてしまう」

　口の端に付いたケーキをナプキンでぬぐってあげるとクロノがこちらをじっと見た。

「次は倍の量を焼く？　ああ、でもフライパンの大きさがあるから……やっぱりオーブンが欲しいなぁ」

「ナコ、もうちょっと甘いものが欲しい」

「もう、ケーキはないよ？」

「ナコを味わわせてくれ」

　その言葉に以前押し倒されたことが思い出された。

「な、なんかあれはダメ」

「怖いか？」

「こ、怖いし、クロノが暴走するもん」

「誓って口づけしかしない」

「や、だから、キスはまだ早いってば」

「じゃあ、どのくらい待てばいい？　ほっぺも鼻先もしていたじゃないか」

「それはクロノがドラゴンの姿だったから」

「べつに、この姿だって大して変わらない。じゃあ、この姿でもほっぺと鼻先で慣れてくれ」

　クロノが私に顎を突き出して強請ってくる。確かに今までドラゴンの姿でしてきたことを拒否するのは違う気がする。意を決してクロノの顔に近づくと私はチュッとほっぺにキスを贈った。

「今度はこっちだぞ」

　少し気分をよくしたクロノが自分の鼻先を指先でトントンと叩く。仕方なく人型の鼻の先にキスをするために肩に手を置いた。ほっぺもそうだけど、冷たい鱗の感触ではなく、人の肌の感触がする。さっさと終わらせようとちゅっとキスして離れようとするとクロノが私の体を自分の方へと抱き込んだ。横から乗り上げるようにしていた私は簡単にクロノの腕の中に入った。

「ク、クロノ!?」

「ナコ、なにもしない。少しだけこの姿で抱っこさせてくれ。俺、たくさんナコを抱きしめたかったんだ」

「えと……」

「早く慣れてくれ、ナコ。可愛い、俺の伴侶」

　恥ずかしいので、もうクロノの顔を見ないようにその胸に顔をうずめた。クロノの心臓の音が聞こえて、親しみを感じる。私だけがドキドキしているわけじゃないみたい。そうしていると私の前髪を上げて、額にキスをしたクロノはそのまま横たわった。

「ちょっと昼寝しよう。夜はちゃんとドラゴンの姿になるから」

　私は顔を埋めたままコクリと頷いた。恥ずかしくて顔が真っ赤なことは自分でもわかっているし、顔を上げる勇気はない。

「愛してるよ、ナコ」

　そう言われて、なんだか複雑な気分だった。私だってクロノが大好きで、多分愛していると思う。

「きゃっ」

「ちょっとだけ、な？」

　考え込んでいると、なにもしないと言ったくせにクロノが私の耳をカプリと齧った。口から心臓が出たらどうしてくれるのだ。ドキドキを落ち着かせようとしていると今度はぺろりと耳を舐められた。

「クロノ！　ダメッ」

　なんだか、それはちょっと、ゾクゾクしてしまう！　さすがにそれ以上は許す気はないとポカポカと胸を叩いて抗議する。怒った顔でクロノを見て……後悔した。

　金色の目が細められて、最高に美味しいものを食べているような顔をしている。

「ナコ、口づけだけ……」

「も、もうちょっとだけ待って……」

　このまま許せば食べられてしまう。そんな危機感を感じてクロノの迫りくる唇をかわした。恋人になって進んで行けば、ゆくゆくはクロノを受け入れられるかな……と少し不安になった。




「生のフルーツだと水分が多くて、美味しいけど持ち運びには向いてないね」

　あれからフルーツケーキは進化していた。長方形の簡単な金属の型をリディに作ってもらってお鍋の中に入れ、フライパンをふたにしてオーブンの代わりに焼くことにした。生地の真ん中にへらで溝を作って焼くと見た目は完璧にパウンドケーキになる。ケーキに入れたら美味しいドライフルーツもだんだんとわかってきて、私のフルーツケーキのレシピも完成間近である。

「クロノ、指、指食べちゃってるから！」

　あれからリディがお城に行く日はハートの葉の木の下でクロノと互いに食べさせ合うのが決まりのようになっていた。時々クロノは私の指まで食べてしまうことがある。『ナコは甘い』となぜだか私が甘く感じるようなので、そのままペロペロされてしまう。指の先を舌で触れられると、なんだかムズムズして落ち着かないので早めに手を引いた。

「ナコ、俺一週間我慢した」

「う、うん」

「口づけさせてくれ」

「……」

　ずっとねだられていたけれど、もう少しと引き延ばしていたからクロノがしびれを切らしている。キスはなんだか食べられてしまうようで少し怖い。でも、これ以上はクロノも我慢ならないようだ。

「大丈夫だ、ゆっくりするから」

「うん……」

　観念して目を閉じると額にキスされて、そのまま頬にキスされる。鼻先にきた唇が下りて、かすめるように私のそれに軽く触れた。

「怖いか？」

　ピクリと肩が揺れたのを気にしてクロノが聞いてくる。思っていたより怖くはない、ドキドキして心臓が口から出そうなだけだ。首を横に振って目を開けるとクロノの顔が目の前にあった。以前とは違って私を気遣っている瞳だった。なんて愛おしそうに見ているんだろう、と思うと心臓がキュンと掴まれたような気がした。

「ナコは、可愛いな」

　クロノの唇が再び口の端に触れる。優しい、優しいふれあい。クロノが私を大切にしてくれるのがひしひしと伝わってくる。そんな気持ちに答えたくなってクロノの服をギュッと握って自分からキスをした。

「っつ」

「ご、ごめんなさいっ」

　勢いよくキスをすると私の歯がクロノの歯にこつんと当たった。──地味に痛いし、下手すぎる。

「ナコから口づけしてくれたのか？」

「う、うん」

「……嬉しい。早く慣れるようにいっぱいしよう」

「クロノ、あの……」

　クロノに抱えられながらゆっくり体を倒される。起き上がることも許さないというようにクロノが私の顔じゅうにキスをしてきた。

「さあ、口を開けて味わわせてくれ」

「口は……」

　舌を合わせるようなキスはまだ早いと思ったけれど、クロノは有無を言わさず口の中に舌を差し入れてきた。息が上がって頭がぼんやりする。口内をクロノの舌が擦り上げると体が震えた。深いキスから浅いキスへ。唇を軽く吸われて歯列を舌でなぞられる。クロノのキスを受け入れると頭の中がしびれて体の奥が熱くなるのが分かった。なにかが、体の奥から湧き出てくるようなジワリと広がる感覚……。クロノにされることすべてが嫌じゃない。むしろ幸せを感じる。

「ナコは甘い……俺のとびきり甘い伴侶。大好きだ」

「うん……」

　私も大好きだ。

　その日から食後のキスも加わって、少しずつ、私とクロノの関係は進んでいった。




「ナコ、無理してない？　嫌なら結婚も止めていいんだよ。僕が説得してもいいから」

　だんだんと慣れてきた頃にリディが心配して私に聞いてくれた。リディには言っていないが昨晩は人型のままのクロノと眠った。

「ああ、うん。大丈夫。私……クロノのこと好きだから」

「ナコのＳＯＳはあれ以来聞こえてこないから大丈夫だとは思ってるけど、強引なことされたら拒否していいから」

「あの、あのね。、クロノは優しいし、いろいろ頑張ってくれてる」

「ならいいけど。じゃあ、今日も僕は城に行ってくる。ケーキありがとう。明日は夕方ごろ帰ってくるから」

　その日もリディはケーキをもって城にお仕事をしに行った。最近はケーキを持たせるのが当たり前になっている。国外からの来賓があり、おもてなしも兼ねるパーティーに参加するために城に泊まるらしい。それが終わって落ち着けば城の料理人も紹介してくれることになっていた。

「さて、今日は野菜の収穫をしておかないと」

　リディを見送った私は畑に向かった。クロノは召喚獣たちに餌やりしてから合流する予定だ。野菜と果物の分け方はここにはない。甘いのは果物、甘くないのは野菜が基本のようだ。

「ナコ、餌やりは終わったぞ。お、今日はオクトたちがこっちにきたのか」

「うん、手伝ってもらってる」

　収穫したいものを指差すとオクトたちが楽しそうに埋まっている野菜を抜いてくれるので助かる。基本彼らにとって家事は遊びのようなものだ。収穫し終わった野菜をウンディーネに洗ってもらい、屋敷に運ぶ。召喚獣たちが手伝ってくれるので力作業はない。

「次はなにを植えるんだ」

「リディが種をくれたよ」

「ナコにいいところを見せようと土の精霊のノームが張り切って成長が早いから、一度にたくさん植えなくてもいいな」

「水やりもウンディーネがしてくれるし、助かるね。いつもありがとう」

「そうやって感謝するから精霊たちが喜ぶんだ」

「召喚獣たちもみんな、優しいから大好き」

「一番の『好き』は俺にしてくれよ、ナコ」

「う、うん」

　クロノが後ろから引き寄せて私を抱き込む。恥ずかしくて耳から湯気が出そうだけど、どストレートな愛情表現がクロノらしい。作業が終わるといつもの木の下で昼食をとることにした。野菜とお肉をクレープで包んできたものとドライフルーツのケーキ。お弁当の中身はリディと同じである。やっぱりお米がなくてもパンは欲しい。やっとうまく果物を水につけたものが発酵してきたので、そろそろパンに挑戦してみようと思う。母がしていたように皮だけではうまく発酵しなかった。変な匂いになったり、泡がでなかったり、ここまでくるのにもなかなかの苦労だった。

「ん……」

　ケーキを食べさせあってから昼食後はクロノとキスをする。深いキスにも慣れてきた。なによりキスの間、私の後頭部を撫でるクロノの手が優しくて好きだ。

「甘い……俺のナコ」

「クロノ……」

　食べるように唇でおおわれる。まるで本当にクロノのデザートになった気分だ。

「トロトロになってるナコ可愛い」

「ふ……」

　散々キスされて力が入らない。ふにゃふにゃになった私をクロノが可愛い、可愛いという。体を預けてクロノに寄りかかると頭を優しく撫でられた。

「もう恋人にはなれたか？」

「うん……」

　クロノとするキスが好きだ。心がホカホカになる。心臓は掴まれたみたいに締め付けられてしまうけれど気持ちがいい。まともに恋をしたことはないから、これが本当の恋かどうかはわからない。でも私の人生でこんなにも大切にされて、愛してくれる人はきっともう現れないんじゃないかと思う。

　そういえば本田先輩がよく言っていたな……『彼氏とずっと一緒にいたくて、くっついていたい』って。それが恋心なら私はクロノとずっと一緒にいたいし、くっついていたい。燃え上がるような『あなたなしでは生きていられない』っていうのは想像できないけれど、ただ、隣にいるだけで嬉しいっていう関係もいいのではないかと思う。

　──ドキドキはしてしまうのだけど。

　私と大好きな恋人とのキスはフルーツケーキの味がした。








第八章　愛ある一週間の始まり









　リディが城に泊まるので夜はクロノと二人だった。クロノの巣の中に枕を入れて寝ると快適なことが分かってマイ枕を持ち込んだ。当初クロノは私と契約を焦るあまりにセックスを迫ったが、イチャイチャできれば特にそういうことがしたいというわけではないようで、あれからは寝ていても抱きしめられるくらいで平穏な日々だった。

「ナコ、おやすみ」

　クロノの手が伸びてきて私を後ろから抱きしめる。ふと今日はそんな気分になって、クロノの方を向いてみようと体を反転させた。

「あれ？　クロノ、喉の部分が黒いよ？　青あざ？　ぶつけたのかな」

「ナコ、なんだか、体が落ち着かない」

「え？」

「ま、まずいかもしれない。ナコ、一緒に寝るのはやめよう」

　あんなに巣に誘っていたくせにクロノが私を拒否したことに驚いた。

「急に、どうして？」

「たぶん、発情期がくる。ナコが側にいたら、自分を止められる自信がない。きっと前みたいに途中でやめることは無理だ」

「発情期……？」

「ナコ、本格的に始まる前に自分の部屋に行って鍵をかけてくれ。で、リディが帰ってきたら、一週間ほど俺の部屋にはナコを近づけないでくれと言ってくれ。食事もリディに頼むから。さあ、ナコ、行ってくれ」

「クロノ……」

「早く、行くんだ」

　クロノが自分の体を抱くように腕を交差した。それを見て私は枕を持ってクロノの部屋を出た。言われたように自分の部屋に行き、鍵をかけるとしばらくして、クロノの部屋の方から唸るような声が聞こえてきた。私に無理をさせたくなくて、クロノは一人で発情期を耐えてるってことなのかな……。苦しそうな声が聞こえる。

　どうしたらいいんだろう、と思うと同時になぜ自分がこんなに落胆しているのか考えてみた。クロノが私を求めなかったことにがっかりしたのではないだろうか。クロノはこの状態のまま、一週間も一人で頑張るのだ。

　好きな人がいたことはある。でも告白なんてしたこともないし、されたこともない。いつもいいな、と少し盛り上がっても時と共に消滅してしまうくらいの想いだった。恋人を作って愛し合うなんてことは、自分とは遠くの世界で……憧れはしても手の届かないもののように感じていた。──セックスなんて未知で怖い。でも、クロノならきっと優しくしてくれるに違いない。それに、私が伴侶だと言ってくれた。遅かれ早かれ伴侶になるのなら、今、大切な人を見捨てるなんてどうかしている。

「ど、どうなるかわからないけど……」

　私は決心して再び枕を抱えてクロノの部屋に向かった。

　パタンとクロノの部屋に入ると人型のまま巣の中で、体を丸めて脂汗を流しているクロノがいた。

「クロノ」

　呼びかけるとクロノがぼんやりとこちらを見た。

「ナコ……どうして戻ってきたんだ……早く、自分の部屋に戻れ」

「私、クロノと発情期を過ごして、結婚する」

「え？」

　巣に入り、私はかがんでクロノの鼻先にキスをした。

「怖いんじゃないのか？」

「クロノなら、大丈夫……だと思う」

「止めてやれないぞ」

「うん……止めないでいいよ」

　そう言うとクロノが私の頬を両手で押さえて唇を奪った。そのまま押さえつけられて、深いキスが続いた。

「……っはあ」

「ナコ、愛してる」

「うん。私も愛してるよ。待って、服も脱ぐよ」

　体を起こすと私はパジャマを脱いだ。下着はどうしようかと悩んで、でも決心が鈍らないうちにと全部取り去った。

「味わって、いいか？」

「うん」

　クロノの唇が私の顎から首へと下りてくる。ちゅっちゅっと味を確かめるように肌を吸われるたびにくすぐったいような、焦れるような気持ちになった。クロノの指が私の胸の先に当たると「ん」と声が出てしまう。するとクロノがクニクニとそこを刺激した。

「可愛い胸の先が食べてくれと言ってる」

　いじられて立ち上がった胸の突起をクロノがぱくりと口に入れてしまう。味わうように舌で丁寧に刺激されて息が上がってしまう。ヤダ、変な感じがする。

「は、はっ……」

「ナコ……俺のナコ」

　両胸を寄せられて両方の突起を舌で舐められると、じわりじわりと体の奥が熱くなるのが分かった。やがてその舌は私のおへそのくぼみに沈み、更に下へと向かって行った。

「ここは美しい黒だ」

　そんな風に下の毛を表現されると思っていなかったので驚いてしまう。確かに髪とは違って染めていないので黒いままだけど……恥ずかしい。茂みに指を入れたクロノが私の下半身を探る。優しく撫でる指が往復するたびに私の体から分泌液が溢れてくるのが自分でもわかった。

「こうすると蜜が溢れてくるのか」

　指を動かしていたクロノは私の足を広げた。私の下半身に顔を埋めるようにしたクロノの頭を恥ずかしくて両手でつかんでしまった。

「クロノ、そんなに見ちゃ、恥ずかしいよ」

　私が訴えてもクロノは動かず、そして、そこを舐めだした。

「……甘い」

「や、やあっ……ん、んんっ」

　誰にも見せたことがない場所をクロノの舌が這いまわる。未知の感覚が体を支配して、クロノが与えてくる快感に力が入らない。

「気持ちいいか、ナコ」

「はううっ、ああっ」

　ぺちゃぺちゃと長い舌が敏感なところを往復する。止めどなく蜜は溢れ、それをすするようにクロノが口を動かした。

「や、な、なんか、変、変になっちゃうよ」

「大丈夫だ、ナコ、愛してるから、変になっていい」

「そ、それ以上したら、あっ、あああっ、んーっ」

　ひと際感じる場所をぢゅるりと吸い上げられて、せりあがってきていた快感がはじけた。くたりと体の力が抜けると、それをクロノが支えてくれた。

「ナコ、もう限界だ。繋がらせてくれ」

「うん……キスして、クロノ」

　いよいよクロノが私と繋がろうとした。怖いから見たくない。安心するようにキスをして欲しかった。クロノは少し余裕のないキスをして、私の足を広げた。

　私は覚悟を決めて目をつむる。ぐ、と生暖かいものが私の入り口に押し当てられたのが分かった。しかし、それは抵抗する私の入り口を往復してなかなか差し入れられなかった。

「ぐううはっ……あ……」

　唸る声が聞こえると、内ももに生ぬるいものが広がった感触がして目を開けた。するとクロノがばつが悪そうにこちらを見ていた。

「すまん、ナコ、気持ちよすぎて繋がる前に出してしまった」

　どうやら生ぬるかったのはクロノの精液だったようだ。じゃあ、もう無理なのかな？　と思っていると、クロノの股間にあったものがムクムク大きくなるのをうっかり見てしまった。ちょ、なに…アレ……。

「今度はちゃんとナコに入れるからな」

「あ、うん……」

　あんな大きなものが入るのだろうか。だから、見ないようにしていたのに。クロノの股間にある立派すぎるものがまた私の入り口を探る。あ、そう言えば……。

「赤ちゃんが……」

「赤子はもっと俺の体ができてからになる。それはおいおいな……。まずは契約だ。ナコ、もう、いいか？　ナコに受け入れられたい」

　メリ、とクロノが私に入ってきた。力が抜けたところを見計られたのだろう。

「はううっ」

　メリメリと少しずつ私の中をクロノが進んでくる。もう、いっぱいいっぱいで、これ以上は無理だ。

「ナコ、力を抜いてくれ」

　そんなことを言われてもどうやって力を抜けばいいかわからない。困り果てているとクロノが私の胸の先を指で押しつぶすように刺激した。

「はあ、はあはあ……」

　胸に与えられた刺激で受け入れる痛みが軽減される。そのままクロノはゆっくりと侵入してきた。

「くうううっ」

　もう、きっとすごく入っているに違いない、そう思って目を開けるとクロノと目が合った。金色の瞳が優しい仕草からは想像できないほどギラギラとしていた。

「まだ半分だぞ」

「ええっ」

　嘘だ！　と涙目になるときゅっと両方の胸の先をクロノが少し強くつまんだ。

「んんっ」

　その衝撃で体が跳ねたとき、クロノが一気に私の中に潜り込んだ。

「ナコ、ナコ！」

「……ったい……くうっ」

「偉いぞ、ナコ、全部、入ったからな……ああ、ナコはあったかくて、最高だ……」

　痛くて褒められても全く嬉しくない。唇を噛んでいるとクロノがそれをいたわるように、繋がったままキスをしてきた。そうじゃなくて、一旦、抜いてみようよ。

　ジンジンして、とにかくもう、無理……。

「クロノ……一旦……」

「このまま、しばらく馴らそうな。動きたいけど、俺、死ぬ気で我慢する」

「う、動く……？」

　なにやらクロノはクロノで我慢しているらしい。眉間に皺を寄せて必死なクロノを見ていると、こちらも頑張らないといけない気がして私は黙った。広げられ、潜り込まれている場所が気になって仕方がない。

「ナコはどこが気持ちいい？」

「気持ち……」

　正直、今そんな余裕はない。

「ここをいじると蜜が溢れたな……」

「え、んっ」

　クロノは繋がったまま、私の茂みを撫でながら入り口を探った。とりわけ敏感な箇所をいじられると、痛みではない焦れた快感が戻ってきた。

「溢れてきた。ここがいいんだな」

　ひとりで納得したクロノがくりくりと刺激してくる。慣れてきたのか、ジンジンしていた中の痛みがやわらいできた。

「ナコ、もう、限界だ。すまん……」

　クロノがいじっていた手を離して私の膝裏に手を入れた。そうしてやっとのことで入れたクロノの分身を私の中から引き抜いた……ように思ったら、

「ひうううっ」

　また、差し入れた！　そうして腰を私に押し付け、抜き差しし始めた。

「な、んんっ」

「ナコ、ああ、ようやく、ナコッ」

　パンパンと肉の打ち付ける音に合わせてクチャクチャと水音もする。体の中をかき回されて私の頭の中は真っ白になった。

「まっ……」

「愛してる、ナコ！　ナコッ！」

「だかっ……」

　クロノが私の名を何度も呼んだ。体を大きく揺さぶられて『待ってくれ』も『ゆっくりしてくれ』とも言える余裕はなかった。ガツガツと奥を突いてくるクロノは止まらなかった。

「ふうっ、ハア、アアッ」

「ああっ、俺のナコッ！」

　私の口からは短い喘ぎ声が漏れるだけ。暴走したクロノはいただけないけれど、必死な顔は少し可愛かった……。

「くううっ」

　終わりの見えない行為に体を揺らしていたが、唸るような声が聞こえてからぐっとクロノが私の腰に深く体を押しつけた。ハアハアとクロノの荒い息が聞こえる。余裕そうに見えていたけれど、そうではなかったようだ。しばらくしてズルリとやっと私の中から抜け出したクロノは私に言った。

「契約が完了した。これで、ナコは俺の伴侶だ」

　まだ震える体を持ち上げて、私も確かめる。私の秘所から溢れ出た白濁の中に契りによって出た血が混じっていた。

　しばらくそれを眺めているとポウ、とクロノと私の周りが光り出した。リディと契約したときに見たような魔法陣が浮かび出て、私とクロノを包むように回っている。

「俺はナコと永遠の愛を誓う。ナコ、同じように誓ってくれ」

「え？　あ、うん。ええと、私はクロノと永遠の愛を誓います」

　クロノに倣って同じように宣言すると魔法陣は回転しながら小さくなって消えた。

「これで、契約できたの？」

「ああ、そうだ。俺と、ナコは夫婦になった」

「あー……うん、そ、そうだね」

　確かに夫婦ですることをしてしまった。一仕事を終えたような妙な達成感がある。私、頑張った……。

「ナコ、それでな、悪いが発情期の間はあきらめてくれ」

「え？　なにを？」

「ナコにしか収めることはできないからな」

「嘘……」

　それから、本格的に発情期が始まってしまったクロノは、もう止まらなかった。

　何度も、何度も肌を重ね合い、明け方には私の体は悲鳴を上げていた。




「ナコ、口を開けて」

　裸のまま、シーツに包まってクロノにしなだれかかる。クロノは嬉しそうに私に果物を与えていた。どのくらい時間が経ったのかわからない。気づいたときには、ぼんやりしながら私は与えられた果物を咀嚼した。クロノは私に世話を焼くのが楽しいのか笑っている。

「僕がいないときに発情期が始まるとか……ナコが応えてくれてよかったね」

　どこかから声が聞こえて、それはリディの声に似ていた。疲れていて、眠くて仕方ない。自分の状況だとか、周りを気にすることもできずにもう眠りたくてしょうがなかった。

「ナコ、しっかり栄養を取らないと病気になってしまうぞ。ほら、もう一つお食べ」

　私が意識を手放そうとするとクロノが口にまた果物を詰め込んできた。私がそれを飲み込むと口の端からこぼれて顎に伝った汁をクロノがもったいないと言わんばかりに吸い取った。

「ん……ハア」

「こらナコ、そんな艶のある声を出したらリディが発情するぞ」

「クロノ、冗談が過ぎるよ？　誰が二人の世話をしていると思ってるんだよ」

「すまん、すまん。ナコが可愛くて、つい、な？」

「はあ。早めに屋敷に戻ってきてよかったよ」

「さすがに一人で乗りきるのは無理だったかもしれん。ナコが決心してくれてよかった」

「まあ……結婚おめでとう」

「羨ましいだろう。ナコは美味しいぞ。最高の伴侶だ」

「……だろうね。食べ物はここに置いておくから」

「リディも結婚したくなったらナコにプロポーズすることだな」

「……それは、考えとく」

　やっぱりリディの声だったのか……でも、彼がどうしてそこにいるのか考えられなかった。ただ、寄りかかったクロノの腹筋が揺れていたのが感じられた。

　クロノの発情期が終わったのはきっちり一週間後だった。








第九章　城のお抱え料理人









「あ、あの、そ、その」

「ナコ、ぼんやりしてたから気づいていなかっただろうけど、次の日から食べるものの世話をしてくれたのはリディだ。もう、俺たちが結婚したのは知ってる」

「え、そ、そうなの!?　そ、それは、あ、ありがとう……」

　待って、だとしたらベッドで服も着ないでクロノに寄り添っていたのを見てたというの？　リディとまともに顔を合わせられる気がしない……。

「どういたしまして。結婚おめでとう」

「リディ、それでな、これを指輪にしてくれ」

　小さな宝石をクロノがリディに二粒渡した。あれ、なんだろう。不思議に眺めているとクロノが爆弾発言をした。

「ナコ、リディに結婚指輪を作ってもらうからな。石はナコの破瓜の血でできたものだ」

　ブーッ！

　飲んでいた水を吹き出してしまった。そんな、生々しいものでできた指輪とか本気なのか。しかし、普通に受け取ったリディを見るとこちらの世界では当たり前なのかもしれない。

　は、恥ずかしくて死ねる。

　そうして頼んだ結婚指輪が出来上がった頃、リディが私に城の料理人を紹介してくれることになった。

「おそろいで、いいな」

　クロノがなにかにつけて私の手と自分の手を横に並べて指輪を眺めた。それは可愛いからいいのだが『伴侶』になってからは、更にクロノの独占欲が出てきた。どこへ行くにも一緒なのは当たり前、キスや抱きしめるなどのスキンシップもお構いなしになった。正直、リディの目の前でするのは恥ずかしいのでやめて欲しい。

「うん。おそろいで指輪もつけているし、私は既婚者だって誰からもわかる。だから、お城に行ってもいいよね？」

「俺はナコが城に行くのは嫌だ」

　せっかくリディが城の料理人に話をつけてくれて、色々教えてもらえることになったのに、私が城に行くことにクロノが反対するのである。そもそも私を屋敷の外に出したくないらしい。いや、本音を言えば自分の巣から出したくないのだろう。

　でも調理道具や材料など、もっといろいろなことを知りたい。そのためにこの世界での料理のプロに習いたいのだ。クロノと夫婦になって、私だってクロノのことが以前よりも特別に愛しい。だからこそ美味しいものを作って喜んでもらいたいのだ。

「クロノ、ナコは料理やお菓子を作るのが好きなんだ。それをサポートするのも良き夫なんじゃないの？」

　首を縦に振らないクロノにリディが説得してくれる。『良き夫』というキーワードにクロノの心が動いたようだ。

「むう。じゃあ、俺も行く」

「驚いた。城は煩わしいから行かないって言ってたのに……ナコの髪も伸びたし、黒持ちだって公表して、クロノの伴侶って城でアピールした方がいいかもね。それなら誰もナコに手は出せない」

「城は面倒だが、ナコが行くなら守らないといけないからな。『良き夫』として」

「ありがとう、クロノ。大好きだよ」

　お許しが出て嬉しくてクロノに抱き着く。喜んだクロノが私を抱き上げて左右に揺らした。

「……はあ」

　心なしか私たちが夫婦になってから、リディがお疲れである。加えてため息も日々増えていった。私たちがラブラブするのがうっとうしいのかもしれない。とはいえ、結婚の契約が済んだクロノはどこへ行くのもくっついてきてラブラブするがそれだけである。発情期にあんなに私に盛ったことなど嘘みたいだった。




「ナコ、巣に行こう」

　今夜も巣に誘われる。クロノは食べ物を堪能するとき以外は、ずっと人型で過ごすつもりのようだ。フカフカの巣に入ると後ろからクロノがギュッと抱きしめてくる。そうして、まず耳に舌を這わしてくる。ねっとりと動くクロノの舌に舐めあげられて、ジワリと広がる快感にどうしようもなく切ない気持ちになる。まるで私を食後のデザートのようにクロノは丁寧に隅々まで舐める。

「ああ……甘い。ナコ……」

　プツリ、プツリと前に回ってきた手が私のパジャマのボタンを外していく。下着は簡単にずらされて、すぐに素肌をさらしてしまう。背中を味わいながらクロノが私の乳首を指で刺激するとぷくりと立ち上がってくる。くりくりとそこをいじられると私の口からは甘えたような声が漏れ始めた。

「ん……はあ……クロノ……」

　時折、きゅっと摘ままれると体の奥が熱くなる。自分の子宮が切なくキュウキュウと収縮するのがわかって、蜜が溢れてくる。クロノの指が私の下の茂みを探って、敏感な粒に到達する。そうして溢れてきた蜜を入り口からすくい、指に絡めると粒をクニクニと刺激し、更に蜜を溢れさせる。

「や、ああんっ」

　濡れたヒダをクロノの指が往復して、たらたらと蜜が垂れだすと足を広げさせられる。両手でぱっくりとそこを広げられて、クロノが蜜を舌ですくい上げるように舐める。ジュルジュルという卑猥な音が私の耳に届いて、それは私を更に乱れさせた。

「気持ち、いいな、ナコ。ああ……溢れてくる。甘い……甘い俺のナコ」

　ジュプジュプと指を出し入れされて、入り口をすすられる。びくびくと私の体がしなってもクロノはしつこくそこを舌で刺激する。

「も、ダメ……クロノ、ね、やっ、くううん」

　快感に頭が真っ白になって弾けても、クロノは私の秘所を舐めることを止めてくれない。すぎた快感に体に力が入らなくなる。

　……でも。

　足りない。

　クロノが足りない。

　切ない奥をクロノで満たして欲しいと私の子宮は痛いくらい収縮した。

「クロノ……」

　しかし、恥ずかしくて「入れて欲しい」と言えない。すごく、切ないのに。体が火照って、求めているのに……。そうして、今夜も言えないまま。

「ナコ、ご馳走様。可愛かったぞ」

　満足したクロノは私の服のボタンをはめ直して、優しく髪を撫でる。うん……愛されてるとは思う……。でも。これって、発情期にしか挿入してもらえないってことなのかな。だって、クロノが入れる気配がない。

「あの……」

「愛してる。俺のナコ」

　そう言ってキスされるとそれ以上もうなにも言えなかった。発情期って次はいつなんだろう……。うう。この落差、なんなの。

　クロノに抱き込まれながら背を向けて、私は悶々とその夜も枕を抱きしめて過ごした。




「うわぁ。クロノ、めちゃくちゃかっこいい」

「そうか？　ナコも愛らしいぞ」

　リディが城に行く日、厨房で料理長を紹介してもらえることになったので、クロノを伴って行くことになった。人型になったクロノは前に仕立てたちゃんとしたスーツを着ていた。私もクロノが一番可愛いと言ったドレスを着た。二人で褒め合っているとリディが呆れたように見ていた。最近のリディは疲れた顔をしている。

「ねえ、もうさっさと行こうよ」

「リディもいつもかっこいいよ」

「え……ああ、うん」

　クロノだけ褒めたから機嫌が悪いのかな、と思ってリディもかっこいいと褒める。まんざらでもないようで、私と目が合ったリディは真っ赤になっていた。そして、自然に三人で手を繋ぐ。これはワープするのに必要なのかな。疑問に思いつつ、それが当たり前すぎて聞くことはできなかった。

　街に行くのとは違うルートで数回門をくぐってワープすると、今まで見たことのないくらい大きくて立派な門が目の前に現れた。門の上には時計が付いていて、どうやらその上には鐘もあるようだ。後ろを振り向くと広場があり、その中央には噴水があった。その場に私とクロノを残してリディが手続きすると、扉が開いて中に入れてもらえた。

　そこはまさに宮殿で、美しく整備された石畳の先には三つの入口があり、整えられた芝（？）を囲んだ広い道が三本伸びていた。リディはそのうちの中央の道を選んで歩いた。私はキョロキョロと立派なお城を眺めていたがクロノは興味もないようで欠伸をしていた。リディがまた手続きを済ませ、中央の高い塔に入る。

「ここがリディの職場？」

「ああ、うん」

　建物に入ると、みんなリディに頭を下げてから隣のクロノを見て驚き、更におまけの私を見て驚いていた。

「塔長、お話は聞いていましたが、ま、まさかそちらのお方は……」

「うん。精霊王になったクロノ」

「それで、その……」

「その隣にいるのはクロノの伴侶だよ」

「ひいいいっ、目も黒い黒持ちなんて初めて見ました！」

　塔長ってことは、リディはここで一番偉いのかな……驚く緑色の髪をした男の人はリディの秘書かなにかだろうか。

　城にくる前にリディに髪を切ってもらったので私の髪の色は黒に戻った。茶色く染めていた部分を切ってもらったので肩の長さになっている。──それもここで生活することの決意のような気がした。

「時間になったら王と謁見する予定だけど、その後は食堂に行く」

　リディが予定を一方的に告げた。みんな、食い入るように私とクロノを見ていて、興味があるのに聞けない雰囲気だ。挨拶しなくていいのかな、と思っているとリディが手を叩いた。

「説明とか面倒だから、一回しか言わないから。こっちは精霊王になったクロノ、でその伴侶のナコ。ナコは僕が召喚した異世界の人間だ」

　部屋の向こう側にいた数人も驚いた顔をしてこちらを見ていた。あの人たちも召喚士なのかな……。しかし、リディは私に挨拶させようなんて思っていないようで言いたいことだけ言ってさっさと奥の部屋に向かった。

「あの、僕はエビラ、と申します。よろしくお願いします、ナコ様」

「はい、ナコです。よろしくお願いします」

　緑の髪の人がひとなつっこい笑顔で私に挨拶してくれた。私も笑い返しているとクロノに腕を引かれた。

「ナコ、俺以外の男と不用意に話すんじゃない」

「ク、クロノ様、申し訳ありませんっ」

　挨拶しただけなのにクロノが不機嫌になる。俺以外って、リディは平気なくせに……嫉妬してくれるのは嬉しいが、メンドクサイことになりそうな予感がする。

　部屋に入るとエビラさんは退出して、机に座ったリディが書類を出してなにやらお仕事をしだした。やることがないクロノと私は部屋の中を見回していた。部屋はすっきり整頓されていてリディの部屋とは大違いだ。

　仕事をしているリディに本を読んでいるときとは違った新鮮さを感じる。綺麗な顔だと思っていたけれど、こうやって見るとかっこいいな。そもそもなにをやっているんだろう。

「ここではどんなお仕事をしてるの？」

　こそこそと聞くとクロノは欠伸をしてから私に説明してくれる。

「ここでは国外の召喚士とのやり取りなんかしているな」

「ふうん」

「他の召喚士たちに召喚術を教える役目もあるし、地形を配慮して国境を守るための召喚獣も召喚している」

「屋敷の召喚獣以外にも召喚しているんだね」

「屋敷の奴らは研究対象って感じだな。珍しいのばかり残しているから」

「じゃあ、私もクロノも研究対象？」

「言葉が悪かったな。研究といってもよく知りたいってことで、リディは懐に入れたものに愛着を持つ性質だからな。自分が召喚し、契約した生き物は大事にするし、俺とナコは特別に思っていると思うぞ」

「ふ、ふーん……」

「あとは書類仕事と国外との交渉だな。召喚士は国にとって大事な存在なんだ。この国が安全なのもリディが腕のいい召喚士で、強い精霊を召喚して契約できているからだ」

「それって、クロノのこと？」

「ふふん。俺は上級精霊、しかも精霊王になったからな。リディがこの国にいるだけで他の国から喧嘩を吹っ掛けられることもない。もちろん他の召喚士も城を守るために色々と召喚したりしているぞ」

「じゃあ、王様は国を守ってくれる召喚士を大切にしてるんだね」

「抱える召喚士の優秀さや数で国の力関係が決まってくるようなものだからな」

　思っていたより召喚士は国にとって大事なものらしい。交渉とは外交官のようなこともしているのだろうか。そういえば様々な言語の本もリディはすらすらと読んでいた。私よりも二つ下なのに、自分の親くらいの人たちも束ねてやっているなんてすごい。




「先に厨房でナコに料理人を紹介してくれ」

　じっと待つこと二時間……しびれを切らしたクロノがリディに訴えた。私もちょうどそう思っていた。それを聞いてリディは苦虫を噛みつぶしたような顔をした。

「僕だってそうしてあげたいけど、クロノが精霊王になって黒持ちの伴侶ができたから、王に紹介してくれって頼まれたんだ」

「王様……」

「大体、クロノが付いてくるって言うからこうなったんだよ。上級精霊が城にきているのに挨拶しない王なんていないでしょ。しかも、精霊王と呼ばれる人型になってるんだよ？」

　単に待たされているだけだと思っていたら、理由があったようだ。王様が挨拶しないといけないなんて、クロノはそんなに偉いのだろうか……不安になってきた。

　しばらくするとノックの音が聞こえて、王様からの使いがやってきたと告げられた。緊張した私に大丈夫だというように二人が手を繋いでくれたので、ぎくしゃくと歩きながらお迎えにきた近衛兵について行った。すごい、お城……ファンタジー……。

　しばらく歩き続けると美しく装飾された重厚そうなドアに行きつく。案内していた近衛兵さんがドアを守っている近衛兵さん二人にアイコンタクトすると、ドアが観音開きにゆっくりと開いた。促されるまま中に入ると、赤い絨毯の脇にずらりと壮年の偉い感じの人たちが並び、その先の階段の上に豪華な椅子に座る人がいた。あれが王様だろうか。椅子の両脇に二人ずつ、後ろにも四人騎士たちがいた。

　私たちが室内に入ると中の人が騒めいた。特にクロノを見て驚いているようだった。その次に私に視線が送られる。なんとも居心地が悪くてクロノの後ろに隠れた。リディが足を止めたので、私とクロノも足を止めた。王様は食い入るようにクロノを見ていた。

「まさかクロノ様が精霊王になられるとは」

　立ち上がった王様がクロノの方へ歩いてくる。リディが一歩下がって膝をついたので私もそうしようと思ったら、腰をがっしりとクロノに掴まれてなにもできなかった。不敬罪とか、大丈夫なのかな……。

　王様が片腕を上げ、胸を叩くように置くとクロノを見上げた。

「精霊王様、今後もブルックス王国に留まり、祝福をお与えください」

「驕らず、民のために尽くすというならこのまま祝福を与えよう」

「心して努めてまいります」

　なんとも偉そうなクロノを見ると本当に威厳があるように見える。これ、恋の力かな。クロノって本当にかっこいい。

「こちらは我が伴侶である。この意味、わかるな？」

「はい。素晴らしい伴侶を迎えられて精霊王になられたのですね」

　王がそう言うとクロノが嬉しかったのか鼻息を荒くした。これはいつものクロノっぽい。しかし、この部屋のみんなの視線が刺さる。『黒持ち……瞳も黒い』とザワザワと声が聞こえる。怖くなってクロノの服を掴むと腰にあった手に力がこもった。

「恐れながらお尋ねしますが、精霊王クロノ様の伴侶様は、もしや……」

「我が伴侶はリディが異世界より召喚した」

「……左様で御座いましたか」

「以後、我と同等に配慮いたせ」

「かしこまりました」

　そこで一層、ざわめきが起きた『なに、リディがまた』とか『異世界からきた花嫁か』とか……。

「召喚塔の長、リディ。そちには後で褒美を取らせよう」

「ありがたきお言葉」

「我が伴侶は食に通じている。この城へは知識を得に通うことになるだろう。さて、もう顔見せは済んだだろう」

「クロノ様」

「見世物ではない。退出したい」

「……承知いたしました」

　王様にそんなことを言ってもいいのかな、と思いつつ、私が怯えているのを察して申し出てくれたのだろうと感謝した。しかしこの場で一番クロノが偉いっぽい。もしかしてクロノって……そのとき、今まで王様の隣に控えていた白髪のおじさんが慌てて口を開いた。

「恐れながら発言をお許し願いたい！」

「クロノ様、よろしいでしょうか」

　王様がクロノにお伺いを立てると偉そうクロノが答えた。

「少しだけだ」

　その声でおじさんが話し出す。

「クロノ様が精霊王になられたこと、国を挙げてお祝いしたく存じます。祝いの席を設けますので是非出席していただきたいのです。も、もちろん伴侶様もご一緒に」

　その言葉にクロノがフム、と考える。ちょ、ちょっと、国を挙げてのお祝いなんて私、出席したくないんだけれど……。

「祝いか……まあ、いいだろう」

　え、いいの？

「ありがとうございます！　すぐに手配いたします！　クロノ精霊王様、伴侶様！　万歳！」

　ポカンとしていると一同万歳し始めた。ええーっ！　やめて、目立つの苦手なの！　涙目になっているとそっとクロノに背中を押されて部屋を退出した。

「ク、クロノ……国を挙げてのお祝いって……」

「なに、ナコ、みんなが祝ってくれるのだからいいだろ」

「え、でも、なんか、私はそう派手なことは苦手なんだよ」

「俺にくっついていればいいだけだ。美味しいものやプレゼントをもらえるぞ」

「でも……」

「ナコ、クロノは精霊王になったから、遅かれ早かれお披露目は行われる。我慢して受けるしかないよ」

「そんなぁ……」

「いろんな国の者がくるだろうから、ナコが欲しがっていた膨らし粉や珍しい粉なんかも見つかるかもしれない」

「……うう。ほんとにくっついていればいいの？」

「そうだ、ナコは俺の宝物だからな」

　クロノがなんでもないことのように言うので、大丈夫なのかな。珍しい食材や食べ物は是非見たい。

「あ、あと、クロノって、その……偉いの？」

　私の質問にリディがこちらを見た。

「クロノは存在するだけで諸外国の脅威からこの国を守っているんだ」

「守ってる？」

「クロノが本気で怒ったら大地を火の海にだってできるからね」

「ひいっ」

　なにそれ、まるで兵器じゃない。でも、そうか。もし争うことがあれば召喚士が様々な生き物を召喚して戦わせたりするだろう。だったらクロノみたいなすごい精霊や強い召喚獣がいる国はそれだけで有利なのだろう。なるほど、国を挙げて精霊王をみんなに見せびらかしたいわけだ。

「まあ、お披露目会ではナコはクロノの後ろに隠れていたらいいよ。それより食堂に案内するよ。料理長を紹介するから」

「うん……それはありがたいんだけど、あの、私がクロノの伴侶だって知られたら、身構えられてしまうんじゃないかな」

「ん？」

　私は山口先輩を思い出した。親の七光りを利用して横柄な態度だった彼に同情はしない。でもいつも遠慮されて自分にとって大事な意見も言ってもらえないなんて、かわいそうだと思っていたのだ。このまま私がクロノの伴侶だと紹介されたら、料理長は私に気を使いまくって接するだろう。私はこの世界の食事情を詳しく知りたいし、率直な意見も欲しい。

「なんていうか、ちゃんとした意見が欲しいの。だから、クロノの伴侶ってことは内緒にできないかな？」

「うーん……」

「ナ、ナコ……俺の伴侶だと公表するのはい、嫌なのか？」

「そうじゃなくて」

「じゃあさ、こうしよう。どうせクロノは心配でナコに付いて行くんでしょ？　だったら、前みたいに髪の色と瞳の色を変えて夫婦ってことで通ったらどう？　僕の知り合いってことにするから」

「夫婦……それならいいな、な！」

「うん」

　別に結婚していることを公表するのは問題ない。そうして私は召喚士の塔に戻り、魔法薬を使って髪の色と瞳の色を変えてから食堂を訪問した。




「料理長をしているオーレンです」

「ナ、ナコです。よろしくお願いします」

「女で料理人なんて珍しいな」

「ナコは遠い国から来ているんだ。常識も文化も違うからその辺は考慮して接してやって欲しい」

「もちろんです、リディ様。で、そっちの方は？」

「あ、こっちはク……ロ、ロン、ロンです。私の夫なんです」

「料理人なのですか？」

「ええと、心配性なもので……」

「旦那の方は見守っているだけだから気にしないでくれ」

「ええっ、付いてきてるだけなんですか？　気にしないでって……リディ様、無茶言わないでくださいよ」

「とにかく二人を頼むよ。色々と教えてやって欲しいんだ。ナコの知識はきっと料理長にとっても有益なものだと思うよ」

「俺も異国の料理には興味がありますが……」

「なにかあったら、ナコが持ってる笛を吹かしてくれ。じゃあ、僕は塔に戻るから二人とも後でね」

「ありがとう、リディ」

　私がリディにお礼をいうとオーレン料理長の眉間に皺が寄った。それからリディが食堂の厨房を出るとオーレン料理長が私に向き合った。

「おい、召喚塔の長を気安く呼び捨てするんじゃない」

　口火を切ったオーレン料理長にクロノが前に出ようとしたので慌てて腕で止めた。

「ロ、ロン、我慢して……」

　小さく私が言うとクロノがムッとしていた。

「わ、わかりました。よろしくお願いしますオーレンさん」

「オーレン様、だ」

「オーレン様」

「で、なにが知りたくてこんなところにきたんだ？　女がくるところじゃないってのに」

　急に横柄な態度になったオーレン料理長にドギマギする。お願いだからクロノを刺激しないで欲しい。

「あ、あの、やわらかいパンを作りたくて」

「はあ!?　やわらかいパンだと？　パンは硬いのが普通なんだ。はあ、くだらない」

「あと、色々な食材とか、調理法とか、教えて頂きたいんです」

「あー……めんどくせぇな。リディ様に頼まれたから引き受けたが、おい、サン！　こっちにこい」

　オーレン料理長は私によい印象は持っていないようで、あからさまに嫌そうな態度をとった。自分の部下らしき人を呼びつけると、すぐに厨房の奥へと消えて行った。『ナコになんて態度を』とブツブツ言うクロノの機嫌が悪くなっていくのが怖い。片手で押さえているが今にも飛び出していきそうな雰囲気だった。しかし、オーレン料理長に呼ばれたサンというヒョロリとした男の人は私たちに丁寧に挨拶してくれた。

「あの、料理長が失礼な態度をとってすみません。リディ様のお客様ですね。私は副料理長のサンと申します。他国からいらっしゃったとか。疑問に思うことはなんなりとお聞きください」

「なんだ、最初からこの男を出していればいいものを」

「ロン、黙って。ええと、私はナコと申します。こちらは夫のロンです。色々と教えていただけたら嬉しいです」

「はい。どういったものに興味をお持ちですか？」

「では、早速、こちらの調理道具を見せて欲しいです。特に焼き窯が見てみたいです」

「はい。かしこまりました。こちらです」

　サンに案内されて私とクロノは厨房の中に進んだ。入ってきた私たちを見てオーレン料理長が目を細めたが、それ以上は無視と決めたらしくなにも言ってこなかった。サンが見せてくれた焼き窯はピザ窯のようなもので扉がついていない。焼くときの温度は場所によって変えているらしい。なるほど、そうやって温度調節することも可能なんだ。構造をよく覚えてリディに相談しなければ。しかし、これだとパンには向いているかもしれないが、私が作りたいお菓子には向いていない気がする。試してはないが、シュークリームのシュー皮が膨らむとは思えない焼き窯だ。一番見たかったものを見せてもらって、あとは細々したものを見せてもらう。大抵はリディの屋敷でもそろえられている道具と同じだった。材料はさすが王族に料理を出すだけあって、粉も今までにないほど粒子の細かいものを使っていた。これは……。

「これは、もしかして片栗粉？」

「芋から作られる粉です。芋をすりつぶして水にさらし、下に沈殿したものを乾かしたものです」

　説明を聞いても片栗粉に違いない。日本で片栗粉といえば、本当の片栗を使ったものは少なく、ほとんどがジャガイモのでんぷんで作られている。

「この粉って分けてもらえますか？」

「すみません。それはリディ様を通してお願いした方がいいと思います。料理長がいい顔をしないですから」

「わかりました。じゃあ、それはリディに頼みます」

　片栗粉が手に入るのは大きな収穫だ。片栗粉で作れるお菓子もあるし、今使っている中力粉に片栗粉を混ぜたらもう少し粒子の細かい粉になるに違いない。つまり、薄力粉ができるということだ。これは偉大な粉の革命である。

「では、ここで作らせてもらうことは可能ですか？」

　私がサンに相談すると彼は快く了承してくれた。

「ナコ、なにを作るんだ？」

「あのね、クッキーだよ」

　ずっと思っていたけれど、きっとクッキーはクロノの大好物になると思う。私が材料を指定するとサンがそろえてくれた。卵はやっぱり貴重なようで、それだけはオーレン料理長の目を盗んで用意してくれた。

「これが植物から取れた油です」

　お城で使われている油は植物から抽出した油で、バターのように固まっている。匂いも癖がなく、ミルクから作られるバターよりお菓子に向いていそうだ。

　ボールに油を入れて甘味を加える。なんとここでお砂糖の代わりが存在した。甘い実を大量につぶして粉を作っているのだそうだ。『花の蜜』でいいと言ったら、花の蜜の方が驚くくらい高価で貴重なものだと教えられた。

　後でリディに言って分けてもらうリストにお砂糖も入れるとして、クッキー作りを続けた。粉に片栗粉を足したものを入れて、ひとまとめにする。本当は二時間は寝かせたいが時間を止める貯蔵庫に入れても意味がない。その上、私の変装の時間も三時間しかないので今日はそのまま窯で焼いてみることにした。棒で生地を薄く延ばす私をサンとクロノが面白そうに見ていた。型抜きする型はないのでコップを使って丸く抜いてみた。鉄板にそれらを並べて窯に入れる。火の調節をクロノに頼むと『こんなに火の精霊が協力してくれるのを初めて見ました』とサンが驚いていた。厨房で働く料理人は火の精霊を使う人がほとんどで、みんな赤い髪をしていた。オーレン料理長もサンももちろん赤い髪をしている。今まで普通にお願いしていたけれど、やっぱりクロノはすごい精霊なんだと改めて思った。

「そろそろか？」

「優しくね。うーん、もう少しかな」

　ほんのり表面がきつね色になると甘くていい匂いがしてくる。丸いクッキーの端がきつね色になったところで私は鉄板をだしてもらった。

「シルフ、冷ましてくれるかな」

　シルフにお願いすると鉄板を風で冷ましてくれる。私がシルフに頼んだのを見てサンが目を丸くしていた。

「え、ナコ様は風の精霊も助けてくれるのですか？」

　これも、当たり前ではなかったようだ。どうしよう、そういったことも学んでいないと屋敷以外では浮いた存在になりそうだ。なんとか笑って誤魔化したら『二精霊も扱えるなんてさすがリディ様のお知り合いだ』と感心されてしまった。どうやら普通はスイッチや蛇口など、きっかけを与えられているものを使うようだ。これは、気を付けないと。

「しかし、これはなんですか？」

「クッキーというお菓子です」

　焼きあがって冷ましたクッキーを先にクロノに渡す。それからもう一枚をサンに渡した。私も手で割って中を確かめてから一枚口に入れる。ホロホロと口の中で粉が溶けるように広がる。甘みもちょうどよく、なにより粉のサクサクとした歯ごたえが私の知っているクッキーのそれで間違いない。

「ナコ！　く、口の中で、消えた！　さ、サクサクして、甘い香りが鼻に抜ける！　舌の上に柔らかく広がるこの粉の甘みがなんとも、う、旨ーい！」

　なんていい具合に褒めるんだろう、私の旦那様！　大好き！　クロノにもう一枚渡すとハムハムとまた食べた。粉の風味がいいので生命草の香りがいらない。それに片栗粉（？）のお陰で繊細な食感がでている。

「こ、これは……こんな粉の配合を考えたことはありません。材料だって特別なものは……あの、ナコ様、これをあとで料理長に食べてもらってもいいですか？」

「窯を借りたお礼もあるからいいですよ。でも、リディにも食べさせたいので……」

「ええ、ええ！　二、三枚で構いません！」

　うまく焼きあがったクッキーを見て、やっぱり窯が欲しいと思う。でもやはり扉がないと中の温度を一定に、というのはむずかしそうだ。今日の収穫は窯と片栗粉とお砂糖だ。この三つを屋敷で応用すればやわらかいスポンジを作るのも夢じゃない。ケーキ型をなんとか作って、屋敷で……。

「ナコ……ナコ！」

　クロノに呼ばれてハッとした。いけない、もう時間が少ししか残っていない。

「大変、もう帰らないと。また、お邪魔してもいいですか？」

「え、ええ。できればもっとナコ様の知っている食べ物をもっと教えて欲しいです」

「もちろん。あとでリディに欲しいものを伝えるのでよろしくお願いします」

「わかりました。また、是非いらしてください！」

　サンに見送られて私たちは厨房を出た。途中オーレン料理長がちらりとこちらを見たので、ぺこりと頭だけ下げておいた。

「クロノ、リディの塔の場所わかる？」

　長い廊下に出ると、自分がどちらからきたかわからなくなった。

「ナコ、リディの居場所ならナコだって感覚を繋げればわかるぞ。頭の中にリディを思い浮かべてみればいい」

　そう言われてリディを思い浮かべる。あれ、なんだか目の裏に映る光の点が見えた。

「あっち？」

「そうだ。わかるだろ。緊急事態のときは頭は痛くなるがリディを思い浮かべて叫べばいい。ちょっとナコの体が耐えきれるか心配だが、リディが召喚してくれるからな」

「わかった」

　繋いでいた手をきゅっと握って見上げるとクロノもこちらを見ていた。

「ナコ、可愛いことをするとキスしてしまうぞ」

「うふふ、じゃあ、帰ったらね」

　そう言ったのにクロノは腕を引いて私を廊下の柱の陰に連れていった。

「我慢できない」

　クロノに壁ドンされて、唇を重ねる。短くキスして終わらせようと思うのにクロノは動く気配がない。

「誰か通ったら困るよ」

「ナコにその気がなくても、他の男に笑いかけるのは嫌だ」

「んっ……」

　ちょっと強引にまた唇を塞がれる。他の男というのはオーレン料理長やサンのことだろうか。ずっと隣でムッとしていたのはオーレン料理長の態度が悪かっただけではないようだ。嫉妬していたのかと思えば嬉しいが、あの程度で？　という気持ちもある。

「ナコ、もっと……」

　顎を引かれると簡単にクロノの舌を受け入れてしまう。くちゃくちゃと互いに舌を擦ると心地よさに頭の中が真っ白になる。大好き……大好きなクロノ……。

　はっ。

　クロノの指が私の耳をくすぐって、我に返った。ここ、廊下！　しかももう時間が！

「魔法薬が切れちゃう！」

　クロノの胸に置いていた手に力を入れて突っぱねると、ようやく顔が離れた。

「確かに髪の先が黒くなってきたな」

「うわっ、クロノ、早く、早く！」

　それから目を閉じて光の方へと急いで、無事にリディのいるところにたどりついた。塔に着くのと魔法薬が切れるのがギリギリで少しだけ焦った。




「これは、なんて食べ物!?」

　リディのところに行くと早速先ほど焼いたクッキーを渡した。厨房で食べたけれど、やっぱり三人で食べる方が美味しい。

「クッキーだよ。あのね、厨房にお願いして手に入れたいものがあるの。あと、やっぱり窯が欲しいんだけど、相談にのってくれる？」

「窯を作ったら、これが屋敷でも作れるの？」

「もっと美味しいものができるよ」

「僕、やるよ。さっそく厨房の窯の設計図を手に入れてくる！」

　そう言ってくれたリディが頼もしい。基本なんでも自分で作るという彼はすごい。それからリディが城に出勤する日は私とクロノも変装して厨房に通うことになった。








第十章　二人目の夫と舞い込む勝負









　城に通うようになって材料の幅も料理やお菓子の幅も広がった。屋敷では相変わらずパンの開発を頑張っている。やっぱり発酵が大切で、ずっと果物の酵母を試しているけれど、素人がその辺の酵母を増やして大丈夫なのかがわからない。リディは毒性に強い召喚獣たちに試しに与えたらいいというけれど……。とにかく膨らまないことにはなんともならない。窯も少しずつ材料を集めてリディが作成してくれている。そんなある日、リディが酷く疲れた様子で城から帰ってきた。




「ナコ、あーん」

「もう、クロノ、お腹いっぱいなんだって」

「もう一つだけ。そして俺にもくれ」

「しょうがないなぁ」

　ソファでいちゃつく私たちを横目にリディがため息をつく、いつもならなんだかんだ嫌味の一つでも言ってきそうなものなのに、お構いなしに私の隣にドカリと座った。

「あのさ、僕もナコと結婚したい。いい？」

「え？」

　リディの言葉に私の頭の中はクエスチョンマークでいっぱいになった。

「リディ？　突然どうした。城でなにかあったのか？」

「……今日、王に呼び出されて、クロノの伴侶を召喚して精霊王にした褒美に第五王女と結婚していいと言われた」

「リディが結婚するの？」

「したくないから、ナコに求婚してる。結婚して、ナコ」

「あのー……そんな理由で結婚するのはよくないよ。それに、私はもうクロノと結婚してる」

「クロノは僕も結婚すればいいって言っていたじゃないか」

「私の世界では一夫一妻制だし、リディはちゃんと好きな人と結婚した方がいいよ」

「生憎僕は第五王女を好きじゃないし、それを言うならナコの方が百倍好きだ。好きな人と結婚しろって言うならナコが好きだ」

「そんなふうに必要に迫られて告白されても……要は第五王女との結婚を断りたいから私としたいってわけでしょ」

「そんなんじゃない」

「いいじゃないか、ナコ。リディは優秀だぞ。それに美しい男だ。俺は構わない」

「なんでもかんでもすぐに嫉妬するのに、リディはいいの？　クロノが独り占めしてくれないの？」

「なに、ナコは俺に独り占めされたいのか!?　いや、それはかなり嬉しい。やっぱりリディは違う人と結婚してくれ」

「クロノはナコを一人で守ってるつもりなの？　考えるのが苦手なクロノの代わりに僕がどんなに苦労してきたと思ってる？　そんな薄情なことを言っていいと思ってんの？」

「あー……いやぁ。やっぱり、ナコ、リディとも結婚してやれ。俺たちはもうすでに家族なんだから」

「家族を守るための結婚ということ？」

「まあ、そうだな」

「うーん……」

　第五王女と結婚しないための名目だけの結婚かぁ。まあ、それならいいのかな。この先リディに好きな人ができたら離婚すればいいのだろうし……。

「お願いだよ、ナコ。僕もナコのことを大切にするから」

　リディをじっと見る。家族のリディ。困ったことがあるのなら助けてあげたいと思っている。たくさんの恩があるし、なによりいつも優しかった。ここは一肌脱ごう。

「わかった。でも、リディが嫌になったらすぐに離婚してね」

「うん」

　そうして、とても軽い気持ちでリディとも結婚することになった。私はなんの成長もしていない。クロノの結婚のときの二の舞になるなんて、このときは想像もしていなかったのである。




　夕食が終わっていつものようにクロノの巣に入ったときだった。部屋の扉を叩く者がいる──といってもこの場合リディしかいない。

「リディ、どうしたの？」

「結婚してくれるって言ったじゃない。ナコはＯＫしたでしょ。僕も混ぜて」

「え。混ぜる？」

「ほほう。リディもナコを味わいたいんだな。いいぞ。とにかく結婚してしまえ」

　簡単にリディを巣の中に招き入れるクロノと遠慮なしに入ってくるリディ。しかし更に驚く発言をされてしまう。

「僕もナコとセックスする」

　はっきり言われて理解が追い付かない。そもそも、そんなこと言いだすキャラクターじゃないよね!?

「あの、リディ？　こ、こういう行為は好きな人とね？」

「だから、僕はナコが好きなのっ」

　簡単にセックスと言ったリディが私への告白で赤面して横を向く。ど、どういうこと？

「だってリディは私との結婚は困るって……」

「ナコが先に僕とは嫌だって言ったんでしょ？　あのときからずっとモヤモヤしてたんだ。それに結婚は考えてないから困るって意味で、ナコとするのが嫌なわけじゃない」

「私だってリディが嫌だなんて言った覚えはないよ。クロノが人型になるだなんて思ってなかったから、契約だけだと思ってて……」

「じゃあ、ナコは僕のこと好き？」

　そう聞かれて改めてリディを見つめた。好きと聞かれたら……好きだけれど……。ど、どう答えたらいいの？　答えが見つからなくてぐるぐると考えているとリディが切り出した。

「毎日、毎日、ナコが僕に訴えてたんだ」

「訴えてた？」

「ナコ『入れて欲しい』って頭の中で切なく叫んでたじゃない」

「……」

　な、なんの話……ま、まさか？

「クロノに毎晩、舐められて、何度もイかされて、でもクロノが入れてくれないってボヤいてた」

「イヤーッ！」

「ナコ、そうだったのか？」

　リディの暴露に思わず叫んでしまった。う、嘘だと言って！　あの思いがリディに届いてたの!?　ま、ま、毎晩!?

「僕も好きな女の子が切なく訴えてくるのを声だけ聞かされて辛かった」

「まさか、クロノとの毎晩のやり取りはリディに筒抜けなの？」

「ナコが絶頂に達するときや、クロノに切なく訴えてるのは聞こえてきてたよ。お陰で僕はムラムラしっぱなしで欲求不満」

　……クロノに舐められて、『挿入いれて欲しい』って心の中で叫んでいたのをリディは聞いていたってこと？　ちょ、ちょっと、私、軽く死にたい……。

「ナコを堪能するのは可愛いし、美味しいし、楽しいが、種付けは発情期だけでいいからな……。結婚してしまった安心感からか普段は勃たないし。申し訳ない、ナコ」

　急に話に入ってきたクロノがシュンとして謝る。そうじゃない、謝って欲しいとかじゃないの。お願いだから余計なことを言わないで欲しい。

「うううっ」

「そうか、ナコは挿入いれて欲しかったのか。じゃあ尚更都合がいいじゃないか。リディは人族だから、いつでも生殖活動が可能だ。存分に入れてもらえばいい」

　自分の恥ずかしい欲求を暴露されて言葉を失くしたときだった。

「え、なに!?」

　クロノが後ろからいつものように耳を舐め始めた。前方にいるリディはもう服を脱ぎ始めている。

「ス、ストップ……あっ、や、やあんっ、ク、クロノ……」

　流れるような動作でパジャマを脱がされて上半身を裸にされてしまう。隠したいのに腕を後ろから掴まれて、動けない。羞恥に下を向くけれど、リディの顔はすぐそこにあった。

「セックスが好きな人とする行為なら、僕はナコとしたいんだから十分ナコのことを好きってことになるよね？　ずっと、キスもしたかったし」

「え？」

「ははっ、俺とナコがイチャイチャするのを羨ましそうにしていたからな」

「黙ってよ、クロノ。ナコ、僕もナコの夫にして」

「でも……」

「一生懸命美味しい料理やお菓子を作ってくれるのも、いろんな異世界のものを教えてくれるときのキラキラした笑顔も、その、好きなんだ……」

　切なそうな顔をしたリディが近づいてきて、目をつぶった。するとやわらかい感触が唇に当たる。クロノに教え込まれたキスで誘うように口を開けてしまう。それに気づいたリディが舌を差し込んできた。

　私、リディとキスしてる……。リディは私のことが好きなんだ。

　私は？　不思議なことにリディとその先を想像しても嫌な気はしない。むしろこのキスもドキドキするけれど心地いい。

「ナコはこうすると甘く鳴くんだ」

「んんーっ」

　リディとキスをしているのにクロノが乳首をいじってくる。

　こんなの、困る！

　しかし、背中も舐めあげられてもう、息も絶え絶え、体に力が入らない。

　私が感じるところを知り尽くした舌が背中を舐め上げる、今度は前方にいるリディの唇が鎖骨を伝ってから乳首にたどり着く。

「う、嘘、リディ……」

「気持ちいい？　ずっと、ナコの心の声だけで一人でしてたんだ。羨ましくて、辛かった」

　そう告白してリディが私の乳首を甘噛みする。心の声で興奮していたと聞いて、ときめくなんて私もどうかしてる。

「や、あっ、ん」

　今度はペロペロと舐められて、時折吸われた。そのたびに体がしなり、蜜が溢れてくる。するとそれを確認するようにクロノが指を這わせた。ヒダをかき分けるように指がいやらしく前後するとクチャクチャと止めどなく蜜が零れた。親指で敏感な粒を刺激しながら太い指を差し入れられる。膣なかが擦られると体が熱くなってきて、切なく体の奥が収縮した。

「リディ、ナコの準備ができたぞ」

　あちこち二人に刺激を与えられ、私は涙目になっていた。後ろからクロノに膝裏を抱えられて足を広げられ、リディに秘所がさらけ出される。ちらりと見えたリディのそれは、大きく上を向いていた。

「ナコ、大切にするから」

　リディの切ない声が聞こえてくる。ここまでされて、もういろんな感情を投げ出した。クロノとリディが望むなら、これが最善である気がしてきた。

「リディも愛していいの？」

　決心してクロノに聞くと笑われて、頬にキスされた。

「心配しなくていい。甘くて、可愛い俺たちのナコだ」

「私も、リディとクロノを大切にする」

　私が納得したのを見てリディが体を近づけた。熱く硬くなった昂ぶりを愛液でべとべとになった入り口に押し当てられた。数度、ヒダを行ききしたそれはぐっと入り口を割って入ってくる。もう、切なくてトロトロになっていた私の膣なかはリディを嬉しそうに飲み込んだ。

「熱くて、気持ちいい……」

「だろう？　ナコは最高だからな」

　聞きたくない感想を述べられて、目を閉じていると、ゆるゆるとリディが腰を動かしてくる。中を擦られて、ずっと焦らされていた快感に体を支配されてしまいそうだ。

「ああ、はううっ、ん、んっ」

　私の膝に手をおいて、リディが腰を振るたびにチャプチャプと音が鳴った。クロノにも聞かれているかと思うと恥ずかしくて辛い。なのに、体は正直で快感に嬌声があがる。

「はああっ、ああっ」

「ナコ、気持ちいいんだな、達していいんだぞ。見ていてやるからな。ああ、リディに気持ちよくさせられているナコも最高に可愛い」

　そんなこと言わないで欲しいのに、クロノが耳元で囁く。かかるその吐息も刺激となって快感が体中をめぐってしまう。

「ナコ、僕も気持ちいいっ、ナコ！」

「はあっんっ、あ、ああっ……」

　リディが必死になって私を求めている。いつも気怠そうな彼が嘘みたいだ。それが可愛くて、愛しくて無意識に締め付けてしまう。

「締まるっ……」

　リディの動きが早くなって、クロノが私の乳首を摘まみ上げた。あまりの衝撃に目がチカチカした。リディがぐいと最奥をこじ開けるように突いてくる。『うっ』と低い声が聞こえて、リディが私の膣なかで弾けたのが分かり、そのまま、深く腰を押し付けられた。

　頬にリディの手が優しく触れて顔を上げると、切羽詰った顔をしたリディがキスをしてきた。ちゅう、と唇を吸われてから少し離れる。

「甘い……美味しい……ナコ、大好き。好きってずっと言いたかった。看病してくれた優しいナコも、美味しいもの作ってくれるナコも、知らない異世界の道具を教えてくれるナコも全部好きだ」

　そうしてまた告白されて『うん』と頷くと、まだ中にいたリディがグンと大きくなった。

「へ……う」

　嘘でしょ？　と思ったときにはもうリディに胸を吸われていて、またもや腰を振られていた。『溜まってたんだな』と感心したようなクロノの声を聞きながら、過ぎた快感に体を揺すられてリディの気が済むまで付き合うことになった。

　その日からクロノの巣で三人で眠ることになった。クロノは私の破瓜の血の石をまだ隠し持っていたらしく、それがリディの指にもはめられることになった。絶対こうなることを予想していたに違いない。

　──そうして私は二人の夫を持つことになってしまった。





　　　＊　＊　＊






　体を重ねてからというもの、リディまで私にくっついてくるようになった。以前は本を読むときは一人になっていたのに、気づけば私の隣に座って読んでいる。どこへ行くにも三人で移動しているようなものだ。しかもじゃれているとすぐに巣に運ばれてしまう。毎日、甘い甘いと夫たちに舐め回されて、……私の欲求不満は解消されたけれど、体がだるい。でもそんな爛れた生活を送りながらも城通いは続けていた。これで城にも通わなくなったら堕落してしまう。

　その日も仕事で城に行くリディに合わせて三人で屋敷を出た。『僕だけ仕事……』とすねるリディの頬にキスをしてからクロノと厨房に向かう。いつものようにサンとお菓子の話をしていると豪華なドレスを着た女の子がお供を連れてやってきた。後ろには女の子にこびへつらうオーレン料理長がいる。

「あなたがナコっていう人？」

「はい、そうですけど」

「やっとリディと婚約できると思ったら、お父様にダメだって言われたの。もう結婚してるって。何度聞いても相手を教えてくれなくて、やっと名前だけ手に入れたのよ。そうしたら厨房に出入りしている『ナコ』って人だっていうじゃない」

「ええと、もしかして、あなたは第五王女様？」

「そうよ。私はレティシア。この国でもっとも可愛い王女よ。私が褒美として婚約してもいいと言ってあげたのに一足遅かったみたい。リディが可哀そう。しかも、あなた、そこの人とも結婚しているというじゃない！　なんて女なの」

　そんなつもりはなかった、とは言えない。もう、アレもコレもしてしまって取り返しがつかない。どうしようとオロオロしているとクロノが口を開いた。

「二人の夫を持ったとして、なんの不思議もない。ナコにはそれだけの魅力があるからな」

「あ、あなた、それでいいの？　恥ずかしいったら。普通は男の人が女の人を侍らすものよ。逆だなんてふしだらすぎて身の毛もよだつわ」

　言いたい放題のレティシア王女が怖くて思わずクロノの後ろに隠れる。確かに二人も夫がいるなんておかしい。しかも、ふしだら、にも心当たりがありすぎた。私が押し黙ると、気に入らなかったのか王女はますます攻撃的になった。

「そっちの人も驚くほどの美形じゃない！　……髪はただの赤色だけど。こんな女にどんな魅力があるというのよ、大した美人でもないし、スタイルがいいわけでもない。色だって平凡な赤じゃない」

　レティシア王女は濃い紫色の髪をしていた。なるほど黒持ちとはいかなくても王家は深い色なのだろう。そう言えば王様も同じ色だった。

「ナコは最高だぞ。可愛いし、可愛いし、可愛い。それに美味しいお菓子作りが得意なんだ」

「お菓子？　なに、女の分際で厨房でお菓子を作るというの？」

「分際って、あなたも女性なのに」

「うるさい。……ふうん。だったら、ちょうどいいわ。今度、上級精霊のクロノ様が目出たく伴侶をお迎えになって精霊王になられたそうよ。そのお披露目の式典が一か月後に予定されているのを知っていて？」

「ええと。そうみたいですね」

「そこで、特別なお菓子を振るまうことが決まっているの。式典までに城の料理長と勝負なさい。より優れた式典のお菓子を作った方が勝ち。私が勝ったらリディは返してもらうから！」

「え、返すって……」

「リディも、そっちの美形もって、あなた、どれだけ恥さらしかわかっているの？　負けたら城への出入りも今後一切やめてもらうわ！」

「そ、そんな、一方的な……」

「オーレン料理長、私のために勝てるわよね？」

「もちろんです、レティシア様」

「精霊王のお披露目にふさわしい、豪華で、素敵なお菓子を用意してよね。では、これで。せいぜい束の間の妻の座に縋り付いていればいいわ。リディは絶対に渡さないから」

「……ちょっと、待ってください」

「では、ごきげんよう」

　言いたいことだけ言ってレティシア王女はお供を引き連れて退出した。まるで嵐のようだ。どうしてリディを賭けて料理長と戦うことになったのだろうか。

「なんだ、あれは！　ナコ、必ず勝って、あの鼻持ちならない女を見返してやれ」

　クロノが息まいてそんなことを言うけれど、この勝負にどんな意味が……。う、受けたつもりもないのに。

「あの、でも、どういうものが式典にふさわしいかなんて全く分からないよ？」

　私がサンにオロオロして言うとオーレン料理長が鼻で笑った。

「なんと、夫がいるのにリディ様まで手を出すなんて、とんでもない女だ。俺が身の程を教えてやる。もともと女のくせに料理人だなんて気に入らなかったんだ。神聖な俺の厨房を穢しやがって。少し珍しいものが作れるからといって、いい気になっているのも腹が立つ」

　レティシア王女がバックについているからか、オーレン料理長の態度がいつもより横柄だ。もう、なにがなんだか頭がこんがらがってくる。サンが私と料理長の板挟みになってアタフタしていた。

「勝負なんて、どんなものを作ればいいのかもわからないのに」

「そこんとこはサンを貸してやる。最初だけだ。説明が済んだら、この厨房には近寄るな。俺のアイディアを盗まれたらかなわんからな」

「そんなことはしません、でも設備が……」

「とにかく、長居したら『スパイ』と見なすからな」

「そんな……」

　まだ屋敷には窯も完成していないのに、これでは城の焼き窯が使えないことに変わりない。きっと式典というのだから、派手で大きなものが必要になるだろうに。それからオーレン料理長に厨房から追い出されてしまった。




「困ったな……」

「なに、ナコなら大丈夫だ。俺がついている。それに、リディを奪われていいのか？」

　クロノの謎の励ましにため息が出る。式典も気が乗らないのに更に勝負とは。それでも……レティシア王女の言動は我慢ならないものだった。リディはものじゃないし、私の夫だ。

「わかった。頑張ってみる」

　恥ずかしがり屋で大切なリディ。思っていたよりも私は独占欲が強く、二人の夫を愛しているらしい。思いがけず自分の感情に気づかされた出来事だった。




「そんな勝負受けなくても、ナコが黒持ちでクロノの伴侶だって教えてやればよかったんだよ」

　レティシア王女とのアレコレをリディに相談するとそんなことを言われた。

「確かに、それだとオーレン料理長もレティシア王女も黙るかもしれないけど、なんだかずるい気がして」

「ずるい？」

「黒持ちもクロノも私自身の力じゃない。私もリディを……その、愛してるから正々堂々と戦おうと思ったの……」

「え。ナコ……もう一回言ってくれる？」

「ん？　黒持ちも……」

「そこじゃない、その、僕のこと、愛してるって」

「ん……それは恥ずかしいからもう言わない」

「な、なんで！　お願い！」

「どうしたの？　そんなに必死になることじゃないでしょ」

「だって、僕、ナコに『愛してる』って言ってもらってない」

「そ、そうだっけ？」

　いつも愛の営みの最中に言わされていなかったっけ？　あれ？　クロノだけだったかな？　て、いうかリディはそんなキャラじゃなかったのに……。でも、言ってもらってたのに言わなかったのなら申し訳ないだろう。

「リディ、愛してる……よ」

　耳元で小さく言っておく。するとリディが私の顔を見て、真っ赤になった。どうしよう、夫婦になってからリディがリディじゃない。もっと気怠い感じだったのにクロノに近くなっちゃった。

「ナコ、俺にも！　俺にも」

「……クロノも愛してる」

　今度は私が真っ赤になって耳まで熱い。もう、恥ずかしいから言わせないで欲しい。頬に手を当てて熱を冷ましていると二人にギュウギュウと抱きしめられた。二人の夫は私のことが本当に好きみたいだ。




「そういうことなら、ナコが勝てるように最高の窯を作る」

　急に乗り気になったリディがすごい勢いで窯を完成させようと頑張ってくれる。私もどうせやるならみんなが驚くお菓子で完全勝利を目指したい。

　リディが窯を作ってくれている間、お城の厨房で式典の様子やしきたりなんかを聞くことになった。オーレン料理長はもう私とクロノを厨房に入れさせる気はないようで、食堂のテーブルの方でサンに色々と教えてもらう。

「お菓子や甘いものは国家の豊かさの象徴です。ですから外国の方々にどれだけ我が国が精霊王様のご加護で潤っているかを見せるチャンスなのです。そのために料理長も王から賜った重大な任務に気を高ぶらせているのです」

「そんな大切なお菓子のお披露目を私との勝負になんてしていいの？」

「すみません。料理長はそもそもナコさんとの勝負は気にしていません」

「相手にもしていないってことか」

　私じゃ相手にならないし、王女様に頼まれているから先に完成したものをお披露目する、くらいの気持ちなのかも。

「料理長には何度も助言したのですが、信じてもらえなくて。そのくせクッキーのレシピをしつこく聞いてきて、……その、今回のお菓子にも利用するみたいです」

「なっ、ナコのレシピを勝手に使うのか？　あれだけナコを馬鹿にしておいて」

　クロノが我慢ならないと乗り出すのを押さえる。

「クッキーなんて大したレシピじゃないからいいよ」

「でも、ナコにアイディアを盗むかもしれないから厨房に入るなと言ったんだぞ？　ちょっとコテンパンにしてくる」

「お怒りのところ、更に申し訳ないのですが、厨房でナコ様が試されたレシピは全て料理長の手に渡っています。それを活用して作るつもりのようです」

「なにぃいい！　馬鹿にしおって！　あのレシピはナコが何度も苦労して作り上げたんだぞ！　やっぱりあいつ、ぶん殴ってやる！」

「ロン、ダメ。レシピは元々公開するつもりで持って来たものだからいいの。それを利用するならどんなものができるか想像できていいと思う。私、リディを賭けた勝負に負けることはできない。頑張るから私が勝つって信じて協力して」

「ナコ……」

　拳を振るわせていた私を見てクロノが黙った。私だって、大切な人のためなら頑張れる。じっと心配するクロノを見て思いついた。

「サンさん、式典に使っちゃいけない色とか、教えてもらえますか？　あと、大きさってどのくらいが適当なのかな？」

「ええと、使っていけない色は特にありませんがカラフルで派手なものが一般的です。大きさは大きければ大きいほどよくて、今回料理長は人の身長ほどあるものを計画しているようです……あっ、これは秘密です。で、重要なのはすべて食べられるものであること、です。食と権力と豊かさの象徴なので」

「なるほど」

　食べてなくなってしまうものにそこまで手をかけられるというのは豊かさの象徴なのだ。これは、かっこよくて、派手で、素晴らしいものに仕上げたい。

「私がお手伝いできればいいのですが、これ以上は料理長の機嫌が悪くなってナコ様にあたるといけませんので……その、私は期待してます。あなたが只者ではないのを知っていますから」

「……わかってるじゃないか。まったく、サンが料理長ならいいのにな」

「そればっかりは……ハハハ……」

　サンが言葉を濁して笑った。こっそりリディに聞いた話ではサンは実力のみで王家厨房の副料理長までのし上がった人で、オーレン料理長は貴族であり、コネもありでその地位にいるらしい。爵位のないサンは余程のことがないかぎり料理長にはなれないようだ。一緒に料理やお菓子を作って思ったけれど、センスも実力もあるので、なんだかやるせない。

「では、色々教えてくれてありがとうございます」

　クロノと立ち上がって食堂を後にしようとしたら、サンが走って追ってきた。

「あの、こんなことしかお手伝いできませんが」

　そう言ってサンが箱を渡してくれた。中には甘味料の粉とでんぷん粉が入っていた。オーレン料理長の目を盗んで持ってくるのは大変だったに違いない。

「嬉しい……」

　オーレン料理長に気づかれないようにサンはすぐに戻って行った。実はリディを通じて材料を分けて欲しいと再三言っていたのにずっとはぐらかされていたのだ。入手ルートも決して教えてくれなかった。きっとサンはそれを知っていて用意してくれたのだろう。感謝しかない。

「さてクロノ。欲しい材料がたくさんあるの。一緒に探してくれる？」

「一番に味見させてくれるなら、なんでも手伝うぞ」

　クロノと手を繋いでそのまま城下に向かった。目的地は、あの大きな市場だった。




「これまた、たくさん買い込んできたね……。あ、それよりナコ、扉付きの窯が完成したよ」

「ほんと!?」

　大荷物を抱えてクロノと（森の入り口までウッシーも迎えに来てくれた）帰ると目を輝かせたリディが出迎えてくれた。朝からずっと窯を作ってくれていたのだ。早速キッチンに見に行くと大きな窯が出来上がっていた。私が説明したオーブンの形状を見事に再現してくれている。そう、窯じゃない。もうこれはオーブンだ。これで色々なものが作れる。

「テーブルも大きくなってて、使いやすくなってる……」

「そっちはついでに。ちょっと狭そうだったから」

「リディ、ありがとう！　大好き！」

「え、だ、大好き……」

　キッチンの作業台も大きくなっていて、感激してしまう。飛び跳ねて喜んでいるとなぜかクロノが後ろでむくれている。

「俺もいっぱい手伝ってるぞ。ナコ、俺にも『大好き』くれ」

「え？　もちろん、クロノも感謝してる！　大好き！」

　こんなことで喜ぶ夫たちが可愛い。

　ずっと作りたかったものがたくさんある！

　そうして腕まくりした。早くこの素晴らしいオーブンを使ってみたい！

　その一心で倉庫から材料を出す。

「ナコ、帰ってきたばかりだぞ？」

「リディがオーブンを作ってくれたのに、試さない手はないよ！」

　夢中になる私に二人は顔を見合わせ、そうしてやっぱり手伝ってくれるのだった。

　溶き卵を作り、振るった粉を用意する。焼き具合を確かめるのにまず、バター、植物の油、更にそれを二種類の粉で分け、四種類の試作品を作ることにした。作るのは、ずっと作りたかった『シュークリーム』。とにかく材料がシンプルだ。

　鍋に牛乳とバター、塩、水を沸騰させる。目分量なので、これも細かくは修正しないと。そこに粉を入れて素早く練る。鍋の底にうっすらと膜がはったら溶き卵を数回に分けて入れる。この作業を手早く行わないとシュー生地は上手く膨らんでくれない。そして、気を付けないといけないのは卵の分量。硬すぎてもダメ、緩すぎてもダメ、ちょうどいい硬さの艶のある生地に仕上げる。今回は油紙で作ったコルネに入れて絞ることにした。鉄板の上に丸く生地を絞って、絞り終わりにできた角をぬれた指で押さえて形を整えた。

　あらかじめクロノに頼んで温めてもらったオーブンに、たっぷりとウンディーネに霧をかけてもらってから鉄板を入れる。オーブンは蓋を閉めてしまうと中が見えないので、ここからは私の感覚で開けるしかない。シュー生地は決して途中で開けてはいけないのだ。時間を見て焼き上がりを確認するとうまく膨らんでいた。

「やった！」

「なんだ、それ」

　不思議そうなクロノが覗いてくる。焼き色が少し足りないので少し温度を上げてもらう。次は綺麗に焼きあがった。四種類焼いて分かったのはこちらの世界ではバターより植物の油の方が上手く行くということだ。匂いも癖がないし、これからはお菓子全般にこちらを使う方がいいかもしれない。中に入れるカスタードは全卵で作った。生命草で香りづけした生クリームを泡立ててカスタードに混ぜると、クリームは倍の量に増える。これもアイスがいなければできなかったことだ。

「え、それにクリームを入れるの？」

　なにをしても二人が驚くのでおもしろい。そして、これを食べた感想が早く知りたかった。

「さあ、食べてみて！」

　完成して一番形のいいものを二人に渡す。不思議そうに眺めた後に二人はシュークリームを頬張った。

「え、なに……プリンとはまた違った味わい」

「ナコ！　口の中にクリームが広がった！　この薄い皮が閉じ込めていて、口に入れたらドロッと、贅沢に！　甘いクリームが！」

「美味しい？」

「もちろん！　すっごく美味しいよ！」

「うんまーい！　ナコ、もう一つ！　もう一つくれ‼」

「僕も‼」

「いいよ」

　二人が美味しそうに食べているのが嬉しい。レシピノートに分量や調節した火加減を書きこむ。いくら私の頭の中におおよそのレシピがあったとしてもここでは材料も道具も違うからすり合わせていかないと上手くいかない。ましてやシュークリームは日本で作っていたときでさえ思い通りにはいかなかった。場所も違えばオーブンの癖もあったし、湿度や天候によって焼き具合が左右されることもある。何十回作っていても失敗する可能性は誰にだってあるのだ。美しく出来上がったシュークリームが私に力をくれる。嬉しそうに食べる夫二人にもっともっと美味しいものを食べさせてあげたい。

「私ができる最高のお菓子を式典までに作ってみせる！」

　力がみなぎってきた私の頭の中には様々なアイディアがめぐっていた。




　ゴロゴロゴロゴロ……大きな石臼をくるくるとオクトたちが回す。オクトたちには石臼回しも遊びの一つである。用意したナッツが面白いように粉になっていく。ここに、卵白と融通してもらった城で使っている甘味料を混ぜる。そう、マジパンを作るのだ。マジパンというのはよくケーキにのっている、少しねっとりとした食感のお花や人形などの装飾に使われるものである。コンテストなどでもマジパンを使ったケーキの装飾が競われる。食べられる粘土のようなものなので、派手で見栄えのするお菓子には持ってこいの材料である。なかなか白いナッツがなくて苦労した。

　食紅などの食用の色粉がないので色をどうやって付けるか悩んだが、こっちの世界はカラフルな野菜や果物があるのでそれを干して粉にしたものが使えた。マジパンに混ぜても発色はそのままで綺麗だ。

「オクトたちがこんなにうまく粉にしてくれるとは思ってなかった」

　うまい具合に粒子の細かい粉を引ける石臼は見つかったが、クロノに頼むとすぐに飽きてしまって量ができない。その点、オクトたちは単純作業が大好きなので（洗濯の脱水もいつもすぐに終わってしまって物足りなさそうである）粉を引く作業に向いていた。

　完成の大きさは高さ百五十センチくらいで中はすこし硬めに焼いたパウンドケーキにする予定。台に乗せたら迫力があるものになるだろう。

　勝負はクロノのお披露目の式典の三時間前に行われ、勝ち残った方がそのまま式典の特別なお菓子として会場のど真ん中の台に乗せられて来賓の人たちに見てもらうことになっていた。式典後に振るまわれるお菓子なので、審査で食べてしまっては飾れない。そのため試食は別にケーキを用意する。

　なんだか話は大きくなっていて、王様に挨拶したときにクロノと私を見に来ていた人たちと、王様も審査に加わることになっていた。そのことで少しオーレン料理長がビビっていたようだが、私に負けるつもりは一切ないと自信満々に言っていたそうだ。

　私は夢中になって式典用のお菓子を作った。何度も試し焼きを繰り返し、ケーキの形が式典中も保てるように考えた。あとは当日に上手く作れるかが問題だ。事前に飾り付ける小さなパーツは作っておく。クリームを絞り出す口金がないので、油紙で作ったコルネに切れ目を入れて代用し、卵白とお砂糖だけでできた色とりどりのお花もたくさん作った。

「はあ、これからずっとナコがお菓子の勝負をしたらいいのに。そうしたら俺、毎日失敗作をいっぱい食える」

「クロノは失敗作でいいの？　それにお菓子って、もっといろんな種類があるんだよ」

「え、そうなのか？」

「うん。まだまだ作ってみたいお菓子はいっぱいあるよ。一緒に材料集めとか手伝って欲しいな」

「もちろん！」

　私がそう言うとクロノがキラキラした目で私を見つめた。食いしん坊のクロノはずっと私の試作品や失敗作を『旨い、旨い』と食べてくれている。最近では、このくらいなら使えるかな、と思っても『これは歪んでいるな。これは失敗か？』と隣で選別して食べてしまうのでちょっと困る。

「ナコ、ケーキを置く台ができたよ」

　頼んでいた『見栄えがする台』をリディが作って持ってきてくれる。これがあるとなしでは絶対見栄えが違う。

「うわぁ、とってもいいね！　これに乗せたらきっともっと素敵なお菓子に見える！」

　私が褒めるとリディがはにかんだような笑顔を見せた。最近ますます表情が豊かになった。さりげない感じでリディがくっついて当然のように隣にくる。こんなに私に懐いてくれるなんて思わなかったなあ、と照れながら下をむいていると反対側にクロノがくっついてくる。ああもう、私の夫たちが可愛いくて仕方ない。

　この生活を絶対に守りたい。勝てるかな……一生懸命やるつもりだけれど、感想をくれるのはクロノとリディだけ。今までは二人が喜んでくれるだけでよかった。でも勝負となっていろんな人が審査するなら好みも常識も違ってくる。きっとオーレン料理長が私に負ける気がしないのはそういうことなのだろう。

　色々な作業を終えて、式典の日の段取りは終わった。日本で経験したコンテストの日の前日のように私は眠れない夜を過ごした。








第十一章　迎えた式典当日









　その日の朝、リディが作ってくれた台とたくさんの荷物をウッシーに積んで城に向かった。材料は城の厨房に昨日のうちに置かせてもらっている。厨房の半分を使わせてもらい、式典のお菓子を完成させ、それをみんなに審査してもらうのだ。

　厨房に着くともうすでにオーレン料理長がお菓子の制作に取り掛かっていた。

「先に始めているなんてずるいじゃないか」

　クロノが声をあげてもオーレン料理長は知らんぷりしていた。

「クロノ、私も始めるから、大丈夫だよ。それに私ももう土台になるケーキは焼いて持ってきているから」

「……ナコがそう言うなら」

　リディの作ってくれた素晴らしいオーブンで、土台など事前にできるものは全て夜明けからたっぷり焼いてきている。この勝負は日本のコンテストみたいに時間内に全部作る必要がない。食べるものには賞味期限があるので仕上げを城で行うというだけだ。土台にケーキを組んで置いていく。大体の形が決まったところでマジパンの用意を始めた。

「あれ、甘味料が……」

　用意しておいた甘味料が見当たらなくて探す。するとこちらを見ていたオーレン料理長が鼻で笑っていた。

「厨房で使っている甘味料を泥棒する奴がいたから、返してもらったぞ」

　その声でオーレン料理長の方を見ると片方の頬を腫らしたサンが申し訳なさそうに私を見ていた。まさか、材料を融通してくれたサンを泥棒呼ばわりしたのか……。どこまでも性格が悪い人だ。痛々しいサンにこちらこそ申し訳なかった。

　ナッツの粉に混ぜるはずの甘味料が無くなってしまい、急遽花の蜜に変更した。マジパンの強度を考えての配合だったので心配だが仕方ない。混ぜるのはクロノに任せて柔らかさを調節した。こんな卑怯な人に負けたくない。それからは必死で形を整えて、なんとか完成した。一旦できた作品は布がかけられ、どちらが作ったかは発表しないで審査されることになった。




「緊張してきた……」

「ナコの勝ちに決まってる」

　隣のクロノは頼もしくそんなことを言ってくれるけれど、なにを作ったってクロノとリディは絶賛してくれることは分かっている。できたものをテーブルに乗せて待っていると、ぞろぞろと人が集まりだした。そうして最後に王様と第五王女が席に着いた。

「これより、式典の菓子の審査を始める」

　宰相がそう宣言すると布をかけられた二つの大きな菓子が食堂の中央に置かれた。

「では、こちらから」

　そうして一つ目の布が外され、『おお』とざわめきが聞こえた。出てきたのはオーレン料理長の作品で、こちらも立派な台に乗っていた。それを見てリディの作ってくれた台も負けてはいないと思う。しかしよく見ると紋章が入った年季の入った土台なので、きっと元々式典用に作られたものがあったようだ。きっと私に使わせないように料理長が画策したのだろう。

　土台の四角いケーキの上に、アイシングがかけられた大きな卵の形のケーキが乗っている。均一で美しく仕上げられた卵の表面にはこまかい王家の紋章が書き込まれていて、まさに職人技といった出来だった。

「あの土台のケーキ、ナコのフルーツのケーキだろ？」

「まあ、似てるけど……」

　堂々とそれを使ってくるなんてプライドがないのだろうかとも思う。けれど、審査する人たちはそんなことは知らないのだ。

「アレ？　なにを配ってるの？」

　するとケーキの試食とは別に皿に乗ったお菓子を給仕が配りだした。

「これが式典のお客様へお配りするお菓子です」

　そう言って配られたのはまたもや私のレシピを使ったであろうクッキーだった。

「ナコ……あいつ、散々ナコを馬鹿にしておいて！」

「クロノ、クッキーもフルーツケーキも元々は私も誰かが作ったものをアレンジしただけだから。でも、ケーキの試食とは別にお客様に配るお菓子も用意しないといけなかったんだ……」

　きっとそれも意地悪して教えてくれなかったのだろう。なんだか器が小さすぎて……。

「これは素晴らしい。今まで見た中で一番素晴らしい式典の菓子だ！」

「伝統的な卵がこんな形で素晴らしく表現されるなんて」

　審査する人の声を聞くと、どうやら式典の菓子は卵の形にするのがしきたりのようだった。もう、今更なにも言うまい。きっと副料理長のサンも料理長のオーレン料理長に圧力をかけられていたのだろう。頬を腫らす彼はできる限りのことは伝えてくれたはずだ。

　私が今、異世界でできる精一杯のことをした。

　二人の夫も協力してくれた。

　なんとしても勝ちたい。けれど異世界の評価の基準など私にわかるわけもない。

　そうしてクッキーも絶賛され、高評価を得たオーレン料理長の作品で、もう決まりだという雰囲気が流れていた。

「もう一つはこちらです」

　いよいよ私の作品の審査となって、どんなふうに思われるだろうと胸がドキドキした。

　しかし布が引かれて私の作品がお披露目されたとき、誰一人声も出さず部屋の中が静かになった。やっぱり伝統を無視したようなものだから受け入れられなかった。そう落ち込んでいると、最初に声をあげたのは王様だった。

「まさか、これは菓子なのか？　これが、食べられると？」

　立ち上がった王様は私の菓子の前にきた。

「もちろん、食べられます」

　それに思わずはっきりと答えてしまう。私が作ったのはドラゴンの姿のクロノである。土台を硬めのパウンドケーキで形どり、頼もしく、凛々しいドラゴンを真っ赤なマジパンで仕上げた。牙のひとつひとつもメレンゲを焼き上げてつけ、金色の目玉はべっこう飴で仕上げた。これができたときのクロノの喜びようといったらなかった。そして足元には細かなメレンゲで作った花をちりばめた。

「す、素晴らしい……」

　誰かがつぶやくと、一気にどよめきが大きくなった。

「こんなに精巧にクロノ様のお姿をとらえて菓子にできるなんて」

「しかも、このケーキ絶品だ！」

　試食の皿を持ちながら、みんなが立ち上がって私の作品を近くで見ようと寄ってきた。その頃になって、やっと自分の作品がみんなに受け入れられたことが理解できた。

「おお、大好評だな、さすがナコだ」

「嫌がらせなんて、まったく意味がなかったね」

　オーレン料理長に怒ってなにかしでかしそうだったクロノとリディも私のお菓子が高評価で上機嫌になった。

「二人が手伝ってくれたからだよ。そうだ、みんなに配れるかはわからないけれど、シュークリームを配ろう」

　お客様に配れないだろうけれど、ここに集まっている人には行き渡るだろうと、おやつに大量に焼いたシュークリームを配る。それを前にしてみんな不思議そうにしていたが、口に入れた瞬間驚いて声をあげていた。

「なんだ、これは！」

「口の中に流れ込んだぞ！」

「世の中にこんな美味しいものがあったなんて！」

　こんなに喜んでくれるなら嬉しい。私はニコニコしてその様子を窺っていたが、クロノとリディはおやつを取られたと悔しがっていた。

　二人の腕をとって喜んでいると視線を感じた。文句の一つでも言うかと思っていたレティシア王女がクリームを口の端につけながら、こちらを向いて目を見開いている。

「ど、どどどどどど、どういうこと……？」

　そこで私に視線が集まっていることに気づいた。向こうでオーレン料理長も白目をむいていた。

「あれ、どうしたのかな」

　不思議になってリディに聞くと、なんてことないように答えてくれた。

「ナコの魔法薬が切れて『黒持ち』だって分かったんじゃない？」

「……あ」

　そう言えば魔法薬が切れてしまう時間だったのを忘れてしまっていた。すかさずクロノが大きな声を上げる。

「精霊王となった私の伴侶、ナコは異世界から召喚された黒持ちである。召喚主であるリディの伴侶でもあるので心して接しろ」

　そこで、おおお、とまた大きな声があがり、さすがクロノ様の伴侶様だと褒めたたえられた。

「是非、異世界の知識を駆使したこの菓子を来賓のお客様にお披露目ください」

　宰相に言われて頷くと、後ろのドアが開いて使用人たちがぞろぞろと入ってきた。

「クロノ様、リディ様、伴侶様、お仕度を」

「しょ、勝敗は？」

　第五王女にリディが取られたら困るのだけれど。

「ナコの圧勝だよ。みんなの顔を見たって明確じゃない。僕のために勝負してくれて……嬉しかった」

　シュークリームを奪い合って食べている人たちと、クロノに似せたケーキを感心して眺めている人たちを見る。でもなによりも、嬉しそうにしているリディを見て、頑張った甲斐があったんじゃないかと思い直した。クロノも自分の姿のお菓子に満足していた。

「さあ、ナコの衣装は俺とリディで選んだんだからな、支度してもらってきてくれ。あとでその姿を見るのが楽しみだ」

「クロノたちも着替えるの？」

「もちろん」

　うわぁ、美男子二人も式典の服に着替えるのか。楽しみ！

　そうして私は城の侍女さんたちに連れられて式典の準備に取り掛かった。

「あの、聞いてない……着替えるだけって……」

　粉だらけになった私はお風呂に放り込まれて全身洗われてしまった。侍女さんたちは私の髪の色をみて感嘆のため息をつき、丁寧に洗ってくれた。誰かに体を洗われるなんて恥ずかしくて抵抗したけれど『時間がないのです』と圧をかけられて最後の方は黙って従った。

　のぼせてふらふらになってお風呂から出るとうつぶせにされて、花の香りのオイルを擦り込まれた。ボーっとしている間にあれよあれよと着替えさせられ、化粧を施される。髪を結われている間に寝てしまった。昨日は眠れなかったし、夜明けからケーキとか焼きまくったから……。

「……さま、……ナコ様」

　揺り起こされてハッと目を開けると心配そうな侍女さんたち。鏡で自分の姿を確認することもできずに立ち上がるとクロノとリディがいた。

「ナコ」

　よろけるとクロノが飛んできて私を支えてくれた。

「ありがと、クロノ」

　見上げると今日はオールバックにしているクロノ。白い神官のような衣装を着ていて、男ぶりが上がっていた。

「大丈夫？」

　心配そうに反対から支えてくれたのはリディで、こちらも同じような服を着ていた。

　イケメンすぎる……赤い髪のクロノと黒髪のリディ。ワイルドで服の上からでもわかる逞しい男らしさにクラクラするクロノ。対するリディは繊細な美しさに妖艶な色気まで出ている。やめて、隣に立つのが恥ずかしい……。どうしよう、夫たちが素敵すぎて息が止まってしまいそう。

「ナコ、どうしたんだ？　疲れたのか？」

「昨日からろくに寝ていないよね？　どうする、帰る？」

「う、ううん……そうじゃなくて、クロノとリディが……」

「俺たちがどうしたって？」

「か、かっこよすぎる……」

　恥ずかしくて下を向いて言うけれど、頭からは湯気が出ているに違いない。

「ナコ、上を向いてくれ」

　クロノに言われても首を横に振った。すると、交互に頭のてっぺんにキスをされた感触がした。……これ、よく二人にされる。もう湯気が出るではすまないくらい恥ずかしい。

　こういうとき、二人は私を急かすことなくじっと待っていてくれる。だから私は恐る恐る顔を上げた。

「ナコ、とっても可愛いよ」

　リディがそう言ってほほ笑んだ。クロノも隣で頷いている。

「よく似合っている。リディと二人で選んだんだ。その、喜んでくれると嬉しい」

　そう言われて自分の姿を確認した。白いドレスにピンクの薄い生地が重ねてあるドレス。オフショルダーで胸元から上腕まで細かな花の刺繍が施されている。たっぷりとチュールの袖が広がって、スカートは床に長く広がっていた。ちょっとセクシーなのに、神秘的な感じもするデザインだった。

「に、似合ってる？」

「似合ってる！」

　声をそろえて言う二人に勇気をもらって前方の鏡を見ると、あれ、こんなに化粧映えする顔だったかな、と自分でもびっくりな仕上りの女の子が映っていた。

「ナコ様、ブーケを」

　侍女さんに白い花と緑の葉で作られたブーケを手渡された。まるで結婚式みたい。準備が整い、クロノとリディに挟まれるように歩いて部屋を出た。

「ゆっくりでいいからな」

「寄りかかっていいよ」

　私を心配して二人が声をかけてくれる。しばらくして大きな扉の前に着くと、扉横にいた衛兵が観音開きのドアを開けた。

　……眩しい。

　前に進むと大きな歓声に包まれた。

　精霊王様、バンザイ！

　伴侶様、バンザイ！

　そんな声が聞こえてきて、思わずクロノの後ろに隠れた。おびえた私の頭を優しく撫でてくれたのはリディだった。

「ナコ、みんな喜んでいるだけだ。ほら、ナコのケーキをみんな感心して見ているぞ」

　クロノに言われてそっと見てみると、私たちがいたのはバルコニーのようなところで、下の大きな広間の中央に私が作ったクロノの姿を模したケーキが飾られていた。あれ、と見渡すとオーレン料理長が作ったケーキは入り口に追いやられていた。

「素晴らしい知識を持った精霊王の伴侶が現れたって、大騒ぎしてるよ。王がね、シュークリームの作り方を教えて欲しいってさ。相当気に入ったようだよ。それに、飾られているケーキも惜しいけど食べたい、ってジレンマに陥ってた」

「うふふ」

　それを聞いて、嬉しくなってしまった。そう、お菓子はみんなを幸せにして、お腹に入れてこそ価値があるのだ。

「俺はとんでもなくいい伴侶と出会って幸せだぞ」

　クロノが言うので照れる。

「僕も」

　とリディもつぶやくのでもう、顔が緩んでしまう。ニマニマしていると両頬にクロノとリディがキスしてきて、それを見た人々にどよめきが起こった。

　わああああああ……。

　よくみると、来賓客とは違う高い位置に王様がいて、こちらを満足そうに見ていた。あれ？　その端っこにいるのは第五王女……あ、目を逸らした。これは、勝ちってことでいいのかな。

「ほら、クロノ、ナコ、手を振って。これが済んだら退場していいはずだから。あとは王が上手くやってくれる」

　リディに耳打ちされてクロノと一緒に手を振った。こんなに人に見られるなんて恥ずかしくて仕方ない。早く退場したい。手を振るとまた歓声が上がった。

「さあ、もう見世物になるのは十分だろう。可愛いナコをこれ以上疲れさせたくない」

　クロノは王様の方に視線をやって、私の背中を押して退出した。

「すぐに退出しちゃってよかった？」

「ナコはもうフラフラだろ。出席してやったし、なによりナコの素晴らしいケーキがお披露目されたんだから王も満足だろう」

「そ、そんなものかな？」

　リディの顔を見ると頷いてくれたので安心した。

「それより、屋敷に戻ろう。本当にナコはフラフラしてる」

「あ、それは、靴がね……」

　ドレスの裾を上げると私はヒールの高い靴を二人に見せた。するとクロノが私の膝裏に腕を入れて軽々と抱き上げた。

「さあ、これは僕が持つよ」

　リディがクスクス笑いながら足から靴を外した。

「掴まっていろよ、俺たちは甘くて魅力的なナコを早く味わいたい」

「え？」

「クロノの発情期がくるみたいだよ。僕も混ぜてね」

　リディに耳打ちされて真っ赤になる。そうして私たちはリディの屋敷にもどるとクロノの巣に直行した。




「はう……ん」

　クロノの部屋に入ると我慢できないと美しいドレスを二人がかりで脱がされて、素肌に舌が這いまわる。

「ああ、ナコは甘いな。どんなスイーツよりも甘い……」

「うん……美味しい。ナコ、もっと」

　唇を奪い合うように交互にキスされて、すぐにトロトロになってしまう。クロノの発情期に三人でするのは初めてで、なんというか、積極的な二人にタジタジである。まだ立ったままなのに、両側から競うように舌で愛撫されて、視覚的にも恥ずかしい。

「ね、もっと……」

　ゆっくり、と言いたいのに、途中でキスされて、強請ったようになってしまう。勘違いした二人に乳首をいじられて、もう息も絶え絶えだ。

「さあ、ずっとリディがナコの中に納まっていたからな。発情期の間は俺のも入れさせてくれ」

「んっ」

　その言葉に期待した私の秘所から蜜が溢れる。それを美味しそうにかがんだリディが下から舌で掬い取るようにピチャピチャと舐めた。

「ああう」

　私がふにゃふにゃになると立ち上がったリディが深くキスをしてくる。舌を絡ませてこすり合わせ、唾液をすすられる。夢中になっているとクロノが後ろから私の腰を引き寄せて、ズン、と剛直を突き入れた。

「ふぅっ、おっき……」

　思わずリディの唇から口を離して言うと、眉間に寄った皺にリディがキスをして、私の両乳首をきゅっと摘まんだ。

「んんっ」

「ナコ、気持ちよくなろうね」

　諭すように言うリディに縋り付くと、やわやわとリディが胸を揉んできた。乳輪を指で丹念になぞるように刺激を与え、時折乳首をつぶすように押してくる。その間、ぐりぐりとクロノが奥へと剛直を進めた。久しぶりに彼の大きさを実感する。

「ああ、ナコは最高だ……」

　クロノを全部受け入れるともうハアハアと息が上がっていた。そんな私の額にリディが愛おしそうにキスをするので、褒められているようで嬉しくなってしまう。ズン、とクロノが腰を振るとますますリディに縋り付く。激しさに口を開くとリディが唾液をすするようにキスをしてきた。

「美味しい……ナコ、大好き」

「ああ……くぅ……」

「俺も、大好きだぞ」

　二人に言われると体の奥がきゅんとする。中にいるクロノにはわかるようで私が締め付けるとますますクロノの動きが激しくなった。

「あ、ああっ、や」

　気持ちが高まってくるけれどリディの前で達してしまうのが恥ずかしい。ちょっと涙目になっていると、クロノが最奥をこじ開けるように潜り込んでくる。

「可愛い、ナコ、イキ顔みせて」

「ひっ……ああっ、ああっ！」

　リディに頭を撫でられて、ガツガツとクロノに後ろから突かれるとブルブルと胸をゆらしたまま、絶頂を迎えてしまった。その間もリディは愛おしそうに私にキスしては頭を撫でてくれた。クロノは最後の一滴も注ぎ込みたいというように、射精後も奥にぐりぐりと押し付けながらしばらく私の中に留まった。

「気持ちよすぎて、名残惜しい」

　クロノがやっと出て行くと、ドロ、っと中に出された精子が内ももを伝って床にこぼれた。激しさに私の内ももはプルプルと震えている。いつの間に用意したのかリディが私の股間をやわらかい布でぬぐうとクロノが私の体を持ち上げた。

「ナコ、リディが苦しそうだから、上に乗ってやれ」

「クロノ、や、ひどい」

　座っていたリディの上にクロノが股を開いた状態の私をのせた。さっきまでクロノが入っていたそこは簡単にリディを受け入れる。恥ずかしくて両手で顔を押さえているとクロノが私の腰を持って軽く揺らす。

「動いてやらないとリディがかわいそうだぞ」

「ああう……」

　こんな助けはいらないのに、動かないとクロノに揺らされてしまう。半泣きになって手をリディの胸について腰を動かした。

「ナコの中にリディが入っているのがよく見える」

「やだ……そんなの、クロノ、見ないでよぉ」

「俺の精子が溢れてる……興奮するからもっと見せてくれ」

「ほんと、もう、ヤダ……」

　クロノが私のお尻を開くように手で掴んで、そこを広げて観察している。変態！

「ナコ、僕、もう……くうっ」

　クロノに揺らされて、中でリディが爆ぜる。クロノが私の体を後ろに倒してキスしてくると足を前に出すように誘導され、今度は結合部がリディに丸見えになっていた。

「なんで、こんなことをいちいちするの！　やだっ」

　あまりのことに訴えても、二人の夫は気にしていない。それどころか、リディは結合部から溢れる自分たちの混ざった精液に興奮しているようだった。

「小さなナコのここが一所懸命二人分受け入れてると思うと感慨深いだろ」

　クロノに言われてリディが繋がったそこを手で確かめる。

「っうあん」

「僕たちの伴侶は健気で、可愛いね」

「それに、甘くて、気持ちがいい」

「うん、美味しくて、気持ちいい」

　ちゅぽんと、リディが中から出ると四つん這いにされて、今度はクロノが入ってくる。下にいたリディが胸をいじりながらキスをしてきた。

「んちゅ……ナコ……可愛い……大好き」

「ふあ、ああっ、ふかいぃ……」

「ナコが気持ちいいところをたくさん突いてやるからな」

　クロノが出し入れするたびに体が大きく揺れる。

「あっ、はう、はああっ」

　体のあらゆるところを舐められて、交代で潜り込まれて、もう、どこを触れられても気持ちよかった。

「ふにゃふにゃのナコも可愛いな」

　指の先を食べるように舐めるクロノとリディ。

「僕たちの美味しいナコ」

　そうして私は二人の夫にデザートのように美味しく食べられてしまうのだった。








終　章　異世界スイーツは人々を幸せにする









「やった！　上手くいった！」

「ナコ様！　素晴らしいです！」

　窯から出したパンは理想の膨らみ方をしていた。それを見たサンが目を輝かせる。

「こんなにやわらかいパンがあるなんて！」

　焼きたてのパンをその場にいたみんなに配れば、そのやわらかさに感動していた。

　壁に置いてある様々な天然酵母。色々な小麦の袋。やっとここまでたどり着いた。

　いい線までは簡単にできたのだけれど、すべての設備が整ったところでしか焼けないパンなんて意味がない。みんなが美味しく食べられるものが必要なのだ。

　材料が少なくて済むフランスパン系に総菜を入れるやわらかいパン。色々試してはレシピを改良してきた。




　私は王様に許可をもらって、城に食の研究機関を作ってもらった。十五人ほどが従事し、責任者は副料理長のサンを抜擢した。今や彼は食品研究塔の長である。料理長のオーレンは当てが外れてすっかりしょぼくれている。屋敷のオーブンより改良されたものを設置してもらい、そこで私が志ある人たちと研究し、城下には数か所作ってもらった共同のオーブンを予約制で使用できるようにした。同時に簡単なレシピも公開すると、飛躍的に国中の食事情が改善された。食卓にはやわらかいパンが並び、食に大革命が起きたのだ。

「やっぱり、ナコは天才だな」

「ふふ、クロノってばそればっかり」

「いや、本当に天才だよ」

「天才召喚士のリディに召喚されたのだもの」

　リディに言うと照れた彼がうつむく。召喚されたクロノと私は顔を見合わせてそれを笑った。

「あ、第五王女はどうなったの？」

「今度隣国に嫁ぐそうだよ。あれだけナコに偉そうにしていたのに、ナコの正体を知ってからは大人しいものだったよ」

「なんだ、ナコはまだ心配していたのか？」

「え、あの、その……」

「僕もクロノもナコだけだよ」

　ちゅっと頭のてっぺんをリディがキスしてくると、クロノも真似をした。こんなに素敵な人たちを私が独り占めしてもいいのかな、って思ってしまうけれど。

「ナコを食べたくなったな」

「もう今日は屋敷に戻る？」

「せっかくうまく焼けたから、まだ試すよ。卵が入ったやつとか、甘いパンも焼くんだから。美味しいものが大好きでしょ？　とびきり甘くて美味しいのを焼いてあげる」

「もちろん、ナコが作るお菓子は大好きだが……」

「僕たちのとびきり甘くて美味しいものはナコだよ」

　真顔でいう二人の口に黙ってパンを詰め込んで、私はフルーツを入れたパンを焼く準備にかかった。








新米パティシエは異世界で甘い生活をはじめました


お菓子作りも新婚生活も一生懸命励みます!?
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